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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　目の前が赤い壁かべに阻はばまれようとした瞬しゆん間かん、鳳おおとり桜おう花かはその姿を目もく撃げきした。

　驚おどろきに強こわ張ばった表情のタケルの背後に、それは出現した。

　赤い異形に包まれた白い肌はだ。逆立つ黒くろ髪かみ。額より出いでた深しん紅くの角。

　そしてこの世全すべてを憎ぞう悪おする混こん沌とんを宿した瞳ひとみは、桜花を睨にらんでいる。

　草くさ薙なぎキセキ。百ひやつ鬼き夜行。草薙タケルの妹。

　桜花が知るキセキという少女の面おも影かげは、もはやどこにもなかった。

　彼女にあるのは殺意だけだ。

　肉の壁が行く手を阻み、桜花が伸のばした手がタケルに届くことはなかった。

「草な────」

　桜花が彼の名を呼ぼうとした、その時だった。




【【【【【【喋しやべるなアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！】】】】】】




　桜花の声が鬼おにの絶ぜつ叫きように遮さえぎられる。

　絶叫は崩ほう壊かいした学園の中を──街の中を疾しつ走そうする。

　目の前に出現した鬼の壁に埋うめ込まれた巨きよ大だいな眼球が、桜花を凝ぎよう視しした。眼球に続いて歯が出現し、舌、唇くちびる、鼻、指、爪つめ、骨、人間の身体からだの一部と思おぼしき全てが、でたらめに、滅め茶ちや苦く茶ちやに、無限に生え替かわり、蠢うごめいていく。

　どんなに強きよう[image: 靭]じんな精神を持った人間であろうと、この異形を前に恐きよう怖ふしない者はいない。

　──鬼の成れの果てだ。数千年に亘わたりキセキの身体へと蓄ちく積せきした憎悪と、呪のろいの化け身しんだ。

　勇気も闘とう志しも消え失うせる。人間という一個の生物としての恐怖が、足あし下もとから昇のぼってきて、桜花の身体は震ふるえた。

「……あ……ぁぁ……っ」

　嗚お咽えつのような声が漏もれたのは、鬼の壁を前にしたからではなく、学園の丘おかの上から街を見たからだった。

　街の地中から鬼の柱がいくつも出現していた。首都として機能していた広大な街が、地中から生え立つ柱によってミニチュアのように破は壊かいされていく。

　柱は天上を目指す塔とうのようにそびえ立つ。ビルを凌りよう駕がし、雲を凌駕し、うねりと共に柱と柱が絡からみ合い、やがてそれらは一本の巨きよ木ぼくのように巨大化し、街を飲み込んだ。

　まるで神話に登場する世界樹のようだ──。

　世界が鬼に飲み込まれていく音は、大地が、大気が、この星が泣いているような音だった。その叫さけび声を打ち消すように、鬼の大樹は咆ほえる。




　───オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォ……！




　黙もく示し録ろくと呼ぶに相応ふさわしいその光景が完成するまで、ほんの一瞬だった。

　あまりに唐とう突とつに、あまりに猛もう烈れつに、世界の終わりは訪れた。

　空は鬼の大樹が吐はき出す瘴しよう気きによって赤く染まり、靄もやに霞かすむ地平線の向こうまで、赤い海が広がっていく。

　街にはほとんど人は残っていない。しかしそれでも、いったい何人が鬼の海に飲み込まれたのだろう。

　唐突に発生する大災害のように、百鬼夜行は一瞬で何もかもを飲み込んだ。

　圧あつ倒とう的すぎる混沌の権ごん化げを前にして、桜花は手に持った銃じゆうを落としそうになる。

《主よ、正気を保て！　我らの戦いはまだ終わってはおらぬ！》

「だが……こんな……どうすれば……」

　正気を保てというのは難しい。

　以前の暴走とは段だん違ちがいの速度で、百鬼夜行は街を食い散らかした。

　このような次元の違う存在を相手に、何をすればいい？　キセキとタケルは決別しているに等しいが故ゆえに、説得などできようはずもないだろう。

　百鬼夜行は憎しみの渦うずでしかない。草薙キセキという願いの源を糧かてに世界を喰くらい尽つくす混沌そのものだ。

　人間の本能が、耳元で囁ささやく。

　逃にげろ、と。

『歩かせろ……隣となりを』

　だが、牢ろう屋やでタケルに言った自分の言葉を思い出す。

　キセキの問題を一人で背負わせはしないと誓ちかったではないか。自分にできることをすると皆みなで誓ったではないか。

　桜花はヴラドのグリップを握にぎりしめて、恐怖による震えを武む者しや震ぶるいに変える。

　今自分にできることは──タケルのそばにいて、彼の背中を守ることだ。

　前を向き、タケルと自分を隔へだてる肉の壁を睨む。

　なんとしても突とつ破ぱしなければならない……！

　恐怖など感じている場合ではないのだから……！

「ヴラド。まだ、いけるな？」

《無論。あの魔ま女じよ娘むすめの血のおかげだ》

　桜花は覚かく悟ごを決めて、肉の壁へ銃口を向ける。

　肉の壁が蠢く。こちらの敵意を感じ取ったのか、眼球に殺意が籠こもった。

　引き金に指をかけて、魔女狩りデユラハン化をしようとした時だった。

　蠢く肉の壁が、人型を形成した。最初は歪いびつな肉人形。されどその形は次し第だいに、少女の姿をとっていく。

　やがてそれは長い黒髪を垂らし、虚うつろな瞳で桜花を睨んだ。

　肉が形成した人型は、紛まぎれもなく、草薙キセキそのものだった。

「──！」

　トリガーを引き絞しぼろうとしていた桜花の指が止まる。

　敵対すべきは百鬼夜行であり、草薙キセキではない。彼女本人を傷つける資格は、自分にはない。

　本当に一瞬の躊ちゆう躇ちよだった。

　その隙すきを──百鬼夜行は逃のがさない。

　ずるりとキセキの手が伸び、桜花の首を締しめ上げた。

「っ……！　やめ、ろ……キセキ……！」

　桜花の声に、キセキは無表情で小首を傾かしげる。

　次の瞬間、キセキを形作っていたものが崩壊し、元の赤い肉へと変へん貌ぼうする。

　桜花は慌あわてて引き金を絞った。杭くいが発射されて、首を締め上げていた百鬼夜行を吹ふき飛ばす。

　しかし百鬼夜行は水のように流動し、背後へ回って桜花を襲おそった。

【【【【【【キャハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ】】】】】】

　魔女狩りデユラハン化をする隙を与あたえないとばかりに百鬼夜行が笑う。

　百鬼夜行は桜花の抵てい抗こうをあざ笑いながら、津つ波なみのごとく彼女を飲み込んだ。

　触ふれれば鬼の一部となる。不確定古代属性エンシエントプロパテイ『鬼』の特性を知っていても、どうすることもできない。

　肉の海に飲まれる桜花の耳元で、怨えん嗟さの声が囁く。

「お兄ちゃんは、渡さない」

　それが百鬼夜行の言葉ではなくキセキの本心なのだということを、桜花は飲まれる寸前に思い知るのだった。




　　　　＊＊＊




　異い端たん同盟と共に退たい避ひしたうさぎと斑鳩いかるがは、タケルの放った秘ひ奥おう義ぎの爆ばく風ふうに巻き込まれていた。

　桜花はマリを瓦が礫れきから引っ張り出した後、すぐにタケルを追っていった。

　マリが小隊メンバーは自分に任せてタケルを追えと言ったからだ。

　残ったマリは仲間の救出を優先した。

「……杉すぎ波なみー！　うさぎちゃーん！　カナリアちゃーん！　どうせ生きてるんでしょー！　いたら返事しなさいよー！」

　魔力で瓦礫を吹き飛ばしながら、斑鳩やうさぎを捜す。マザーグースとの戦いで手足を失い、彼女の魔力を奪うばい取って再生させたはいいが、本調子とはほど遠い。回復魔法の中で上位も上位の再生魔法は便利な代しろ物ものだが、上位魔導遺産の治ち癒ゆ性能とは違って万能とは言いがたい。

　今後手足の感覚が戻もどるかどうかは微び妙みようなところだった。

　周りを見れば、異端同盟のドラグーンが吹き飛ばされた人々の救出作業に当たっている。

　爆風が直ちよく撃げきする寸前に防護結界を張ったためそれほど被ひ害がいがあったわけではないが、まさか結界をぶち抜ぬくほどの衝しよう撃げき波はがやってくるとは思わなかった。

「もが、もががが……」

「もごご、もごごご……」

　うめき声を聞いて近くの瓦礫に目をやると、埃ほこりまみれの斑鳩がうつぶせになっていた。その下に、手足をじたばたさせているうさぎとカナリアの姿も窺うかがえる。

　斑鳩も、二人に覆おおい被かぶさりながら身体を捩よじらせた。

「……吐きそう」

「杉波、無事？」

「なんとかね……」

　外傷はなさそうだったが、下した敷じきになっているうさぎが斑鳩の胸で窒ちつ息そくしそうだったので、引っ張り出してやる。

「ぷはっ！……死因が爆ばく乳にゆうによる圧死になるところでしたわ！」

「川の向こうにママがいた……」

　ぜぇぜぇ息を吐きながら、カナリアとうさぎが胸に手を当てている。

　意外と元気そうだったが、ほぼ更さら地ちになってしまった学園に三人とも啞あ然ぜんとする。

「……いったい何が起こったんですの？　あれだけ離はなれていましたのに」

　うさぎが言うと、カナリアが立ち上がって目を細め、タケル達がいた桜の林の方を向く。

「奥義、使ったんだ……オロチかタケルかわからないけど、どっちかが死んだと思う」

「死んだって……！　タケルは!?」

　マリが問いただすように言うと、カナリアはレーヴァテインの刀身を撫なでた。

「たぶん、無事。ミスティルテインの反応にレーヴァテインが共鳴してる」

　マリがほっと胸をなで下ろす横で、斑鳩は髪かみを手で押さえながら眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……これで終わったとは思えないわ。幻想教団ヴアルハラのトップが敗れたけど、私達の本当の敵は──」

　斑鳩がそう言った瞬しゆん間かんだった。

　突とつ然ぜん激しい地鳴りが襲い、足下がぐらついた。

　騒そう然ぜんとする異端同盟、三五小隊のメンバーも何かを察したように警けい戒かいする。

　耳を澄すますと、地鳴りの中に、微かすかに笑い声のようなものが混じっていた。

「これって……！」

　聞き覚えのある声音に、マリは戦せん慄りつした。

　絶句するメンバーの中で、斑鳩だけが冷静に目を細める。

「……少しも躊躇するつもりはないのね……兄貴に似てとんでもない妹だわ」

　その瞬間、遠くの街並に赤いものが混じった。

　地面を割り、ビルをなぎ倒たおし、赤い鬼おにの塊かたまりが街を一瞬にして覆い尽くしていく。

　異端同盟の人々が静まりかえり、その場にいた全員が街の崩壊を前にして呆ぼう然ぜんとした。

「……百ひやつ鬼き夜行……キセキさんがこれをやっているんですの……？」

「あの子、草薙に言ったそうじゃない。世界中の人間を殺して、最後に私達を殺すって。それを実行するつもりなんでしょう」

　街には、世界が崩ほう壊かいする音と、異形から発せられる雄お叫たけびが響ひびき渡わたっていた。

　鬼の咆ほう哮こうが風となって、マリの頰ほおと髪を撫でる。

「本当に、この星そのものを滅ほろぼすつもりなの……？」

　タケルから話は聞いていたが、現実のものとなると話が違った。

　タケルが対魔導学園を離れる切っ掛かけとなった最初の暴走とは、まるで規模と勢いが違う。

　一瞬にして街を飲み込み、鬼の大樹が空を覆い尽くしていく。

　このような黙示録を前にして、正気でいろという方が無理な話だった。

　斑鳩は風に靡なびく髪を手で押さえつつ、涼すずしい顔で崩壊する街を眺ながめている。

「あの子は最初からそういう子よ。草薙と一いつ緒しよで、やると言ったらやってしまう子なのよ。初めて会った時からあの子には憎にくしみしかなかった。猫ねこ被かぶってたのね」

　斑鳩だけが冷静でいられたのは、彼女だけが唯ゆい一いつキセキの危うさに気づいていたからだ。

　キセキが禁きん忌き区域を抜け出して三五小隊の前に現れた時、斑鳩はキセキに言った。

　誰だれかを恨うらむのは筋違いだ、と。

　キセキはその言葉に何も返さなかった。

　無表情に鏡に映る斑鳩を見るだけだった。

　あの時から斑鳩は、キセキのことを敵としてしか認にん識しきしていなかった。

「ほんと、私の一番嫌きらいなタイプだわ」

　世界の崩壊を眺めながら、斑鳩は目を閉じる。

　もはや自分達にできることは何もない。

　草薙キセキの世界には、兄しかいない。

　斑鳩達にはキセキに立ち向かえるだけの力もなければ、関係性も築けていない。

　キセキを止められる可能性がある人間は、タケルだけだ。

　自分達には何もできない。




　──そんな風に考えられるほど、三五試験小隊は物わかりがよくなかった。




「あーもうっ、なんなのほんとっ、キセキちゃんの馬ば鹿か！　この全部台無し感半はん端ぱない感じ！　あたしらの今までの必死な戦いどうなんのよ！」

「さすが草薙の妹と言ったところでしょうか……満身創そう痍いに次ぐ満身創痍なんですけれどね……さすがにちょっと休きゆう憩けいしたいですわ」

　言いながらも、マリは両手が動くことを確認して魔法陣じんを展開させる。

　うさぎも、ラビットファングの残ざん弾だんを確認して弾を装そう塡てんする。

　二人を見て、斑鳩も髪をかき上げた。

「できることはきっとまだあるわ。鳳と合流して、へたれてる草薙のケツを蹴けりに行きましょう」

「うわ！　珍めずらしく杉波がやる気満々だわ！」

「変なフラグにならないといいですわね～」
















「フラグとか言うんじゃないわよ。あの妹には一度面と向かってがつんと言いたかったのよ」

　三人は互たがいがまだやれるということを確認し合いながら、再び戦いに身を投じようとしている。

「…………」

　この世界が大ピンチな状じよう況きようであってもいつも通りな小隊メンバーに、カナリアだけが啞然としていた。

　カナリアは百鬼夜行の恐おそろしさをオロチから聞いていた。本体の感情次し第だいで世界を滅ぼすだけの力を持つ存在であり、人間にどうにかできるバケモノではないと。

　オロチは一五〇年前、世界を飲み込もうとする百鬼夜行、草薙ミコトを止めるためにレーヴァテインを使って戦い、そして相打った。結果として草薙ミコトはミスティルテインとの融ゆう合ごうにより自じ滅めつすることとなったが、もしもそのまま戦い続けていれば間ま違ちがいなく世界は滅びていた。百鬼夜行とは、神殺しの剣けんと鬼殺しの草薙諸もろ刃は流を合わせて、ようやく相手にできる存在なのだ。

　普ふ通つうの人間にはどうすることもできない次元の違う敵だというのに、それなのに彼らは立ち向かおうとしている。

　実に愚おろかだ。自殺願望があるとしか思えない。

　だが、それでも、何もしないでこの破は滅めつを受け入れてしまいそうになった自分に比べて、よっぽど上等な存在であると、カナリアは思った。

　レーヴァテインの柄つかを握にぎり、カナリアは自分も戦う決意をする。

　一緒にいたいと思える人がまだいるからだ。

　カナリアが心を決め、斑鳩の隣となりへ行こうとした──その時だった。

　──ズンッ……！

　今までとは違う地鳴りと揺ゆれがカナリアの足あし下もとを襲った。

　直下から──何かが上がってくる。

「おい！──!?」

　カナリアは叫さけぶと同時に、斑鳩の肩かたを摑つかんで引きよせようとする。

　だがそれよりも先に、斑鳩はカナリアの胸を押していた。

　まるで体当たりをするように、斑鳩はカナリアを突き飛ばしたのである。

　突き飛ばされたカナリアは、絶句しながら斑鳩の姿を見ていた。

　斑鳩は真まっ直すぐにカナリアを見ていた。

　カナリアは後ろ向きに倒れながら、斑鳩に手を伸のばす。

　だが次の瞬間──斑鳩は地下より噴ふん出しゆつした鬼の柱に飲み込まれた。

　マリとうさぎも、反応はできていたもののどうすることもできない。不定形の鬼の柱は、一瞬にして目の前から三人を奪い去ってしまった。

　尻しり餅もちをつくカナリアは、呆然と目の前の鬼の柱を見上げている。

　柱はビルのように小高く伸びると、ぎょろぎょろとした眼球をいくつも出現させて、カナリアを見下ろした。

　まるで三五小隊を集中して狙ねらったかのように、その場所だけに濃のう縮しゆくされた鬼の結けつ晶しようが出来上がっている。

　鬼は瞳ひとみを細めてニヤリと笑い、触しよく手しゆをカナリアへ伸ばそうとする。

「どうして……お前は……いつも、いつもいつもカナを置いて……」

　カナリアは──強こわ張ばった表情のまま、レーヴァテインを握った。

「────このぉぉぉぉッ！」

　触手を剣で振ふり払はらおうとしたが、背後から銃じゆう声せいが響く。

　異端同盟のドラグーンと、彼方かなたの『信のぶ長なが』による援えん護ご射しや撃げきだった。

　鬼の柱は視線を異端同盟の軍勢に向けると、目を細めて地中へと戻ろうとする。

　カナリアが追おうとしたが、駆かけ寄ってきた彼方に背後から肩を摑まれてしまう。

「離せ！　あいつは──！」

「あなたまで飲み込まれるつもりですか！　ここはいったん引くべきです！　私達にはどうすることもできません！」

「うるさい！　離せぇぇ！」

　暴れるカナリアを他所よそに、地中から別の柱が出現し、龍りゆうのように蠢うごめきながら彼方とカナリアへ襲おそいかかる。

　彼方は魔女狩り化した状態でカナリアを抱だきかかえ、その場から退たい避ひする。

　じたばたと暴れ回るカナリアに殴なぐられながらも、彼方は自分のやるべきことを優先した。

　異端同盟を退避させ、安全な場所へ身を隠かくす。

　今彼方達にできることなど、何も無かった。

　街は鬼で溢あふれ、祝福するかのように鬼の大樹へと収束している。

　まるでこの星の命を吸い、生長しているようだった。

　黙もく示し録ろくが始まる。

　破滅が、今ここにある。

　人の想おもいも、嘆なげきも、全すべてを飲み込んで──百鬼夜行は世界に終わりをもたらすのだ。








第一章　お前に俺の何がわかる






　異い端たん審しん問もん会、旧名古屋第一審問会支部。

「──首都圏けんに準大規模魔ま力りよく災害反応を検出、被ひ害がいは急速に拡大しています。本部との連れん絡らくが完全に途と絶だえました」

「──現場へ急行中の混成部隊、関東聖域を迂う回かい中に目標と会敵。正体不明の勢力と交戦中に通信途と絶ぜつしました」

　審問会支部は、首都圏で発生した幻想教団ヴアルハラとの抗争へ増ぞう援えんを向かわせていたが、魔女狩りデユラハン及および騎士団スプリガンの混成部隊からの緊きん急きゆう入電により、混乱を極きわめていた。

　現場を任されているのは支部の司令代行である魔女狩りデユラハンだった。

「……何が起こっている」

　本部からの命令により審問官の勢力はエグゼに統とう括かつされたが、おかげで指揮系統に混乱を招き、審問会は敵の襲しゆう撃げきに対応するのが遅おそかった。戦力を審問会本部のある関東圏内に集中させるよう命令され、そのように従ったはいいが、本部から応答が無い。

　増援を出したはいいが、首都圏からの避ひ難なん民みんでどこもごった返しているため、旧名古屋支部の動きはさらに後おくれを取っている。

　情報伝達もままならない状況だ。

　本部にいるはずの会長も、本来この場を仕切る人間である統括理事会の幹部も行方ゆくえをくらましている。

「首都圏の状況を知ることが最優先だ。衛星の使用許可はまだ出ないのか？」

「使用権限は統括理事会にのみ与あたえられています。連絡が取れない以上は……」

「……他支部の偵てい察さつでも現地のマスコミでもいい！　まともな映像をこっちに回させろ！」

　首都圏を覆おおうように原因不明の赤い霧きりが発生しており、圏外から撮さつ影えいした映像は不ふ明めい瞭りようだ。

　本部の部隊からも情報が流れてこない。会長の失しつ踪そうに合わせるように、統括理事会も同じく誰だれ一人ひとりとして連絡が取れない状況だ。

　わかっているのは、幻想教団ヴアルハラによる本部襲撃が行われたということだけだ。

　こちらから送り込んだ増援も、移動中に連絡が途絶えた。増援へ向かわせた部隊から届いた最後の通信は悲鳴だけだ。

　情報が届かない以上、審問会支部は迂う闊かつに動けなかった。

「──司令代行、霧を突とつ破ぱしたドローンの一機から内部の映像が送られてきています！」

「出せ！」

　命令に従い、オペレーターが前面の巨きよ大だいスクリーンに映像を映し出す。

　画面に激しいノイズが走り、上空から都心を映すドローンカメラの映像が流れた。

　地上を埋うめ尽つくす赤色と、中央に根を張る大樹の姿に、その場にいた全員が短い悲鳴を上げた。

　最初に発生した百ひやつ鬼き夜行の暴走を知る支部の審問官は多くない。あの暴走の直後、純血の徒によるボーダーライン侵しん攻こう作戦が行われたせいで、その件はうやむやになっていたからだ。

　異端審問官達のほとんどが幻想教団ヴアルハラにばかり気を取られている間に、鳳おおとり颯そう月げつが飼っている怪かい物ぶつが目を覚ましてしまった。

　司令代行は画面に映る惨さん状じようを目まの当たりにして、背筋に冷たい汗あせを流しながら、ごくりと喉のどを鳴らす。

　この場で、彼だけが百鬼夜行の存在を知っていた。

　草くさ薙なぎキセキの存在を、彼は以前に確かく認にんしている。

　鳳颯月がついにアレを実戦に投入したことを察して、オペレーターに命令を下す。

「後続の部隊を引き返させろ……！　他支部と連れん携けいを取り、近きん隣りん住民の避難を最優先……！　アレには手を出させるな……」

　啞あ然ぜんとしていた部下達が、息を吞のんで仕事に戻もどっていく。誰も彼に説明を求めるようなことはしなかった。映像を見て、説明されたとしてもアレが理解できる範はん疇ちゆうの存在ではないことを全員が悟さとっていた。オペレーター達は震ふるえながら他県の後続部隊に連絡を取り、避難誘ゆう導どうを最優先にするよう伝える。

　司令代行は歯を食いしばりながら次の命令を出す。

「航空騎士団、三〇二及び三〇三飛行戦隊……出撃させろ」

「し、しかしそれは、代行の権限では！」

「緊急事態だ。責任は私が取る。目標は首都全域」

「首都圏にはまだ避難民が残っているはずです……！」

「残ってなどいるものか……！　地上を浄じよう化かする以外にあの脅きよう威いを退ける術すべは無い……他の支部も同じ決断をしているはずだ……！」

　否。たとえ航空機による爆ばく撃げきを行ったところで、細さい胞ぼうのひとかけらでも残っていれば百鬼夜行は増ぞう殖しよくし続けるだろう。

　だがこれ以上侵しん食しよくを拡大させないためにも、できることをやるしかない。

　オペレーターの指示に従い、滑かつ走そう路ろから航空機部隊が出撃する。

　司令代行は一いち縷るの望みもないことを知りながら、航空機部隊を見送ることしかできない。

「──!?　代行！　魔力観測室から、地下に詳しよう細さい不明の熱源反応ありとの報告が……！」

「どこの区画だ！」

「そ、それが……」

　女性オペレーターがインカムを外して、震えながら司令代行へ振り向く。

「……わ、我々の……直下です……！」

　司令代行の顔が、波が引くかのように青ざめた。

　オペレーターの机に置かれたコーヒーカップが、カタカタと振しん動どうし始める。

　揺れは次し第だいに大きくなっていく。

「まさか……優先的に、直接審問会の施し設せつを狙って……」

　であるならば、他の場所でもここと同じことが起こっているに違ちがいない。

　愕がく然ぜんとした様子で、司令代行はデスクに手をついた。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。司令代行が肩の力を抜ぬき、目を閉じて額の脂あぶら汗を袖そでで拭ぬぐう。

　直後、怯おびえながら報告をしてきたオペレーターの真下から、巨大な鬼おにの柱が突つき出した。

　まるでドリルのような形をした鬼の柱が、何十層にも及ぶ抗魔素材でできているはずの地下防ぼう壁へきを突破して、支部の司令室へ直接乗り込んできた。

　悲鳴を上げて審問官達が逃にげ出すのを、柱から生えた触手が捕とらえ、容よう赦しやなく捕ほ食しよくしていく。

　触手は審問官達の身体からだをズタズタに引き裂さき、まるで食べやすいように細かくして飲み込んでいく。

　百鬼夜行は殺さつ戮りくを悦よろこんでいた。

　その場にいた審問官達を虐ぎやく殺さつし終えると、柱が形を変えて、女性を思わせる人型へと変形した。

　赤い肉で出来た巨大な少女が、司令代行へずるりと首を伸のばす。

　代行は地じ獄ごくと化した司令室で目を見開きながら、鬼の化け身しんを見上げる。

「あの少女は……最優先駆く除じよ指定をコントロールしているとでもいうのか……」

　代行は一度だけ、審問会本部でキセキを見たことがあった。

　最奥監かん獄ごく最深部に閉じ込められ、毎日のように殺され続けてきた少女の姿を。

　その力を、過去に目の当たりにしていた。

　そして今、目の前にその化身が君臨している。

　代行は恐きよう怖ふに震えながらも、己おのれの生を諦あきらめる。

「………………これは、報むくいだ」

　少女に対する凄せい惨さんな行いを見た上で、その力を前に「仕方のないことだ」と受け入れて、彼は法の番人としてのプライドを捨てた。道徳や倫りん理りを捨てて、審問会の少女に対する非道を見て見ぬ振りをしてきた。

　これはその報いだ。

　少女を見捨て、あまつさえ利用しようとした審問会への──この世界への報いだ。

　司令代行は死を受け入れた。

　代行の予想通り、惨さん劇げきは名古屋支部だけではなく、旧日本内に存在するほぼ全ての審問会支部で同時に起こっていた。

　草薙キセキは星を喰くらう傍かたわら、障害となりうる審問会の戦力を優先的に直接潰つぶしにかかったのである。

　もはや残された戦力は、出撃済みの航空部隊と、本部へ向かわせた増援の生き残りのみとなってしまった。

　誰もいなくなった司令室のモニターに映る航空機の赤い点が、見る見る内に減っていく。

　首都圏に突とつ入にゆうした航空機部隊は、やがて不気味なほど静かにレーダー上から姿を消した。




　　　　＊＊＊




　押し寄せる百鬼夜行の軍勢に飲まれていく街中で、霧きりヶが谷や京きよう夜やは迫せまり来る死に抗あらがい続けていた。

　四方八方から止めどなく溢れ出てくる鬼の塊かたまりは、以前のような液状ではなく、固形となって襲いかかってくる。

　街の中央にそびえ立つ鬼の大樹には果実のような塊が生なっており、その実を突き破って、どこか草薙キセキに似た鬼の化身となり、地上に降ってくる。

　オロチの虐殺により街の人間はほとんど死亡していたが、シェルターの中には難を逃のがれた一いつ般ぱん人じんがまだいくらか生き残っている。

　京夜はタケル達に合流しようとする最中、生き残りのいるシェルター付近で百鬼夜行の侵攻に出くわし、足止めをくらっていた。

　レリックイーターの力を借りれば、自分だけ異い端たん同盟に合流することはできた。

　しかし、

《なぁに善人ぶってんの!?　こんな連中ほっぽって自分の命を優先しなよご主人！》

「うるっせぇ！　てめぇは黙だまってろクソが！」

　悪態を吐つきながら、京夜はネロのトリガーを引き絞しぼる。

　百鬼夜行が形成した鬼の化身は愚ぐ鈍どんだが、いくら殺そうとしてもすぐに再生して襲おそいかかってくる。しかもただがむしゃらに突っ込んでくるのではなく、ある程度統制がとれており、こちらの攻こう撃げきを回かい避ひしようとしてきた。

　この星を侵食し尽くすために百鬼夜行は力の大部分を地下に割いているのだろう。

　この様子だと首都圏は全すべて百鬼夜行に飲まれている。地下の場合はどこまで侵食されているか見当もつかない。

　あの大樹は大地を食らいつくし、それから一気に地上を喰らうつもりに違いない。

　この鬼の化身達は尖せん兵ぺい。女王を守る兵隊蟻ありのようなものだ。

「言わんこっちゃねぇ！　だからさっさと殺しときゃよかったんだよ草薙！」

　戦うだけ無む駄だである。いくらやってもキリがない。

　それでも、京夜はシェルターの入口にとどまり続ける。

　滑こつ稽けいだと自分でも感じていた。以前は一般人などどうなろうと知ったことではなかったし、最初に百鬼夜行が暴走した原因は自分だった。

　贖しよく罪ざいの気持ちなんてない。異い端たん審しん問もん会かいから与えられた仮かり初そめの平和に浸つかっていた連中のことなんて知ったこっちゃない。

　ただ、ここでシェルターを見捨てるようなことがあれば、きっと幼おさな馴な染じみは失望するだろう。

　そう思うと逃げる気になれなかっただけだ。

《ほんっと女に弱いねぇ！　こんなことなら審問会にいたほうがよっぽどマシだったよ！》

「うるせぇな！　てめぇだって明あきらにゃ頭あがんねぇだろうがふぬけ！」

《はぁ!?　ああいう何言っても無駄な頑がん固こなタイプ苦手なだけだし！　ふぬけはどっちだっつーの！》

　ただでさえ英雄エインヘリヤルとの戦いで消しよう耗もうしているというのに、京夜は立て続けに百鬼夜行の軍勢を相手にしなければならなかった。

　鬼の化身が咆ほう哮こうを上げ、ベタついた右みぎ腕うでを振ふり下ろしてくる。

　京夜が対応しきれずに歯を食いしばった時、上空より錆さび色いろの魔ま弾だんが鬼の腕を吹ふき飛ばした。

　京夜が舌打ちをしながら空を見上げると、箒ほうき型の飛行デバイスに乗った赤服の少年と、槍やりを持った少女が空中に浮いていた。

　純血の徒から異端同盟入りしたセージと、神々の残火の柚ゆ子ず穂ほだった。

「無事か？」

「燃費の悪そうな魔導遺産ですね」

　気き遣づかってくる二人に、京夜は不ふ機き嫌げんそうに悪態を吐く。

「余計なことすんじゃねぇよ、異端野や郎ろう共が」

「いまさら異端も何もないだろう」

　忌いま々いましげに睨にらみつけてくる京夜に呆あきれたようなため息を吐いて、セージはインカムの音声に耳を澄すませた。

「……我々の部隊と第六近この衛えの連中も、生き残りをシェルターに搬はん送そうして籠ろう城じよう中だ。他の分散した同盟の人員や異端審問官の残存勢力も、多くはないが市民の救助と避難に尽じん力りよくしている」

「ハッ、早々にゴーストタウンになったと思っていたが、ゴキブリ並みにしぶといなここの人間は」

「元々同盟の本隊が遅おくれたのは一般人の避難を優先してのこと。百ひやつ鬼き夜行の地上への侵食はまだこの街だけらしいが、しかし……」

　あとどれだけ保もつか。

　セージは不安を消し去るように頭を振ると、デバイスから飛び降りて京夜の真横に着地した。

　柚子穂も同じように、京夜の隣となりに降りてくる。

「今は考えても詮せん無なきこと。街のシェルターに残された人間を圏けん外がいへ逃がすことはもはや不可能です」

　三人は背中合わせに立ち、柚子穂は槍を構え、セージは錆鉄でできた防壁を展開させた。押し寄せようとしていた鬼の化身が防壁で足止めをくらい、京夜が息を整える時間を稼かせいでくれた。

「よく一人で守ったな。たいしたものだ」

「不本意ですが、力を貸してあげましょう。共にこのシェルターの防衛を」

「命令すんじゃねぇよ。お仲間はいいのか」

「部下の心配は無用。貴き殿でんが思っているほど第七分隊はやわではない」

「第六近衛をなめないでいただきたい」

　三人は残りの力を振り絞りながら、鬼の化身を前に臨戦態勢を取る。

　錆属性の防壁は強固だが、すでに百鬼夜行に突とつ破ぱされようとしている。

「こんな状じよう況きようだ、敵味方を気にしている余よ裕ゆうは無い。他県の審問会支部の増ぞう援えんは期待できないのか？」

「俺だってもう審問官じゃねぇんだ、知るか。どうせ本部のクソ理事長が命令しなきゃ支部は動かねぇよ。もしくはこの状況を終わらせるために爆撃の用意でもしてるだろうさ」

　京夜が答えると、柚子穂は槍の切っ先に魔力を貯めた。

「ふん……爆撃程度でどうにかできるとは思えませんが？」

　状況は絶望的だ。これでは当初の作戦などあってないようなもの。同盟の指導者である星ほし白じろ流ながるとの連れん絡らくも取れず、同盟本隊の人間も彼女がどこにいるのか知る者はいない。

　指揮系統が崩ほう壊かいしてもそれぞれが自分のやるべきことをやっているだけマシだが、このままではじり貧である。

　百鬼夜行の根源である草薙キセキをどうにかしなければ話にならない。

「草薙次し第だいか」

　セージのつぶやきに、京夜は吐き捨てるように笑う。

「あいつに期待するだけ無駄だぞ」

「どうかな。意外とやってくれる男だと私は思っている」

「この大だい惨さん事じは元をたどればあいつが原因だ。あいつが自分のわがままで妹を殺せなかったせいだぜ」

「そうなのか。ならば余計期待できる。責任を取って終わらせてくれるだろう」

「なんだそのポジティブ。うざってぇ奴やつだな」

「お互たがい様だネガティブ野郎」

「──この状況で言い争いはやめていただけませんか？」

　悪態の吐き合いを柚子穂が止め、セージと京夜は構える。

「私は防ぼう御ぎよに徹てつしよう。二人は私の詠えい唱しよう中、鬼を食い止めろ。できるか？」

「なめんな」

　京夜がネロを構えながら、足あし下もとに魔法陣じんを出現させる。

「この魔法はあのクソったれ死霊術師ネクロマンサーのために残しときたかったんだが……そうも言ってられねぇ」

「固有魔法というやつですか……」

「おい、てめぇら息止めてろ。死ぬぞ」

　京夜が地面に膝ひざをつき、ネロの銃じゆう身しんを魔法陣にたたき付けた。

　ハンドグリップを引き下げ、ポンプアクションでネロを再さい装そう塡てんする。

　瞬しゆん間かん、ネロの銃口から霧きり状じようの魔力が拡散さんし、深緑色の粒りゆう子しが空気中に一気に広がった。

　言われた通りにセージは息を止め、京夜の攻こう勢せいを見守る。

《毒の種類は？》

「相手は魔女じゃねぇ。抑よく制せいはダメだ、感染でいく」

《侵しん食しよく相手に感染で攻せめるんだぁ。魔力消費半はん端ぱないし、あんま効果的とは思えないけどねぇ？》

「やれ」

　京夜はネロを地面から離はなし、セージの防ぼう壁へきを突破した鬼おにの化け身しん共へ銃口を向ける。

　鬼の化身の数は一〇体。背後には固く閉じられたシェルター。道みち幅はばは広く、ネロの散さん弾だんではこの数を一気に仕留めるのは不可能。

　深緑色の霧の中で、京夜は引き金を絞った。

「《鉛の毒婦ベイベロン》」

　魔法名を口にした瞬間、魔法陣が砕くだけ散り、空気中に散っていた極ごく小しようの魔粒子が──一気に流動して化身へ突とつ撃げきした。

　空気中の微び細さいな魔粒子が、散弾の如ごとく鬼へ襲いかかったのである。

　数え切れないほどの極小の魔弾だ。

　これだけでは百鬼夜行に対して有効とは言いがたい。

　ただでさえ不定形に近い敵を極小の弾たまで貫つらぬいたところでたいした効果は得られないのだ。消し飛ばすだけの威い力りよくは、この固有魔法には存在しない。

　だがこの魔法の真価は、その名の通り単純な破は壊かい力ではない。

　ネロの魔力属性は、『毒』だ。

　身体からだを粒子に貫かれた鬼の化身は一瞬動きを止め、すぐに活動を再開するかと思われたが、身体の内側からじわりと深緑色の黴かびのようなものが広がった。

　鬼の化身の再構築が止まり、黴がじわじわと広がっていく。

「こっちの攻撃は通るんだ……魔力や魔法を侵食できない以上、毒だって通る」

　キセキの身体は不死身だが、彼女の体外へ放出された百鬼夜行を殺すことはできる。言ってしまえば細さい胞ぼうの一つ一つが生物のようなもの。侵食して広がりはするが、細胞一つ一つの力はそこまで強くはない。

　──継けい続ぞく的にダメージを与あたえられる毒の魔法は、ある意味で百鬼夜行の天敵となりうる。

　ネロの『毒』属性はレリックイーターの中で唯ゆい一いつ古代属性エンシエントプロパテイではないが、あらゆる属性の毒を網もう羅らしている。毒魔法は感染力を持ち、魔力が切れない限り広がり続ける。

　鬼の増ぞう殖しよくを毒の感染により相殺する。

　倒たおすことはできずとも、増殖を止めることはできる。

　それが京夜の狙ねらいだった。

「魔法自体は時間稼ぎにしかならねぇが。侵食が止められるなら、その間は殺し放題だ」

　京夜が笑えみを浮うかべて、ネロを旋せん棍こんへと変形させる。

「足止めですか。審問会らしい姑こ息そくな手口ですね」

　京夜よりも先に柚子穂が鬼の化身共へと襲いかかる。柚子穂の槍やり捌さばきは後衛による魔力強化を得られずとも、化身を屠ほふるだけの技術と魔力は十分だ。

　魔力を帯びた槍は鬼の化身を両断し、白く輝かがやく。

「近衛式槍そう術じゆつ──久く遠おん七しち閃せん！」

　続けざまに、柚子穂は動きを止めた七つの化身へ同時に一いち撃げきずつ攻撃を加える。

　槍によって貫かれた化身は、まるで浄じよう化かされたかのように内側から光に包まれた。

　一滴の汚よごれも許さない切っ先を光らせながら、柚子穂は槍を回転させ、低く低く構え直す。

　鬼の化身はすぐにまた押し寄せる。柚子穂は構えたまま動かない。

　その時、京夜が柚子穂の頭上を回転しながら旋棍を振り上げ、鬼の化身へ向かって強きよう烈れつな拳こぶしを放つ。

「死なねぇ──帰りを待つ奴がいる限り、俺は無敵だ！」

　振り上げた拳を鬼の化身へ叩たたき込む。

　京夜と柚子穂はセージの援護のもと、鬼の軍勢へ立ち向かった。

「…………」

　防護魔法を維い持じしながら、セージは現状を整理する。

　異い端たん同盟の目的は、当初は峰みね城しろ和かず眞まの文書を見つけ出すことだったが、魔ま導どうサイドが第二次魔女狩りデユラハン戦争を開始したことで、状況は二転三転した。

　辛からくも草薙オロチとマザーグースを倒し、第二次魔女狩りデユラハン戦争は終息。

　だが、肝かん心じんの鳳颯月の行方ゆくえはわからず、間かん髪はつを入れずに百鬼夜行が現れた。

　いまだ掌の上で踊おどらされているように思えてならない。鳳颯月が本当にこの世界の神であるというのなら、全すべてを把は握あくしていてもおかしくないからだ。

　奴の目的がこの世界の破は滅めつであり、自らの死だというのなら、この状況はまったくもってあの男の思おも惑わく通りと言えるだろう。

　この防衛がいつまで続けられるのかわからない。百鬼夜行が地上の侵食を本気で開始すれば、セージ達は一瞬にして飲み込まれてしまう。

　セージは学園のある丘おかの方へと目を向ける。

「……託たくすしか、私達に道はない」

　今はもう、祈いのることしかできなかった。
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　──草薙キセキが草薙タケルと出会ったのは、暗い暗い箱の中でのことだった。

　山奥の渓けい谷こくの底にある、小さな箱状の倉。そこがキセキにとっての唯一の領域であり、キセキの知る世界そのものだった。

　抗魔素材でできたその倉の中には、いつも血の臭においが充じゆう満まんしていた。

　部屋を饐すえた臭いにさせているその赤い液体は、全て自分の血だった。

　三日置きに必ず、キセキは父親の手で殺されてきた。

　理由は父親から聞いていた。自分の身体が忌いむべき呪のろいの産物であり、太古の昔に草薙家が滅ほろぼした『鬼』であることも、キセキは知っていた。

　数日置きにキセキの中に蓄ちく積せきした鬼を引きずり出し殺さなければ、世界が再び鬼の脅きよう威いに晒さらされる。鬼を引きずり出すには、キセキを殺さなければならない。

　キセキの首を刎はねる父親の顔は、いつだって苦く渋じゆうと悲しみに満ちていた。

　許せ。許してくれ。本当にすまない。

　父親からキセキへ向けられる言葉はそれだけだった。

　草薙に生まれた女児は生まれた直後に必ず殺さなければならない。その掟おきてを、草薙家は必ず守ってきた。女児が生まれるとわかった場合は必ず中絶してきたし、もしも手て遅おくれだった場合は母親ごと殺した。

　タケルが双ふた子ごだとわかったのは生まれた直後だった。

　キセキは兄のタケルの身体に付着していたのである。細胞レベルにまで身体を縮小させて寄生していたのだ。鬼の呪いの執しゆう念ねん深ぶかさが為なしたことなのだろう。この世に再び生まれ出いずるために、鬼は生を偽った。

　生まれた直後、キセキは身体を急速に増大させて、父と母、そして兄以外の草薙の人間を皆みな殺ごろしにしたのだと、父は言っていた。

　お前に罪はない。罪は私が背負う。

　だから許してくれと、父は言った。

　その頃ころのキセキからしてみれば、父の何を許せばいいのかわからなかった。

　キセキにとって父とは娘を殺す存在であり、それが当たり前だったからだ。

　父を憎にくむという感情は無かった。それどころか、何かを憎むという感情すら知らなかった。

　母は最初はキセキのことを気にかけていた。キセキに本を与え、話をしてくれた。

　だが倉の外で父と母が口論した後は、キセキと会話をしてくれなくなった。キセキがどれだけしゃべりかけても、母親は何も言わない。ただ、時折倉にやってきては、外で子守歌を歌うだけだった。

　謝る父と、歌う母。

　それがキセキにとっての家族だった。

　それがキセキにとっての普ふ通つうだった。

　全てが変わったのは、タケルと出会ってからだ。

　自分の境きよう遇ぐうが異常であることを理解したのも。

　自分が不幸で可哀かわい想そうな存在であると自覚したのも。

　恋こい心ごころを知ったのも、絶望を知ったのも、憎しみという感情を知ったのも。

　彼との出会いが始まりだった。

　彼の話を聞いて、外の世界への憧あこがれを抱いだかないわけにはいかなかった。自分が不幸だという事実を自覚して、幸せを求めないでいられることなどできなかった。

　何より、草薙タケルに会いたいという気持ちを抱かずにはいられなかった。

　それでもキセキは、自分を何度も殺してきた父の涙なみだを、少しでも親でいてくれようとした母の歌声を裏切ることなどできなかった。自分は存在してはいけないイキモノで、外に出てはいけない存在なのだと、自分に言い聞かせてきた。

　だってキセキは、父からそう言われ続けてきたのだから。

　そう言われて、殺され続けてきたのだから。

　それなのに父から与えられた死を受け入れることができなかったのは、

『俺がお前をそこから出してやる』

『俺もお前に会いたい。そばにいたい』

『俺がお前を救ってやる。約束だ』

　草薙タケルが、キセキの心を揺ゆさぶったからだ。

　この言葉がどれほどキセキを期待させたことだろう。

　世界を知らないキセキにとって、人を知らないキセキにとって、草薙タケルがどれほど大きな存在となったのだろう。

　この世界でただ一人、自分の味方でいてくれる人。自分を愛してくれる人。

　自分を殺してくれる人。

　タケルはキセキにとって世界の全てだった。

　しかしだからこそ、裏切られた時の憎しみもまた──

「キセキはお兄ちゃんと違ちがって、約束を守るんだよ？」

　街に出現した鬼の大樹を見ながら絶句するタケルに、キセキは言った。

　積み上げられた肉にく塊かいの頂上から飛び降りて、キセキはふわりとタケルの目の前に着地する。

　タケルが絶句したままキセキを見る。

　キセキは腰こしの後ろで手を組んでタケルの顔を覗のぞき込み、にっこりと微笑ほほえんだ。

　曇くもりのない、無む邪じや気きな笑え顔がおだった。

「言ったことは守らなきゃ。まずは世界中の人間を殺して、次にお兄ちゃんの大切な人たちをべちゃべちゃにするの。この世界がキセキとお兄ちゃんだけになるまで、キセキはがんばるの」

「…………」

「思ってたより時間がかかっちゃってごめんね。地球って大きいんだね。全部を飲み込むにはまだまだ時間がかかりそうだよ」

　赤いドレスを身に纏まとい、キセキはくるりと身体を回転させる。

　くすくすと笑いながら、まるで鬼おにに飲まれゆく世界を祝福するかのように両手を広げた。

「キセキね、こんなに気持ちがいいの生まれて初めてなの。こうして自由に、自分で好きなように身体を動かすことができて、大だいっ嫌きらいな世界が滅びていくのをこの目で眺ながめることができるなんて、思ってもみなかったから」

「…………」

「それに何より、こうしてお兄ちゃんと…………ううん、タケル君と同じ場所で、同じ空気を吸って、目の前で向かい合うことができる。こんなに素す敵てきなことって他ほかに無いと思うんだよ」

　あはは。

　あはははは。

　あはははははははは。

　楽しげに、単調に、キセキは笑う。

「ねえタケル君、聞こえる？　耳を澄すませてみてよ。この土地の人々の悲鳴が、叫さけびが聞こえるよ。キセキね、ずっっっっとこれが聞きたかったんだよ。暗いところで何回も、何十回も、何百回も、何千回も殺され続けていた頃から、キセキにはみんなの幸せそうな鼓こ動どうがずっと聞こえてたの。嬉うれしいとか、悲しいとか、恋しいとか、憎らしいとか、愛いとしいとか、殺したいとか、いろんな人のいろんな心臓の高鳴りを、キセキは暗い暗い場所でずっっっと聞いてきたの」

「…………」

「死ぬことしか体験することができないキセキは、こんなものをずっっっと聞かされてきたんだよ」

　それは怒いかりなのか歓かん喜きなのか、その両方なのか、タケルにはわからなかった。

　キセキは笑い続ける。瞳ひとみに涙を溜めながら、悲願の達成を祝う。

　ひとしきり笑った後、キセキは自分の胸に手を当てた。

「この喧けん騒そうが終わった後に、ようやくキセキは安らげる……この世界に存在する音がキセキとタケル君の鼓動だけになって、その二つの鼓動が消えた時に、ようやくキセキは救われる」

「…………」

「タケル君は、それがわかってなかったんだよね？　キセキがどうすれば救えるか、わかってなかったんだよね？　それは仕方が無いことだと思うよ。タケル君だけに全てを背負わせて、キセキががんばってなかったからだもんね」

「…………」

「でもキセキもがんばったから、もうわかったでしょう？　これがキセキの救いだよ。ねえ、タケル君……タケル君？　聞いてる？」

「…………──っ！」

「タケル君タケル君タケル君タケル君！」

　キセキは目を見開きながら、怒りのままに叫んだ。

　そして、




「もういいから、さっさとキセキを救ってよ」




　周囲の肉塊に埋うめ込まれた全すべての眼球にタケルを睨にらませながら、真っ赤な眼でタケルにお願いをする。

　タケルは下を向き、歯を食いしばる。

　キセキは悔くやしそうなタケルの表情を、愛おしそうに見つめた。

「あはは、タケル君、素敵な顔してる。キセキ、タケル君のそういう顔が見たかったんだ。自分が今までどれだけ見当違いなことをしてきたか、ようやくわかってくれたんだね」

「…………」

「大嫌いだよお兄ちゃん。愛してるよタケル君。それから──




【【【【【【【【【【【【「ざまーみろ」】】】】】】】】】】】】




　百ひやつ鬼き夜行の言葉と、キセキの言葉が重なる。

　キセキの唇くちびるは愛情と憎しみの狭はざ間まで、タケルをあざ笑った。
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　タケルは無邪気に笑うキセキを見ながら、恐きよう怖ふと愛情と、消え入りそうな決意を胸に、剣けんの柄つかを握にぎりしめていた。

　キセキを責めることなら、いくらでもできる。

　お前はなんてことをしたんだ。

　この一いつ瞬しゆんで、いったいどれだけの人間を殺したんだ。

　そんな押しつけるような言葉を投げかけることはいくらでもできる。

　だがキセキにそんな安っぽい説教をたれたところで、返ってくる言葉など知れている。

　──お兄ちゃんがキセキを殺してくれなかったからだよ。

　──こうなったのは全部お兄ちゃんのせいなんだよ。

　必ずそう返ってくるはずだ。

　しかし、だから、ではない。

　キセキが返すであろう言葉が、どうしようもないほどに事実だからだ。

　だから彼女を責められない。

　この惨さん状じようは全て自分のせいだ。

　キセキを殺すチャンスは二度もあった。

　そうしなかったのは、この世界の見知らぬ人々よりも、キセキと仲間の命を選んだから。

　この惨状は、その選せん択たくをした結果に過ぎない。

　綺麗事は言えないし、言うつもりもない。

　タケルが言葉を返すべきは、キセキの罪に対してでも、キセキの歪んだ愛情に対してでもない。

　ざまーみろ。

　この一言に対してだけだ。

「──ずいぶん悪あく趣しゆ味みになっちまったなぁ、キセキ」

　この瞬間に散った命を切り捨てて、タケルは笑う。

　キセキの笑顔が、スッと消えた。

「悪趣味？　そうかな。キセキは元からこういう人間だよ」

「師し匠しようにしろ、お前にしろ、もうちょっと周りのこと考えろよ。草薙家はどんだけわがままなんだよ。はた迷めい惑わくすぎるだろ」

「タケル君がそれを言うの？」

　キセキは少しだけ眉み間けんに皺しわを寄せる。

　タケルは苦く笑しようを引っ込めもせずに、刀を肩かたに担かつぐ。

「俺は草薙の中じゃ、わりと節度のある方だと思うけどな？　少なくともお前や師匠よりはマシな人間だと思ってる」

　悪びれもせずに、タケルは言った。

　本心だった。自分がエゴイストだと自覚しておきながら、自分が誰だれよりも無責任だと自覚しておきながら、正直なところを吐はきだした。

　一番はた迷惑な奴やつなくせして何を言っているのか。

　自分でも笑えてくるが、本音だから仕方がない。

　──は？

　そんな声が聞こえてきそうなほどに、キセキは滑こつ稽けいな顔をした。

「タケル君が何を言っているのかよくわからないや……キセキがこんなことをしているのは、こうなってしまったのは、元を辿たどれば全部──」

「──俺のせいだけど、それがどうした」

　肩を刀の峰みねで叩たたきながら、タケルは顎あごを上げた。

「まあでも、世界がこんなになっちまったのは俺のせいだけど、世界をこんなにしちまったのはお前だぞ。わりぃけど、兄ちゃんでもそこだけは背負うつもりはねぇ。世界を壊こわそうとしてんのはお前の選択だ」

「……屁へ理り屈くつだよ」

「屁だろうが糞くそだろうが理屈だし、事実だ。俺はお前の選択に従うつもりはねぇよ。全力で抗あらがわせてもらうぜ」

「…………」

「お前を救って、仲間を救って、ついでに……まあかなりヤバい状じよう況きようだけど、まだ手て遅おくれじゃねぇし、世界も救って一件落着だ」

　肩に担いだ刀を振ふり払はらい、半身を引く。

　視線は真まっ直すぐにキセキへ向いたままだ。

　キセキは無表情だが、わずかに髪かみを逆立たせた。

「どうしてそこまで、キセキを救うことを拒こばむの？」

「決まってんだろ、俺がそうしたいからだ」

「…………」

「お前が納なつ得とくできなくても、俺はこのやり方を貫つらぬく」

　刀をゆっくりと水平に構えて、切っ先をキセキへ向ける。

　鬼の吐く霧きりによって赤くなった空の下で、瑠る璃り色の刀身がきらめく。

　キセキの表情が、氷が溶とけるようにゆっくりと憎にくしみを帯びていく。涙なみだの痕あとは消え失うせ、皺の寄った眉間には怒りが滲にじんでいた。

「……タケル君は、わがままだよ」

　絞しぼり出したかのようなその言葉に、タケルは口元に笑えみを浮うかべる。

「お前は、俺がわがままだってことすら知らなかったんだよな」

「…………」

「お前は大好きなタケル君が、こんな酷ひどい兄貴だったってことすら知らなかったんだ」

「…………」

「なあキセキ、お前はさっき俺のことを愛しているだとか言ってたけど、俺のどこがそんなに好きなんだ？」

　言葉に応じるように、百鬼夜行の群れがうごめく。

　殺意は感じ取れない。赤い肉にく塊かいどもから感じられるのは、怒りだけだ。

「……キセキの気持ちがわかっていて、どうしてそんなこと聞くの……？」

　タケルは先ほどから抱いだいていたキセキの呼び方に対する違い和わ感に答えを出していた。

　キセキはタケルのことを、お兄ちゃんではなくタケル君と呼んでいる。出会った頃ころの、まだ自分達が兄妹きようだいであるという事実を知らなかった頃の呼び方だ。

　それがどういう意味を持つのかは、タケルにだってわかる。

　キセキの気持ちは一番よくわかる。ずっと前から気づいていた。

　キセキはタケルのことを、兄としてではなく一人の男として、他人として見ている。

　他人として、恋れん愛あいの対象として見ている。

　お兄ちゃんを否定して、過去の「タケル君」とやらを受け入れている。

　いわゆる禁断の愛というやつだ。別に気持ち悪いなんて微み塵じんも思わないし、妹に愛されるなんて、兄貴冥みよう利りにつきるというものだ。

　しかし素す直なおに嬉しいとは思えない。

　タケルは、キセキのその禁断の愛とやらに答えを出させてもらう。

「──お前が俺の、いったい何を知ってるっていうんだ？」

　キセキが絶句する。タケルは容よう赦しやなく続けた。

「知ってるよ……だってキセキはタケル君の──」

「妹だってか？　ああ、妹だ。けど、お前が俺のことを知らないように、俺だってお前のことを知らない」

「……そんな……」

「当然だよな。俺とお前が過ごした時間も、兄妹として過ごせた時間も、ほんのわずかだからだ」

　初めての出会いは箱に隔へだてられた状態で、声を交かわし合うだけだった。それも学校へ通って、剣けん術じゆつの稽けい古こを終えた後の極わずかな時間だけだ。

　兄と妹であると知り、キセキが暴走して村の人々を皆みな殺ごろしにして審しん問もん会に捕とらえられた後も同じだ。

　会えるのは二ふた月つきに一度か二度、一〇分間だけ。箱に入れられていた時と同じように、触れ合うことなどできなかった。

　全部まとめて、どれぐらいの時間だろうか？

　下手をすると一いつ緒しよにいた時間は一週間にも満たないのではないか？

　そんな関係だったのに、いったいお互たがいの何を知れたというのだろう。

　今までタケルは、兄として当然だと思う行動をしてきただけだ。

　そういう想おもいでキセキと向き合ってきただけだ。

　かつてタケルが仲間達に対してまともな人間、理想の「草薙タケル」でいられるように行動してきたように、キセキに対してもまた、「理想の兄」であるようにしてきただけだ。

　だから、何も知らない。

　タケルもキセキのことを何も知らないのだ。

　何も知らない人間からの愛とやらを、無条件で受け入れることなどできるはずもない。

「キセキ」

「…………」

「だから俺は喧けん嘩かしようって言ったんだ。容赦なく、遠えん慮りよなく、俺とお前だけで。他人なんてどうでもいい、これは俺とお前の問題だ」

　それがキセキの気持ちに対する、タケルの答えだった。

　キセキは絶句したまま、わずかによろめいて、髪を揺ゆらした。

　──そして再び、地じ獄ごくの底からタケルを睨にらみつける。

　タケルは不敵に笑いながら、その怒いかりを受け止める。

「お前のことを知って、お前の気持ちを理解できて、俺もお前のことが好きだって想ったんなら、一緒に死んでやる」

「…………」

「お前も俺を知って、本当に一緒に死ぬ価値のある人間なのか……好きだって心の底から言えるような男なのかってことを、見定めやがれ」

「…………」

「そんでもしも、俺と同じ結論に達したら……一緒に生きろ」

　柄つかを握にぎり、しっかりと刀を構える。

　殺すためじゃない。理解しあうために。

　喧嘩をするために。

　タケルがキセキに感情をぶつけたのは、これが初めてと言ってよかった。

　今のタケルは噓うそ偽いつわりもなし、ええかっこしいもなし、理想の兄貴だとかそんなものは投げ捨てて、欲望とエゴと自うぬ惚ぼれにまみれた草薙タケルという一人の人間としてキセキと向き合っている。

　キセキが悔くやしそうに頭を抱かかえて、百ひやつ鬼き夜行がうごめく。まるでタケルの願いを拒きよ絶ぜつするかのように暴れる。

　タケルは容赦なんかしてやるつもりはなかった。

　言うことを聞かずに泣き喚わめいて、暴れ回っても知ったことか。鬼おにを斬きるための剣術でねじ伏ふせて、人間である草薙キセキの耳元で自分の気持ちを喚きちらしてやる。

　押しつけてやる、自分のエゴを。

「覚かく悟ごしろよ──兄ちゃん、めちゃくちゃ喧嘩強いぞ」

　鎧よろいを纏まとい、タケルは立ち向かう。

　世話のかかる、反はん抗こう期の妹へ。




「……っ、知らない知らない、知りたくない、聞きたくない……！　タケル君はそんなこと言わない……！　キセキは、キセキの知ってるタケル君以外いらない！　お兄ちゃんがタケル君になってくれないなら、キセキがタケル君を取り戻もどす！」




「上等だ！　やってみやがれ草薙キセキ！」




　鬼が叫さけび、タケルが吠ほえた。

　押し寄せる百鬼夜行へ、タケルは駆かけだして剣けんを振るう。

　殺すためではない。

　わからせるために、剣を振るうのだ。








第二章　お前に私達の何がわかる









　　　　＊＊＊




　西さい園おん寺じうさぎが瞼まぶたを開くと、そこは何故なぜか西園寺家の自分の部屋だった。

「おはようございます、うさぎお嬢じよう様さま」

　ベッドから身体からだを起こすと、ドアの横に控ひかえていたメイドが恭うやうやしく頭を下げ、感情のこもっていない朝の挨あい拶さつをしてくる。

　いつも通りの朝だった。

　いつも通りの、満たされない朝だ。

　兄の死を自分のせいにされて、祖父母が死に姉が病死し、父が事故で他界したのも、全すべての原因が自分にあると親族から責め立てられながら生きてきた。この家に、うさぎの人権などどこにもない。うさぎ自身もそれに抗うのに疲つかれて、親族達に言われるがままに過ごしている。

　そうだ。

　自分で生き方を選ぶことができない。それが西園寺うさぎという存在だ。

　今も昔も、これからも。

「……おはようございます」

　うさぎはメイドに朝の挨拶を返して、ベッドから降りて鏡台の前に座る。

　髪かみを櫛くしで梳とかしながら、人形のような自分の顔を見る。

　今日で、もう一八歳になった。

　今日はこの家にいられる最後の日だ。明日からは、天てん明みよう路じ家に世話になることになっていた。

　結けつ婚こん式の日取りは一週間後。学校に行ってから身支度を整えて、相手方の親族に挨拶に行かなければならない。

　結婚相手は、幼い頃から付き合いのある天明路家の次じ男なん坊ぼうだか三男坊だ。天明路家に嫁とつぐことになっているが、将来生まれる子供は西園寺に姓せいを改め、天明路家ではなく西園寺家の跡あと取とりとして再びこの家に迎むかえ入れられる契けい約やくだ。政略結婚の道具というよりは、西園寺家の跡取りを産むための道具としてうさぎは嫁ぐのである。

　夫になる予定の人間は、幼少の頃からうさぎを精神的に追い詰つめるのが趣しゆ味みのような男だった。天明路家に行ったところで、非道な扱あつかいを受けるのは目に見えていた。

「…………」

　伸のびた長い髪を梳すきながら、特に悲しいとも思わずに、淡たん々たんといつも通りの朝を過ごす。

　正直に言って、こういう扱われ方をされることに慣れてしまった。西園寺家から天明路家の人間になったとしても、それほど状じよう況きようは変わらない。

　涙なみだを流すのも、悲しみに泣き喚くのも、この腐くさった家に反抗を示すのも疲れてしまった。

　もうどうでもいいことなのだ。

　髪を梳かし終えたうさぎは立ち上がってクローゼットまで歩き、服を取りだそうとして──ふと手を止めた。

「……？」

　伸ばした手が空くうを切ったのだ。

　いつもそこにあるはずの、お気に入りの制服が無かった。

　おかしい。ここにあったはずなのだ。

　何度洗っても泥どろや煤すすや硝しよう煙えんくさくなってしまう、あの手間の掛かかる制服が──

「お嬢様、お召めし物はこちらにご用意しております」

　メイドがうさぎのところへ、制服を持ってくる。

　紺こん色いろの、中央女学院の制服を。

「……そう、でしたわね」

　何を勘かん違ちがいしていたのだろう。クローゼットに制服をしまっていたことなんてない。

　うさぎはメイドから制服を受け取り、鏡の前に立った。

　鏡の前で制服を広げて間近でじっと観察してしまう。

「…………」

　うさぎは眉まゆ根ねを寄せた。

　いつも着ていた制服は、こんな色をしていただろうか？

　こんなに小こ綺ぎ麗れいだっただろうか？

　うさぎは首を捻ひねりながら、消えない疑問を抱いだき続ける。

「あ……れ？」

　映った自分を見ると、瞳ひとみから雫しずくが零こぼれていた。

　うさぎは指で雫を拭ぬぐったが、涙は止めどなく溢あふれてくる。

　何故自分が泣いているのかわからなかった。何も間ま違ちがってはいないのに、何かが間違っているという得体の知れない考えが頭の中から消えてくれない。

　うさぎは何かを思い出そうと必死に目を閉じた。







　気づけば、うさぎはウェディングドレスを着て教会の中にいた。

　どこか見覚えのある気がするウェディングドレスを着て、主しゆ祭さい壇だんの前に立っている。

（そうでしたわ……わたくしは、今日、結婚式で……）

　朧おぼろ気げな記き憶おくを遡さかのぼりながら、今日が天明路の御おん曹ぞう司しと結婚する日だということを思い出した。

　後ろを振ふり向くと、信徒席には西園寺家と天明路家の親族がずらりと集まっていた。誰だれもこの結婚を祝福してはいないのだろう。

　皆みな無表情に、うさぎと新しん郎ろうを見つめていた。

　うさぎは肩かたを落として、違い和わ感が拭いきれぬまま前を向く。神父が誓ちかいの言葉の前振ふりをしている。何か言っているのは聞こえるが、言葉の意味が頭に入ってこない。

　横を見ると、ステンドグラスから差し込む日の光で影かげになった新郎の姿があった。

（……誰、でしたっけ）

　新郎がうさぎの視線に気づいて、口元だけで笑ったのが見えた。

　うさぎはどうしても笑い返すことができず、肩をびくつかせて前へ向き直る。

　神父は相変わらず言葉にならない何かを呟つぶやいている。見上げると、ステンドグラスの中央に十じゆう字じ架かが飾かざられていた。

　十字架である。

　妙みようだ。この世界は、教会に十字架を飾ることを許可されていただろうか。

　何故そう思うのかはわからないが、そんな法律があったような気がする。

「誓いますか？」

　神父が誓いの言葉を求めてくる。その言葉だけははっきりと聞こえた。

「誓います」

　新郎の声が響ひびいて、うさぎの番がやってくる。

　うさぎは口を開いたはいいが、喉のどから声が出せなかった。

　いや、出さなかった。出したくなかった。

　誓いたくなどなかったのだ。

「わたくしは……」

　うさぎが自分の正直な気持ちを口にしようとすると、新郎が肩を引きよせた。

　正面を向かされて、新郎の顔が口づけをしようと迫せまってくる。

　うさぎは身体が恐きよう怖ふに強こわ張ばって拒絶することができずに、流されるままに身を委ゆだねてしまう。

　新郎の顔が近づく。金きん髪ぱつの、口元に歪ゆがんだような笑えみを浮うかべた男の顔が近づく。

「どうしたんだ、うさぎ」

　覚えている。記憶ではなく、身体と魂たましいが覚えている。

　この顔。この声。この笑みを。昔から怖こわくて怖くてたまらなかったこの笑みを、うさぎは覚えている。

「──さっさと誓えよ、うさぎ」

　唇くちびるが触ふれあう寸前に、うさぎははっきりと新郎の顔を見た。

（ああ、やっぱり）

　覚えている。

　この男は、こいつは──




（わたくしの──敵ですわ）




　────ゴギャッ！

　スカートがまくれ上がるのも構わず、うさぎはウェディングドレス姿で新郎へ思い切り右フックをお見み舞まいした。

　新郎は頭から後ろへ吹ふっ飛び、壁かべに激げき突とつして痙けい攣れんした。

「……フンっ！」

　うさぎはドレスの裾すそを両手で持ち上げながら、吹き飛んだ新郎へ蔑さげすむような視線を向ける。

　信徒席が騒そう然ぜんとし、親族がうさぎに罵ば声せいを浴びせてくる。

　騒さわがしいギャラリーのことなど構わず、うさぎは動き辛づらいウェディングドレスの裾をビリビリと破いた。

「うさぎさん！　あなたなんてことを！」

　ああ、また聞き覚えのある声がする。

　兄姉の死をうさぎのせいにしてきた張本人。またしても自分の敵だ。

　ドレスを破り終えた後、うさぎは思い切り主祭壇を両手で殴なぐりつけた。

　教会内が静まり返る。

　うさぎは勢いよく信徒席へ振り返り、胸を張って親族を睨にらんだ。

「なんですの、この茶番は！　いまさらこんなことで昔の自分に戻もどるわたくしではありませんわよ！　わたくしは自分の人生は自分で決めます！　あなた達にわたくしの邪じや魔まをする権利など与あたえませんことよ！」

　うさぎが叫さけぶ。記憶は曖あい昧まいなままで、さっきまで自分が何をしていたのか思い出せなかったが、今のこの状況が現実ではないということははっきりとわかっていた。

「こんな茶番はやめて、堂々とわたくしと向き合ったらどうですの!?　そんな勇気すらもないんですか!?」

　誰だかわからないが、この状況を作り出している者へうさぎは叫んだ。

　どういう理由があれ、何が目的であれ、やり方が狡ずるすぎる。

　うさぎには何か大切なものがいろいろあったような気がするが、今はどういうわけかその記憶が抜ぬけ落ちている。恐おそらくこの状況を作り出している者が意図的にうさぎの記憶や認にん識しきを偽いつわっているのだ。

　うさぎは屈くつしなかった。

　何かへの執しゆう着ちやくと、誰かへの絆きずながうさぎに屈することを許さなかった。

　自分はもう弱くないということを、思い出させてくれた。

　こんな茶番で、いまさら西園寺うさぎをどうにかできはしない。

　──クス、クスクスクス……。

　背後で笑い声がして、うさぎは勢いよく振り返った。

　赤い肉のドレスを着た、黒髪の少女が主祭壇に腰こし掛かけている。片かた膝ひざを抱きながら、少女は初めからそこにいたかのようにうさぎのことを見つめていた。

　少女と目が合うと、信徒席に座っていた親族や壁に激突して伸びていた新郎の姿も消え失うせ、うさぎの中で今までの記憶が全すべて戻ってきた。

　仲間のことやこれまでの戦いの記憶を取り戻したうさぎは、赤いドレスの少女、草くさ薙なぎキセキを睨んだ。

「失敗しちゃった～。キセキ、結婚式のこととかよくわからないから、上手くできてなかったみたい……」

「…………」

「でも、けっこー惜おしい感じだったよね？」

「本当にキセキさん……ですわよね？」

　クスクスと、キセキは口元に手を当てて楽しげに笑っている。

「うん、キセキはキセキだよ。お久しぶり、西園寺うさぎさん」

　前とは似ても似つかない。こんなに無む邪じや気きに笑うような少女ではなかった。始終自信がなさそうで、はにかむように笑いながらおどおどしているような子だったはずだ。

「えへへ、さっきの悪夢、どうだった？　キセキね、ずっと眠ねむらされて、ずっと悪夢を見せられていたんだけど、あれと同じようにうさぎさん達を苦しめたいなって思ったら、この子達が叶かなえてくれたんだ」

「……これは、夢なんですのね。あなたが作ったんですの？」

「うん、すごいでしょ？　えらいね～」

　キセキは足あし下もとから触しよく手しゆを生やし、伸びてきた百ひやつ鬼き夜行の一部に、猫ねこや犬にするように頰ほおずりをしてみせた。

　キセキはまるでペットのように百鬼夜行を手なずけている。

　異形に頰ずりする姿からは、狂きよう気きしか感じられなかった。

「……あなたの目的は、わたくし達を殺すことではないんですの？」

「うん。殺すよ」

　笑顔でキセキは答えた。

「でも、うさぎさん達を殺すのは、この世界の他の人間を全員殺してから。じゃないと、タケル君はキセキを殺してくれそうにないからね」

「…………」

「だけど、最初はうさぎさんだよ。タケル君の仲間の中で一番遠い気がするし、一番弱いし」

　主祭壇の上で足をパタパタさせるのに合わせて、キセキは触手をうねらせる。

　うさぎはうつむいて拳こぶしを握にぎる。

「……この夢には、いったいどんな意味がありますのかしら」

　うさぎの問いに、キセキは髪かみを揺ゆらしてにっこり微笑ほほえむ。

「うさぎさんの中から、タケル君を消すためだよ」

「…………」

「うさぎさんがタケル君と出会わなかった場合の未来を、キセキが想像してこの夢を作ったの。ちょっぴりだけ子供達にうさぎさんを侵しん食しよくさせたんだ。うさぎさんとタケル君の思い出、キセキはぜーんぶ見させてもらったよ」

　うさぎの眉み間けんに皺しわが寄る。

　キセキは薄目を開けて、怖おぞ気けが走るような暗い瞳でうさぎを見つめる。

「──たいして辛つらい過去もないくせに、タケル君に優やさしくしてもらえるなんてずるいよね？」

　すぐにまた、キセキはにっこりと微笑んで両足を揺らし始める。

「キセキの子供達にうさぎさんの脳みそを直接削けずり取らせて記憶を消そうとも思ったんだけど、まだ完全にはうまく動かせないから……失敗したら殺しちゃう」

「…………」

「だからこうして延々悪夢を見てもらって、タケル君なんか最初からいなかったんだーって、わからせようと思ったの。タケル君の前であなたの命を奪うばうつもりだけど、あなたの中にタケル君がいることも、キセキは許せないんだ」

　身体からだを乗り出して、ごめんなさいと言いながら、キセキが顔を伸のばしてくる。

　うさぎは少しだけ顔を上げて、キセキを睨みつけた。

「キセキ、次はもっと上手にやるよ。いろんなしちゅえーしょん？　考えてあるんだ～。どんなのがいいかな？　痛いのかな？　苦しいのかな？……キセキ、辛いことならい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っぱい知ってるから、楽しみにしててね」

「…………」

「辛くて辛くて何も考えられないようにして、必ずうさぎさんの中からタケル君を消してみせるから」

　クスクスと、またあの笑い声が聞こえてくる。

　いつの間にか、教会の壁や床ゆかが赤い肉に変へん貌ぼうしていた。

　笑い声が壁中から響き、うさぎの身体がずぶずぶと肉の海に沈しずんでいく。

　キセキは足を揺らしながら、沈みゆくうさぎを見下ろしていた。

　うさぎは──

「あなたには、絶対に無理ですわよ」

　──キセキを真まっ直すぐに睨みつけたまま、顎あごを上げる。

　キセキはクスリと笑ってうさぎを見つめ返す。

「キセキさんは、わたくしのことを何もわかっていませんから」

「そんなことないよ。うさぎさんの記き憶おくは子供達が教えてくれたもん」

　勝ち誇ほこったようなキセキに、うさぎは哀あわれみの視線を向ける。

「人は記憶だけでは理解できません……その人の強いところや弱いところは、心に刻まれているんですのよ」

「心？　人間の身体に、心なんて臓器はどこにもないよ？　その人のことを知るには、頭の中を調べればいいんだもん」

　キセキは、バイバイとうさぎに手を振ふる。

　うさぎは身体が沈みきる寸前まで、キセキから視線を外さなかった。

「あなたの願いを草薙が受け入れることは、絶対にありませんわ」

　確信を持ってそう言い残し、うさぎは目を閉じて百鬼夜行に飲み込まれていった。




「…………」

　教会に残されたキセキは、うさぎが沈んだ後の波は紋もんを眺ながめながら、表情を消す。

　この夢の中にいるキセキは百鬼夜行の一部でしかないが、全てキセキの本体へと繫つながっている。

　百鬼夜行とキセキは、すでに一つの存在に成なり果てていた。たとえここにいるのが百鬼夜行の一部分であろうとも、キセキ本人との差さ違いは皆かい無むだ。

　多重人格でもなく、精神の分ぶん裂れつでもなく、ここにいるのは現実世界のキセキそのものなのである。

　キセキは頭の中でうさぎの言葉を反はん芻すうしながらも、目を閉じて次の夢へと亘わたる。

　仲間達の中から草薙タケルを消すために。




　　　　＊＊＊




　──二に階かい堂どうマリは境界線ボーダーの灰色都市で、赤く燃える首都を眺めていた。

　英雄エインヘリヤルと屍食鬼グールによるテロが成功し、禁きん忌き区域を開放した幻想教団ヴアルハラの思おも惑わくはうまくいった。捕とらえられていた魔女達が内側から審しん問もん会かい本部を壊かい滅めつさせ、暴走した百鬼夜行により首都は一いつ瞬しゆんで壊滅状態となった。

　現在、百鬼夜行は東日本を飲み込み、西日本へ向けて広がっていた。反はん撃げきに出ようとした西日本側の審問会は、転送魔ま法ほうにより純血の徒の大軍勢が奇き襲しゆうを仕掛けたため、挟きよう撃げきされている。

　もはや旧日本が壊滅するのも時間の問題だろう。聖域の中に潜ひそんでいた魔女達の勢力は、この状じよう況きようを狙ねらっていたのだ。

　マリのいる灰色都市は聖域に近い場所であるが故ゆえに、百鬼夜行の侵しん攻こうを逃のがれている。

　東日本で安全な場所は、聖域付近のスラムにしかない。

「…………」

　この惨さん状じようの全てが自分のせいであることを、マリは自覚していた。

　一いつ般ぱん人じんを巻き込まないという幻想教団ヴアルハラとの約束は破られた。全て計画通りだったのだろう。幻想教団ヴアルハラは端はなっから旧日本を滅ほろぼすためにこの計画を実行したのだ。

　もちろん、マリは約束を破ったことを責め立てた。こんなことのために手を貸した覚えは無い、と。

　しかし、

『マリさん、あなたに僕達幻想教団ヴアルハラを責める権利などあると思いますか？　あなたは養護施し設せつの子供達と異い端たん審問官達を秤はかりにかけ、子供達を選んだ』

『……それは！』

『あまつさえ、非戦せん闘とう員と審問官さえも秤にかけている。たとえ審問会に属していようと、彼らにも親兄弟、妻や子供がいるのですよ。審問官だろうが一般人だろうが、命の重さに違ちがいはありません』

『……っ』

『安心してください、あなたは誰だれも殺していない。でも、それはあなたが自ら手を下していないだけで、僕に罪の無い人々を殺させたということに他ほかならない。殺さずというあなたの思想は尊重しますが……世間一般から見たら、いったいどちらが罪深く感じられるのでしょうね？』

　マリが協力していた幻想教団ヴアルハラの幹部は、真しん剣けんな顔でそう言った。

　いつもヘラヘラ笑いながら殺さつ戮りくを楽しむような男なのに、マリは何も反論できなかった。

『少しいじめすぎてしまいましたね……でもねマリさん、罪深いかそうでないかが問題ではないのです。すでに戦争は始まっています。もうあとは、どちらが勝つか負けるか、生きるか死ぬかの戦いです。あなたもその戦いの渦か中ちゆうにいるのですから、大切なものを優先したのは、決して、断じて、間違いではないのですよ』

『…………』

『その苦く悩のうも、怒いかりも、全て正しい。あなたは正しい。ぜひ最後まで、死ぬまで、そのままでいてくださいね』

　男はそう言って、悦えつに入いったような笑えみを浮うかべながら、マリの前から姿を消した。

　あれから一ヶ月で、旧日本はここまで混こん沌とんの様相を呈ていしている。

　男の言葉通り、マリはもう後あと戻もどりなどできなかった。一度血で穢けがれた手は、いくら濯ゆすごうとしても穢れたままだ。

　マリは秤にかけ続ける。

　幻想教団ヴアルハラに捕らえられた子供達を返してもらうまでは、代わりに多くの罪のない人々を犠ぎ牲せいにする。

　マリは一度だけ固く目を閉じて、自分の中でまだ燻くすぶっている信念を捨て去った。

「……見つけたわ」

　生き残った人々が境界線ボーダーから灰色都市へ歩いてくるのを見て、マリは待ち伏ぶせをしている幻想教団ヴアルハラの部隊へ魔力通信を送った。

　短く返事があって、待ち伏せをしていた幻想教団ヴアルハラの魔法使い達が動きだし、歩いてくる避ひ難なん民みんを狙う。

　避難してきた人々は、皆みなボロボロだった。想像を絶する光景を見てきたのだろう。まるで生きた屍しかばねだ。騎士団スプリガンの残党が周囲を警けい戒かいしながら避難民の列を守っているが、完全に戦意を喪そう失しつしている。

《了りよう解かいした。これより攻こう撃げきを開始する》

　魔力通信に耳を貸しながらも、マリは廃はいビルの屋上で人々の列を見下ろしていた。

　幻想教団ヴアルハラに協力している自分自身に首を傾かしげる。

　──どうしてこんなことになっているのだろう？

　マフラーで口元を隠かくしながら、マリはうつむいた。

（いまさら後戻りなんかできないって、わかってるけど……こうするしかないのかもしれないけど……）

　何か、ピンとこない。

　何かがおかしい。

　世界がこうなってしまっているのがおかしいわけではない。

　不満そうな顔を上げて、帽ぼう子しの上から頭を搔かく。

「っかしいなぁ……あたしって、こんな状況に甘んじるような女だったっけ？」

　なんだか妙みようにイライラした。

　この状況が、ではなく、自分の記憶にイライラした。

　養護施設の子供達を人ひと質じちに取られて、幻想教団ヴアルハラに協力して、英雄エインヘリヤルのテロで多くの犠ぎ牲せい者を出してしまった。

　そこまではいいとしよう。なんかそこまではしっくりくる。

　だがその先がいまいちピンとこない。

「このあたしが……この二階堂マリが、引き続きあのゲス野や郎ろうに協力してるの？」

　なんか、それはあり得ないと思うのだ。

　二階堂マリ的にあり得ないと思うのだ。

　確かにあのゲス野郎の言うことはもっともだが、だからってこれまで同じ過ちを繰くり返し続けてきたのだろうか？

　胸の前で腕うでを組みながら、イライラを抑おさえきれずに貧びん乏ぼう揺ゆすりをしてしまう。

　列を作って歩く人々が、待ち伏せしていた魔法使い達が現れたのを見て、道の中心に寄り集まるのが見えた。

　幻想教団ヴアルハラは一般人だろうと容よう赦しやしない。あのままでは無残に殺されるだろう。

　マリは睨にらみつけるように下界の状況を見て、帽子を目ま深ぶかに被かぶった。

「まーでも、こうなっちゃったんだからしょうがないわよね。あーもう、思いの外ほかヘタレだったんだな～、あたしって！」

　屋上の縁へりに足をかけ、そのまま地上へと飛び降りる。

　魔法使い達が避難民を攻撃しようとしたその瞬間、マリは魔法陣じんを出現させ、両手に魔力を集中させる。

「あたしらしくないことしちゃってたんなら──あたしらしさを取り戻もどすだけよ！」

　両手に集束させた魔力を、一気に放出する。

　地上にいた魔法使い達は不意打ちに気づいたが、目の前で炸さく裂れつした砲ほう弾だんの衝しよう撃げきに吹ふき飛ばされた。

　マリはそのまま避難民達の前に着地し、肩かたにかかったマフラーを手で払はらってから、自信に満ちた表情で魔法使い達と対たい峙じした。

　吹き飛ばされた魔法使い達はすぐに立ち上がり、マリに「裏切り者」だの「人間の味方をするのか」だの喚わめいている。

　マリはふんと鼻を鳴らして、人差し指を拳けん銃じゆうのように魔法使い達へ向けた。

「あたしは誰の味方でもないわ。あたしはあたしのやりたいようにやらせてもらう」

　──さんざん我々の言いなりになっておいて、いまさら何を言い出すのか。

　魔法使い達がマリへ罵ば声せいを浴びせてくる。

　そうだ、その通りだとマリは自分を笑う。

　本当にいまさらだ。ここまでずっと酷ひどいことに手を貸し続けてきたのに、いきなり掌を返すなんて優ゆう柔じゆう不断にもほどがある。

　だがこうでなくては、二階堂マリではないのだ。

　今までの二階堂マリは、よくわからないがきっと噓うそか間違いだ。

「助けたい奴やつを助ける、誰も殺さない。それがあたしよ」

　子供達がどうなってもいいのかと、魔法使いは言う。

「なぁに言ってんの、子供達も助けるに決まってるじゃない！　あんたらから力ちから尽ずくで取り戻して一件落着よ！」

　マリは魔法陣を巨きよ大だい化させながら、一歩一歩魔法使い達へ近づいていく。

　マフラーを風に靡なびかせて、マリは迷いなく前へ進む。

「遅おそくなっちゃったけど──こっからのマリちゃんはとんっっっっでもなくおっかないから覚かく悟ごしなさいよね！」

　自分らしさを貫つらぬくためにマリは走り出した。

　だがその瞬間、いきなり目の前から魔法使い達の姿が消えた。

　勢い余って転びそうになりながら、マリは目をパチパチさせる。後ろにいたはずの避難民も消えてしまっていた。

　その代わりに道の真ん中に、ぽつんと赤いドレスを着た少女が立っていた。

　マリは全すべてを思い出す。この世界での出来事が全て間違っていて、自分が今まで誰と出会い、誰と絆きずなを深め、何と戦おうとしていたのかを思い出した。

「……キセキちゃん？　あれ？　なんで……？」

「マリさんって、実はとっても単たん細さい胞ぼうなんだね」

「がーん！」

　思わず口で言ってしまった。

　おまけに少し蔑さげすむような目で見られて、不意打ちだったマリは柄がらにもなく傷ついてしまう。

　しばらく状況が飲み込めず、マリは眉み間けんに指を当てて記き憶おくを整理する。

　思い出した。自分はマザーグースとの戦いの後すぐに、百ひやつ鬼き夜行に飲み込まれてしまったのだ。

　つまり、目の前のこの少女に、今自分は殺されかけているということだろう。

　しかしどういうわけか、キセキはギリギリのところで踏ふみとどまってくれている。理由はあるのだろうが、ともかく踏みとどまってくれている。

　だったら、マリのすることは一つだ。

「……キセキちゃん。あたし、今がどういう状況かなんてわかんないけど、最初に一つ言わせてもらっていいかな」

「なぁに？」

「タケルの気持ち、わかってあげてよ」

　いろいろわからないことだらけだが、今自分が一番彼女に伝えたいことを伝えた。

　自分にできることは、こう言ってやることしかないとマリは思っていた。

　キセキにとって、その言葉は禁句中の禁句だった。

「……どうしてキセキがわかってあげなくちゃいけないの……？　約束を破ったのはタケル君なのに」

「そうだね。でも、わかってあげて。あいつがやってること、何も間違ってないから」

　あっけらかんと言ってのけたマリへ、ついにキセキが怒りをぶつける。

　まるで子供が地じ団だん駄だを踏むように足を踏みならして、鬼おにの形相をマリへ向けた。

「──なんで!?　お兄ちゃんはキセキのこと、何もわかってないじゃない！　キセキが今までどれだけ辛つらい思いをしてきたのかも、裏切られてどれだけ悲しかったのかも、何もわかってないくせに！　どうしてキセキがお兄ちゃんのことなんかわかってあげなきゃいけないんだよ！」

　肩を怒いからせながら、キセキは叫さけぶ。

　怒りに呼応するように世界が鬼に包まれる。ビルや車や瓦が礫れきが百鬼夜行と化し、怒りに満ちた瞳ひとみをマリへ向ける。

　鬼は咆ほう哮こうを上げ、触しよく手しゆを伸のばしてマリの身体からだを摑つかみ上げた。

　マリは動じない。キセキの怒りを受け止めながら、容赦なく続ける。

「なんでって、そっちの方がみんなが幸せになるからだよ。キセキちゃんだってきっと幸せになれるはず」

「…………」

「キセキちゃんの思い通りになっちゃったら、みんなが不幸になる。みんな死んじゃう。そんなことになっていいわけないよ」

「……みんなみんなって、キセキはそれじゃ幸せになんかなれない！　勝手なこと言わないで！」

「勝手？　お互たがい様だと思うな」

　マリが肩を竦すくめる。

「タケルはキセキちゃんを殺したくないし、自分も死にたくない。キセキちゃんは世界が憎にくくてしょうがなくて、最後はタケルと一いつ緒しよに死にたい。どっちもものすごく勝手だよね」

「……っ」

「でもあたしはタケルにつく。あたしがキセキちゃんに言いたいことって、実はこれだけなんだ。タケルの気持ちをわかってあげてほしい。それだけ」

　睨みつけてくるキセキに、マリは苦く笑しようを浮うかべた。

「あたしが何言ったってダメなのはわかってる。あたしはさっき言ったみたいな理由で、タケルについているだけ。タケルがキセキちゃんをどう思っているかなんて、正直あたしにはこれっぽっちもわからない。だってこれは、タケルとキセキちゃんの問題だもん」

　だから、と付け加えて、マリは優やさしい微笑ほほえみを浮かべる。

「ちゃんと喧けん嘩かしてきなさいよ。お互いの気持ちをぶつけ合ってくればいいよ」

　キセキは下を向いて、拳こぶしを震ふるわせていた。

　突つき放すような言い方になってしまったが、マリは自分からキセキへかけてあげられる言葉がこれだけなことをよく理解していた。

　こうして話をしてみて、マリには少しだけキセキのことを理解することができた。

（この子はただ……何も知らないだけなのね）

　言葉の端々から滲にじみ出る、今まで抑えてきたであろう感情から、マリは結論を出していた。

　全てを、何もかもはっきりと、マリが口に出して伝えることはできる。

　個人的な都合で世界を巻き込むなと、他人ひと事ごとのように言うことはできる。

　けれど死ぬことしか許されない人生を歩んできた子供に辛しん辣らつなことを言えるほど、マリはストイックにはなれなかった。

　何よりそれをキセキに言うべきなのは、きっとタケルなのだ。

　巻き付いた百鬼夜行の触手がマリの身体を侵しん食しよくし始める。

　キセキはマリを睨み上げるだけだ。

「あなたが何を言おうと……キセキは変わらない」

「知ってるよ。タケルもそーゆー奴だから。二人とも、やっぱり兄妹きようだいだよね」

　兄妹。そう言われて、キセキはますますマリを睨んだ。

　キセキが怒ることをマリもわかっていた。

　それが彼女が一番望んでいない事実だからだ。

「……キセキが欲しいのはタケル君だけ……お兄ちゃんは、いらないの……！」

　マリは悲しげに目を閉じて、百鬼夜行に飲み込まれていく。

（……頼たのんだわよ……タケル……）

　自分がこのままいつまでも無事でいられるという保証は無い。

　この状じよう況きようをどうにかする術すべもマリにはない。

　だから今は、全てをタケルへ託たくすしかなかった。




　　　　＊＊＊




　──杉すぎ波なみ斑鳩いかるがが目を覚ますと、そこはアルケミスト研究施し設せつの遺伝子操作管制室の中だった。

　管制室のガラスの向こうには、巨大な試験管を思わせる水すい槽そうがずらりと並んでいる。

　中身は全て復元に成功したダークエルフだ。

　数にして一〇〇〇はくだらない。

　最初の復元に成功して四年が経たった。アルケミストはようやく量産化までこぎ着け、ついにダークエルフを兵器として実用化することに成功した。

　最初のダークエルフは幻想教団ヴアルハラの手に渡わたり、首都の審しん問もん会本部を壊かい滅めつさせた。

　幻想教団ヴアルハラはダークエルフの力を大いに民衆に見せびらかし、その恐きよう怖ふを人間達に知らしめた。人間達は為なす術もなく、降こう伏ふくすることしかできなかったのである。

　聖域の内側に隠かくれ住すんでいた魔ま女じよ達は旧日本へ侵しん攻こうし、西日本の審問会支部へ降伏を要よう求したが、審問会はこれを拒きよ否ひ。

　幻想教団ヴアルハラはダークエルフによる強硬手段に出ようとした。

　しかしアルケミストはあろうことか西日本の審問会にもダークエルフを提供した。

　理由は単純だ。

　ダークエルフ対ダークエルフの戦せん闘とうデータが欲しかったからだ。

　アルケミストの思おも惑わく通りに事は運んだ。ダークエルフは抑よく止し力として機能せず、旧日本は関東、東北地方、九州地方を除いて文字通り消しよう滅めつした。

　残った土地もエルフによる魔力災害が発生。浄じよう化かシステムなくして人が住める環かん境きようではなくなってしまった。

　旧日本は、事実上滅ほろびたと言っていい。

「これでダークエルフのデータは全て集まった……次は何をする？　斑鳩」

　横に立っている赤い白衣を着た女に、斑鳩は視線を向ける。

　女の顔はよく見えなかったが、楽しげに笑っているのだけわかった。

「どうした、もっと喜べ。これで我々は次の研究に移れるのだぞ？」

「…………そうね。嬉うれしいわ」

「ふふ、いい情報が入った。アフリカの魔導学園から、今まで化石しか見つかっていなかったハイエルフの亜人結晶ロストマトリクスが手に入ったのだそうだ」

「…………」

「ハイエルフだぞ？　伝説にしか記されていないＳ級保護指定だ。これを復元させることに成功すれば、私達はもっと高みへ行ける」

　子供のようにはしゃぐ女を見ながら、斑鳩もぎこちなく笑う。

　嬉しくないわけではなかった。研究だけを生きがいにしてきた自分にとって、この進歩は大きな成果だ。

　杉波は研究が全て。結果など過程に比べれば些さ細さいなものだが、次の研究の機会が得られるのは至福と言える。

　血を分けた片割れと共にもっと高みへ行けるのだ。嬉しくないわけがない。

　それなのに……。

　何故か、斑鳩は物足りなさを感じていた。

「ねえ……私達は本当にこれでいいのかしら。これで合っているのかしら」

「？　どういう意味だ？」

「……わからないわ。でも、何か……物足りないわ」

　斑鳩が言うと、女は呆あきれたように笑った。

「それはそうだろう。私達はまだこの程度で満足などしない。次はもっと、難しいことに取り組めるのだ。まずはそのことを喜ぼうではないか」

　女の言うことは正しいのに、斑鳩は納なつ得とくできなかった。

　管制室や見慣れた研究所の中を眺ながめる。

　無機質で、薬臭くさくて、とても冷たい場所。

（……何が足りないの……？）

　狂きよう気きの産物とでも言うべき、数え切れないほど多くのダークエルフの胎たい児じ。

（……違ちがうわ……足りないんじゃない）

　斑鳩はガラスに手を当てて、一番手前のダークエルフの胎児を指でなぞる。

　水槽の中で窮きゆう屈くつそうに眠ねむるエルフに、自分を重ねる。

「狭せまいのね」

「…………何？」

「狭いのよ、この場所は」

　女は斑鳩が何を言っているのかわからないのか、首を傾かしげている。

　斑鳩も、自分が何故なぜそう思っているのかわかっていない。

　今までずっとこうして生きてきて、自分の在あり方に疑問など抱いだいたことはなかったのに、何故かこの場所が窮屈で仕方なく感じられた。

　心配そうに顔を覗のぞき込んでくる女を、斑鳩は見つめた。

　顔ははっきりと見えないのに、その女を見ていると無性に寂さびしい気持ちにさせられた。目の前にいるはずなのに、女のことをとても遠くに感じる。

　斑鳩は女の頰ほおに手を当てた。

　女は心配そうに、頰に触ふれた斑鳩の手に自分の手を重ねる。

「……斑鳩、どうしたというんだ？」

「ねえ、一緒にここを出ましょう」

「？　何を言ってる。私達の居場所はここだけだ。他ほかにどこにも居場所などない」

「居場所なんて作ればいいのよ。私達が向かう場所を、私達の居場所にすればいい。どこだってここよりはマシなはずだわ」

「…………斑鳩？」

「お願い、一緒にここから逃にげて」

　肩かたに手を置いて、斑鳩は女を説得しようとした。

　女は斑鳩を見つめるばかりで、何も言ってくれなかった。

　斑鳩は女から手を離はなして、一歩後ずさる。

（……前にも……同じことをこの子に言ったような気がする……）

　過去の記き憶おくを手た繰ぐっても見当たらなかったが、そんな気がしてならなかった。

「ごめん……私は、一人でも行くわ」

　斑鳩の瞳から一筋だけ涙なみだが零こぼれる。

　涙を拭ぬぐいもせずに、斑鳩は踵きびすを返して、女とは逆方向へ歩き始めた。

「斑鳩……どこへ行く？　ここを出て行くつもりなのか？」

「…………」

「待ってくれ。お前はここにいるべきなんだ。どこへも行くな」

「………………」

「私を置いていくな、斑鳩」

　必死に止めようとする声に、胸が締しめ付けられる。

　それでも斑鳩は歩みを止めなかった。自分の半身だった女を置いて、引き留めようとする女の声を振ふり払はらい、斑鳩は離はなれていく。

　ここはもう自分の居場所ではないのだと、心が叫さけんでいた。

　どこにあるのかはわからないけれど、自分には他に居場所があるはずなのだ。

　誰だれかが待っているはずなのだ。

　だから、行かなければならない。

　管制室の扉とびらが開くと、斑鳩は女に背を向けたまま、こう言った。

「バイバイ……伊い砂すか」

　扉の向こうへ足を踏ふみ出す。

　管制室を後にした瞬しゆん間かん──目の前が真っ暗になった。

　ハッとして顔を上げると、斑鳩は闇やみの中に立っていた。

　頭の中に記憶が蘇よみがえってくる。まるで夢から覚めたかのように、いろいろなことを思い出す。

　急激に思考が冷めていく。ついさっきの片割れとの別れも、自分の涙も、何もかもが茶番であることを思い出して、汚けがされたような気分になる。

　斑鳩は鼻を鳴らして、この世界の主を嘲あざけった。

「……何度やっても無む駄だよ、草薙の妹」

　後ろに気配を感じて、斑鳩は身体からだの向きを反転させる。

　赤いドレスを着たキセキが、恨うらめしそうな目をこちらへ向けていた。

「夢を見せて偽いつわりの記憶をすり込ませる……体感的にはかなり時間が経ったように思えるけど、リアルだと二分くらいかしら？」

「…………」

「百ひやつ鬼き夜行でも他人の記憶を消すことはできないか。そりゃそうよね、侵食し尽つくして自分の一部にすれば話は別だろうけど、私はまだあんたじゃないものね。ハッ、茶番もいいとこだわ。こんなのいくらやっても同じ結果になるだけよ」

「……どうして……！」

　悔くやしそうに唸うなるキセキに、斑鳩は前まえ髪がみを搔かきあげながら近づいていく。

　そして、上からキセキを見下ろして、顔を彼女の眼前に近づけた。

「私が私である限り、何回やっても無駄と言っているのよ、おバカさん」

「…………」

「かれこれ三〇回かしら？　少しは学びなさい」

　キセキは悔しそうに歯を食いしばっている。

　斑鳩は目元だけで笑みを作った。

「言っとくけど私。うさぎや二階堂ほどあんたに甘くないわよ」

「……っ！」

「だって私はこうなる前から、最初からあんたのこと嫌きらいだもの」

　鼻で笑ってやると、キセキの足あし下もとから触しよく手しゆが伸のびて、斑鳩の首を締め上げた。

　触手の締め上げる力はさほど強くない。殺意がこもっていない。夢の中であったとしても、斑鳩はキセキから殺意を感じ取ることができなかった。

　前に言っていたようにタケルの目の前で殺すつもりなのだろう。

　それは、そうなのだろう。

　だが斑鳩には、こうしていつでもキセキが殺せるのに殺さない……殺せない理由に、もう見当がついていた。

　憎にくしみをぶつけてくるキセキを、斑鳩はただ冷ややかに見つめる。

「怒おこった？　なら、さっさと殺せばいいのに」

「言われなくても殺すもん。でも、あなた達はタケル君の目の前で殺す……！」

「獲え物ものを前に舌なめずりって、無意味なのわかってる？」

　斑鳩は侮ぶ辱じよくするようにキセキを笑う。

「ねえ、あんたが今私達を殺さない本当の理由、教えてあげようか？」

「……？」

「よく考えてもみなさいよ。別にさぁ、殺すなら今殺したって草薙にとってはたいして変わらないのよ？　本当はあんたもよくわかっているでしょ」

　こんなものは茶番だと、斑鳩は笑う。

　そして、




「あんたが私達を殺さないのは──愛いとしい愛しいタケル君に、本当は嫌われたくないからでしょう？」




「────っ……！」

　首を締め上げていたキセキが絶句する。百鬼夜行の動きが一瞬止まった。

　斑鳩は目ざとくそれに気づき、もう一度キセキを鼻で笑う。

「草薙の憎しみを自分だけに向けさせて、独どく占せんしたいからこんなことをしているんでしょうけど、そんなの噓うそよ。私達を殺せば、草薙から向けられるのは本当に憎しみだけになる。愛しい妹ですらなくなって、大切なものを奪うばった仇かたきになってしまう。それが心の奥底では嫌いやなんでしょ？」

　見開かれたキセキの瞳ひとみが、怒いかりで激しく揺ゆれる。

「憎しみだけで一いつ緒しよに死んで終わるのが嫌なんでしょ？　どぉせ本当は草薙に愛されながら死にたいくせに。可愛かわいい可愛いキセキちゃんのまま草薙と心中したいくせに」

「そんなことない……キセキは──」

「なりふり構わないでいくつもりならもっと徹てつ底ていしなさいよ。愛とか恋こいとか切り捨てなさいよ。口先だけでいくらそれらしく振る舞まったって、あんた中ちゆう途と半はん端ぱな雌めすガキのままなのよ。草薙に嫌われたくないから殺せないけど、私達のことが憎らしくてたまらないから、殺せない代わりに茶番で苦しめてやろうとか思ってるんでしょーが。くっだらない、見え透すいてんのよ。クソガキな上に小物じゃない」

「あ、あなたにキセキの何がわか──」

「ハハハハ、わからないとでも思ったの？」

　見透かしたような斑鳩の視線に、キセキの怒りが頂点に達する。

　首を締め上げていた触手が解かれ、身体の自由が戻もどったかと思えば、今度はキセキ自身が斑鳩の首に手をかけた。

「あなたはキセキのことなんて、何一つわかってない……！」

「怒るのは……図星の証しよう拠こよ」

「うるさい！　キセキのこと何も知らないくせに偉えらそうなこと言わないで！」

「じゃあどうするの……殺す……？」

　斑鳩の首を絞しめながら、キセキは斑鳩の身体を何本もの触手で貫つらぬいた。夢の中のはずなのに、貫かれた痛みは本物だった。

「キセキの記憶をあなたに味わわせてあげる……！　キセキが今までどんな風に苦しめられてきたか、あなたにキセキと同じ経験をさせてあげる……！」

「…………」

「そうすれば、そんなこと口にできなくなるんだから……！　あなたもきっと、キセキと同じ気持ちになるに決まってる……！」

　触手が侵しん食しよくを始め、斑鳩の身体が百鬼夜行の一部になっていく。

「でもあなたは何もできない！　誰も楽になんかしてくれない！　あなたはたった一人で、世界の終わりがくるまでの間、永遠に感じられるくらいの時間の中で何度も何度も死に続けるだけ……！　それがどれだけ切ないか、悲しいか……思い知ればいいんだ……！」

「はっ……あんたそれ、他人に自分を理解してほしいだけでしょ？」

　この期ごに及およんで斑鳩はさらにキセキを挑ちよう発はつした。

「自分のことわかってほしいから、手っ取り早く記憶を他人に押しつける……ほんと、ガキね。そんなんじゃ草薙に喧けん嘩かで勝てないわ」

「減らず口を──！」

「いいわよ」

　斑鳩は唐とう突とつに、怒りで歪ゆがんだキセキの頰へ手を伸ばした。

　キセキの身体がビタリと硬こう直ちよくする。

「あんたの死の記憶を私に押しつければいい。同じ経験をして、それで私が音ねを上げてしまったなら、あんたに泣き縋すがりながら謝ってあげる。もうやめて殺してって、情けなく土下座でもしてやるわ。でももし、同じ経験をしても私が私のままだったら、その時はまた──」

　斑鳩はキセキの頰ほおを撫なでて、不敵に笑う。

「──あんたを鼻で笑ってあげる」

　斑鳩の手が頰から滑すべり落ちると同時に、キセキは百鬼夜行で斑鳩を飲み込んだ。

　斑鳩は最後まで、キセキを上から目線で見下し続けた。




　　　　＊＊＊




「草薙諸もろ刃は流──天アマノノ邪ジヤ鬼ク！」

　鞘さやから一気に刀身を抜ぬき放はなち、鬼おにの化け身しんを斬きり抜く。

　物理的な攻こう撃げきは、百鬼夜行にはそれほど有効なダメージが与あたえられない。しかし掃そう魔ま刀とうを使用した状態から放たれる亜あ音速の一撃は衝しよう撃げき波はが発生し、切断面から鬼の細さい胞ぼうを吹ふき飛ばすだけの威い力りよくがあった。

　技わざを使用した直後にタケルは身体を低く沈しずませて、そのまま刃はを地面に接するように切り返し、地の構えから膝ひざを曲げ、足のバネを全力で解放する。

「──管くだ狐ぎつね！」

　そして跳ちよう躍やくすると同時に、一気に刀身を上方へ振り上げる。

　刀身は鬼の化身の顎がつ下かを直撃し、脳天を両断し、破は裂れつさせた。

　草薙諸刃流管狐、真しん明めい流る狼ろうノ太刀たちの原形。本来はこちら側が弱っているとみせかけ、よろめいた際に敵が接近してきたところを見計らい、跳躍から敵の頭部へ攻撃を食らわせる技である。

　蟷螂カマキリ坂ザカ同様不意打ちを目的とした技であり、急所を狙ねらった起死回生の技でもある。

　無論仕損じた時の隙すきは大きく、使用後は空中で無防備となってしまうため包囲された状態で使用するのは自殺行こう為いである。

　今のタケルは百鬼夜行に囲まれている。鬼の化身を相手にしている間に周りから鬼の津つ波なみが押し寄せた。

　タケルは空中にて刀を鞘へ戻し、腰こしの後ろへとスライドさせる。

「ラピス──回せ！」

《ＦＭブースター、全開》

　タケルの命令に合わせて、装そう甲こうの隙すき間まから魔力の粒りゆう子しが吹き荒あれる。噴ふん射しやはタケルの右半身のみ。

　タケルの身体は空中で独楽こまのように回転した。

「諸刃流──片かた車しや輪りん！」

　本来ならば使用できるはずのない状態からの全方位抜ばつ刀とう。抜き放つと同時に刀身が一〇メートルにまで伸ばされ、プロペラのように回転した。

　タケルの身体は空中で停てい滞たいするほどの勢いで回転し、押し寄せてきた百鬼夜行の波を蹴け散ちらした。

　爆ばく心しん点のように、タケルの周りから百鬼夜行が吹き飛ばされて更さら地ちと化した。

　百鬼夜行はすぐにまた押し寄せてくる。

　無限に等しい物量で、タケルの着地点へ向けて集まってくる。

「ツヴァイハンダー！」

《了りよう解かい》

　ラピスが魔力を逆噴射させて回転を止めた瞬しゆん間かん、刀身が数十メートルはあろうかというツヴァイハンダーへ変形。タケルは身体からだを前方向へ倒たおし、そのまま地面へ向かって前傾しながら刀を振ふり下ろす。

「蟷螂カマキリ坂ザカ！」

　──ドゴッ！

　タケルの一撃が、押し寄せてきた百鬼夜行を破は砕さいさせる。

　地面は陥かん没ぼつと隆りゆう起きを繰くり返し、衝撃波が学園の敷しき地ち内を疾しつ走そうした。

「…………」

　隆起した地面の上で、キセキはタケルの無む双そうぶりを冷ややかに見つめている。

　土つち煙けむりが晴れて、その奥から再びタケルが姿を現した時も、キセキはやはり無表情だった。

　タケルはゆっくりとキセキへ向かって歩きながら、肩かたに刀を担かつぐ。

「……ラピス、魔力はまだ平気か？」

《通常の魔ま女じよ狩がり化であればまだ余よ裕ゆうはあります》

「悪い、もうちょっと付き合ってくれ」

《……問題は宿主の身体です》

　ラピスに言われずともタケルは気づいていた。

　自分の身体はとうに限界を超こえ、逆に以前よりもスピードやパワーが大おお幅はばに上がっていた。鬼の化身への攻撃を見てわかる通り、魔女狩り化の状態であろうとも諸刃流の技があそこまでの破は壊かい力を発揮することはない。

　莫ばく大だいな破壊力を出すことができているのは、身体の痛みを感じないせいだった。普ふ段だんなら技を使用する際に、自分の身体がどれほどの反動を受けるのかを予測し、自然と威力をセーブする。

　今のタケルにはそれができないし、するつもりもなかった。

　掃魔刀の負荷すらも、今のタケルには感じ取ることができない。技を使用する度たびに骨が粉ふん砕さいし、筋肉など弾はじけ飛んでいるはずだった。それでも身体を動かすことができているのは、ラピスが身体の治ち癒ゆを最優先しているからだった。

　タケルの脳は、痛みを感じる部分が完全に焼き切れている。

　これはもう二度と治ることはないだろう。

　こんな身体を心配してくれているラピスに対して申し訳ない気持ちが先に立った。

「ごめんな……ごめん」

《……お願いですから謝らないでください。わかっていますから》

　余計な言葉など不要だった。

　タケルの気持ちなど、ラピスが一番よくわかっている。

　タケルがこんな身体になっても引くつもりがなくて、引くわけにはいかないのだということは、ラピスが一番理解しているのだ。

《ご存分に……私があなたを止めることはありません。あなたはこの時のために、戦い続けてきたのですから》

「ありがとう」

　礼を言って、タケルはキセキと一〇メートルの間合いまで近づいた。

　臆おくすることなく再びキセキと対たい峙じする。

「よう。チャンバラごっこ、まだ続けるか？」

「すごいね、タケル君」

「嫌いや味みか？　こっちを殺す気が全く無い相手と戦って誉ほめられたところで、嬉うれしくもなんともねぇよ」

　タケルは呆あきれながらキセキに言った。

　キセキもタケルに呆れた顔を向ける。

「タケル君だって、キセキを殺すつもりなんてこれっぽっちもないくせに」

「ああ、最初からそう言ってるだろ。俺はお前を殺さない」

「一いつ緒しよに死んでくれないと世界が滅ほろびるし、大切な人たちだってみんな死ぬんだよ？　タケル君がキセキと一緒に死んでくれさえすれば、みんな幸せになれるのに、どうしてわからないの？」

「お前の言うみんなってのに、俺や仲間達が入ってねぇ」

　タケルは肩を刀の峰みねで叩たたきながら、キセキを睨にらむ。

「お前こそ、どうしていろんな人にとんでもねぇ迷めい惑わくをかけて手に入れた救いを受け入れなかった？　お前は普ふ通つうの人間と同じになって、普通の生活を送ることができていたはずなんだぞ。みんな幸せになれたのに、拒こばむ必要がどこにあったんだ」

　タケルが聞くと、キセキは憔しよう悴すいして若干落ちくぼんだ目元に笑みを浮うかべた。

「その救いには、キセキが入ってないもん」

「入ってる。お前も幸せになれるはずだ」

　キセキの笑みに、苦く笑しようが混じる。

「……マリさんと同じことを言うんだね」

「……？」

「──キセキの幸せは自分で決めるよ。勝手にタケル君が決めないで」

　二人の願いは食い違ちがう。

　どちらも一歩も譲らなかった。

　願い……いや、これはそんな崇すう高こうで純じゆん粋すいなものではないのかもしれない。

　初めからそうではなかった。

　お互たがいに、やりたいようにやらせてもらう。つまりはそういうことだ。

　二人とも押し通す気でいるのだ。

　戦うことに全く意味が無い。どちらもお互いを殺す気が無いのだから当然である。

　しかしこの喧嘩で不利なのは圧あつ倒とう的にタケルの方だと言えるだろう。

　キセキは口元に指を当てながら、クスクスと笑った。

「タケル君、自分のわがままが何を意味してるのか、本当にわかってる？」

「…………」

「キセキと一緒に死なないっていうのがどういうことか、教えてあげるね」

　口元から指を離はなし、キセキは細い腕うでをゆっくりと空へ掲かかげ、

　──ストン、と振り下ろした。

　その行為が意味することを、何故なぜかタケルは直感で理解できた。

　聞こえるはずのない悲鳴が、聞こえた気がした。

「今、三〇〇〇人ぐらい死んだよ」

　腰の後ろに手を回して、キセキは髪かみを揺ゆらしながらそう言った。

「実感湧わかない？　キセキは噓うそ吐つかないよ」

「………………キセキ」

「今度は、二〇〇〇人」

　言いながら、キセキが髪を梳すく。

　遥はるか遠くで、大地が蠢うごめく音が響ひびいた。キセキはクラシックの音楽でも楽しむかのようにその音に聞き入っていた。

　タケルが眉み間けんに皺しわを寄せる。

「かわいそう。なるべく苦しまないように、一瞬でキセキの一部にしてあげたけど、みんなが消えていく時の恐きよう怖ふが、キセキにはわかるんだ。キセキの一部になったんだから、わかるのは当然だよね」

「…………」

「タケル君が頑がん固こなせいだよ。この星をキセキのものにしてしまえば、たぶん一瞬で地上の人達を飲み込める。そうなれば、全部全部タケル君のせい」

　キセキの言葉に、タケルはうつむく。

　刀を握にぎる手に力がこもるのを見て、キセキは少しだけ満足そうに目を閉じた。

　しかしタケルは、

「そんな無む駄だなことはやめろ」

　キセキの行いを、無駄だと断言した。

　キセキは首を傾かしげる。

「無駄？　タケル君、キセキがたくさん人を殺したって聞いて、動どう揺ようしたでしょ？　自分のせいでたくさん死んでしまったことに、罪の意識だっけ？　そんな風なのを感じたはずだよね。だから無駄じゃない。キセキを止めたいなら、約束を守ればいいんだよ」

　両手を広げて微笑ほほえむキセキの目は、笑ってなどいなかった。

　タケルはキセキの狂きよう気きを前に、しばし佇たたずむ。

　丘おかから見える街は、鬼おにの赤に埋うめ尽つくされてかつての面おも影かげは無い。

　鬼の大樹はこの星の命を吸うように、なおも巨きよ大だい化を続けている。

　長い時間ではなかったが、あの街で過ごした日々を思い出す。戦いばかりの日々ではあったが、決して悪いことばかりではなかった。思い出がいくつもあった。

　滅びてほしくなどない。

　できることなら救いたい。

　でも──タケルの心は変わらない。

「お前がいくら他人を殺そうと、俺はお前を殺さない」

　まともとは思えない、自分勝手なエゴを口に出す。

　タケルが動揺したのは、大勢の人間が命を落としたからではなく、キセキが無関係な人間の命を奪うばったことに対してだった。

　人の死に対してではなく、妹の殺人に心を痛めたのだ。

　無駄というのはそういう意味だ。

　まともな人間であれば、この世界の無関係な人々のためにキセキを殺すだろう。

　また同時に、キセキにこれ以上人を殺させないために、キセキを殺すだろう。

　タケルは違う。

　この世界の人間がいくら死のうと、妹は殺さない。

　妹がどれほど殺人に手を染めようと、殺さない。

　殺せる人間がこの世界で唯ゆい一いつ自分だけだと知りながら、それを実行しない。

　人類よりも妹の方が大事だし、妹の罪よりも妹の命が大事だからだ。

　完全に割り切っていた。

　世界にとってこれほど厄やつ介かいな兄はいない。

　キセキですら、タケルの身勝手さに嫌けん悪お感を抱いだいているようだった。

　タケルが噓や虚きよ勢せいで言っているのではないということぐらい、キセキにだってわかるのだ。

　この男には、人類を人ひと質じちに取ってもダメなのだ。

　人質に取るべきは世界ではなく──。

「俺はこういう奴やつだ。最初はお前から逃にげ出して、二度目は俺のわがままでお前との約束を破った。それでもお前は俺と死にたいか？　こんな奴と死にたいのか？」

　おまけに世界を犠牲にしてもお前を殺さないとか言ってるぞ。

　タケルの問いに、キセキはすぐに頷うなずいてみせた。

「キセキは変わらないよ。キセキにはタケル君しかいないもん」

　キセキの返答を、タケルは笑った。

「なんで笑うの？」

「いや、それだよ。お前は俺しか知らないもんな。ずっと檻おりの中にいたから、俺以外の人間をこれっぽっちも知らない。もしかしたら他ほかにもっといい男なんていくらでもいるかもしれないぜ？」

「…………」

「もったいないと思わないか？　無駄だって思わないか？　俺は何をされてもお前と心中してやるつもりなんてこれっぽっちもないのに、無駄にがんばるの疲つかれないか？」

「くだらない。どうでもいいよ、そんなの」

　キセキの心は、タケルの言葉に何も動かされてはいなかった。

　タケルは頭を搔かきながら、頑固な妹にため息を吐つく。

　キセキはとことんこちら側を理解する気はないらしい。

　キセキからしてみれば、人類はただの保険なのだ。

　キセキが本気でタケルに揺さぶりをかけるためのカードは、他にある。

「世界中の人間が死んでも殺さないなんて……口ではなんとでもいえるよね」

「できればやめてほしいけどな。無駄だから」

　どちらも譲ゆずるつもりなどないことに気づいて、キセキはため息を吐いた。

「タケル君。やっぱりこれ以上話をすること自体が無駄だと思うんだ」

「…………」

「キセキ、お話しするの飽あきちゃったよ。世界中の人を殺して、はやくみんなを殺さないといけないんだもん。うさぎさんもマリさんも、斑鳩さんも……桜おう花かさんも、キセキはもういつでも殺せるんだよ」

　タケルの目が鋭するどくなったのを見て、キセキはゆっくりと足あし下もとから百ひやつ鬼き夜行を発生させる。

　百鬼夜行は血だまりのように広がって、キセキの背後に壁かべを形成していく。

　その壁がうねり、何かが内側から出てくるのを、タケルは見た。

「──ッ！」

　驚きよう愕がくする。赤い肉の中から、白い肌はだを持った人間が姿を現した。

　それは三五小隊の仲間達だった。

　皆みな目を閉じて、意識を失っている。

　キセキは桜花達の手足に触しよく手しゆを巻き付けさせて、無残な姿をタケルに見せつける。

「馬ば鹿かだよね。キセキから逃げもしないなんて……この人達、タケル君を助けに行こうとしていたんだよ。手っ取り早くて助かっちゃった」

「…………」

「侵しん食しよくしないで保管するのって結構難しいんだ。キセキの子供達は言うこと聞いてくれるようになったけど、キセキの心がこの人達を殺すことを望んじゃってるから、抑おさえがきかなくなりそうで大変だよ」

　眉まゆをハの字にしながらキセキが唇くちびるを撫なでる。

　すると百鬼夜行が桜花をキセキのそばまで運び、真横へ移動させた。

　キセキは桜花の頭を両手で包み、長く伸のびた白い爪つめで頰ほおへゆっくりと傷をつけていく。

「………っ……！」

　タケルの歯ぎしりが聞こえて、キセキは嬉しそうに微笑んだ。

「これでタケル君も、キセキがどういう人間かわかったよね？　憎にくいよね？　殺したいよね？　でもまだ終わりじゃないよ。世界中の人を殺したら、この人達を長い時間いたぶって殺してあげるから、楽しみにしていてよ」

「…………」

「そしてキセキにその憎しみを……全部注いでほしいな……」

　見開かれたキセキの目は、狂気と狂きよう喜きに満ちていた。

　タケルは怒いかりを抑えるので精せい一いつ杯ぱいだった。考えうる限りで最悪の状じよう況きようだ。世界どころか、タケルにとって大切なものが全すべて人質に取られている。

　心を揺さぶられるのには十分過ぎた。

「……っ、ラピス、いつでも《神殺しの付与ラグナロク・エンチヤント》を使用できるように準備しろ……！」

《了りよう解かい》

　半身を引き、タケルは突つきの構えを取る。

　明確な殺意を向けられて、キセキは心の底から嬉うれしそうに笑った。

「あは……キセキね、タケル君にずっとそうしてもらいたかったの。その目で見つめてほしかった……キセキだけを見てほしかった。願いを叶かなえるために必要なのがタケル君の憎しみだってことに、キセキ気づいたんだ」

「……それは前に聞いたよ、キセキ」

「わかってるならもういいよね？　タケル君と喧けん嘩かなんかしたくないよ。タケル君が何を言っても、キセキはタケル君が大好きだから。黙だまってキセキを憎んで……この世界でキセキだけを見つめてくれればそれでいいんだもん」

　それは悲しくも歪いびつな願望だった。

　愛いとしい人が自分だけを見てくれないなら、自分だけしか見えないようにするしかない。

　愛しい人が自分を殺してくれないなら、殺したくなるような感情を抱かせるしかない。

　──憎しみ。

　それが唯一、キセキが全てを手に入れることができる方法だった。

　改めて、タケルは嚙かみ締しめるように、それを理解した。

「……わかった。キセキのこと、よくわかったよ。

　お前はそういう奴になるつもりでいるんだな。確かく認にんできてよかった。教えてくれてありがとう」

　恍こう惚こつとした表情のキセキに、タケルは真まっ直すぐに言い放つ。

　己おのれの中で秤はかりにかけた結果を、キセキへ突きつける。

　長く伸びた前まえ髪がみの隙すき間まから、鬼の真っ赤な瞳でキセキを刺さし貫つらぬく。

「もし俺の仲間を一人でも殺したら、




　────────お前を殺す」




　今まで拒こばみ続けてきたことを、タケルは執しつ行こうすると宣告した。

　全人類の命をかけても口にしなかった言葉を、タケルは言った。

　キセキは安らぎに頰を緩ゆるませる。

　その言葉が聞きたかったと。その言葉を待ち続けていたのだと。

　しかし。

　タケルの言葉はこう続く。
















「だけど俺は、意地でもお前と一緒に死んでなんかやらないからな」







「……？　今、なんて？」

「お前と死んでなんかやらないって言ったんだ」

「…………？」

　タケルは突きの構えを解といて、刀を乱暴に振ふり下ろしながら、息を大きく吸い込んだ。

　そして全身全ぜん霊れいを込めた怒ど声せいを、キセキへ向かって張り上げた。

「──あたりまえだろォが！　なんで憎い奴やつと心中なんかしなくちゃいけないんだ!!」

　耳鳴りがするほどの大声で、それこそ街中にまで響ひびきそうな大声で、タケルは咆ほう哮こうした。

　こめかみは怒りで痙けい攣れんし、眉み間けんには皺しわが寄り、怒りで瞳どう孔こうが収縮していた。

　そこには兄としての優やさしさなどかけらもない、草薙タケルの姿があった。

　憎しみだけをキセキへ向けるタケルの姿があった。

「仲間を殺した奴と仲良く死ぬなんて絶対ご免めんだね！　世界が滅ほろんで、仲間が死んで、お前を殺して俺が独りぼっちになったとしても──ぜっっったい死なねぇぞ俺は！　泥どろ水みずだろうが灰だろうが啜すすって生きてやる！」

「…………」

「俺は復ふく讐しゆうを否定しない……仲間を殺した妹なんざ妹でもなんでもねぇ、一いつ切さいの迷いなく速そつ攻こうで斬きらせてもらう!!」

　タケルは最後に吐き捨てるように息を吐いて、再び大きく息を吸うと、胸を張りながら小さなキセキを上から見下ろす。

　キセキは、目を見開いたまま何も言い返せなかった。

「人から憎まれるっていうのはな……俺から憎まれるっていうのはこういうことなんだぞ……！　わからないならわかりやすく言ってやる！」

「…………………」

「この世で一番嫌きらいになった奴の、思い通りになろうとする奴がどこにいるッ！　自うぬ惚ぼれるのも大たい概がいにしろ！」

　それは、極きわめて正論だった。

　何も難しいことではない。誰だれでも容易たやすく至る結論だ。

　憎まれるというのは、嫌われるということ。

　そんな単純なことすら、キセキはわかっていなかった。

　タケルは単純だからこそ、キセキの間ま違ちがった願いを突っぱねることができるのだ。

　愛と憎しみは表裏一体、紙かみ一ひと重えとはよく言うが、そんなことを口走るのは自分に酔よっているええかっこしいだけで十分だ。

　糞くそ喰くらえ。
















　糞喰らえだとタケルは吐き捨てる。

　愛なんざタケルにはよくわからないが、憎しみと似ているなんてことは断じてあり得ない。

　憎しみなんかが救いになるわけがない。

　それだけは──断言できる！

「選べよ。俺に憎まれて、俺に殺されて独りぼっちで死んでいくか……俺と一緒に生きるか……！」

　憎しみではどうあってもお前の欲しいものは手に入らないということを、タケルはキセキに突きつける。

　こうするしかなかった。

　道は二つに一つなのだ。

　もしもキセキが自分と道を違たがえるというのなら、タケルは躊ちゆう躇ちよするつもりはない。たとえどれだけの傷を負おうとも、仲間を殺されるくらいなら妹の命を奪うばう。

　誰に何と言われようと、タケルはこの決定を覆くつがえすつもりはない。

　以前は守るべき大切な妹だった。今もまだそれは変わらない。呪のろわれた宿命を背負った、不ふ憫びんで可愛かわいい妹だ。

　全てをお前のせいだと罵ののしられるのはいい。罪を背負う覚かく悟ごもある。妹のためならば自分の命以外の全てを捧ささげよう。

　だが、タケルにだって許容範はん囲いがある。タケルには共に死ぬことを放ほう棄きし、キセキとの約束を破り、自らの命に固こ執しつするだけの価値ある仲間がいる。

　たとえ最愛の妹であろうと、故意に仲間の命を奪おうとするのであれば──怒りもする。

　──キレもする。

　──己の全てをかけて復讐だってする。

　それがタケルの、貫き通すと決めたエゴなのだ。

「お前はまだ人間だ……！　心まで鬼になって俺に斬られるな……キセキ！」

　最後の願いを込めて、タケルはキセキに刃やいばを向けた。

　キセキは呆ぼう然ぜんとタケルを見つめながら、身体からだをよろめかせた。

「……キセキは……キセキ、は……」

　頭を抱かかえ、まるで崩ほう壊かいした自我を押しとどめようとするかのように、ぶつぶつと何かを呟つぶやいている。

　剣けんを構えたタケルの額に汗あせが浮うかぶ。

　キセキと喧けん嘩かをする──タケルにとってこれは賭かけに近かった。

　タケルにはキセキを殺せるだけの力はあるが、キセキを止める力は無い。

　キセキを止めるには、言葉しか無いのだ。

　タケルはマリに言われたことをもう一度心に刻む。

『変わるのはキセキちゃんの方だよ』

　タケルもその通りだと思う。

　キセキを変えるために、キセキと喧嘩をすると決めた。

　タケルが鬼から人へと変わったように、キセキも鬼から人へ戻もどれるはずなのだ。

　キセキはまだ人間だ。迷いがないのならタケルと接せつ触しよくなどせずに全人類を滅めつ亡ぼうさせて、タケルに見せつけなどせずに仲間達を殺しているはずだ。

　キセキの中にも、まだ人間の部分が残っている。

　兄として慕したってくれている部分が、未練が残っている。

　タケルはそう信じている。

　もはや、そこに懸ける以外にキセキを止める方法は無い！

「どうして……？　キセキは、これでいいって決めたのに……がんばるって決めたのに……なんでこんなに……」

　放出された百ひやつ鬼き夜行が、キセキの迷いに呼応するかのごとく泣き叫さけぶ。

「……おかしいよ……キセキはいつから……」

　自問するその姿は、痛ましいものがあった。

　狂きよう気きと正気の間でキセキは揺ゆれている。

　いや、きっと元々狂気なんてものは存在していない。キセキは自分なりに、自分が納なつ得とくできる結果を求めただけにすぎない。タケルの約束に救いを見み出いだし、タケルが約束を破ったせいで、こうならざるを得なかったのだろう。

　街にそびえ立つ鬼の大樹が、キセキの困こん惑わくに合わせて大きく揺れ動いた。

　タケルの言葉により活動が活性化するか、停てい滞たいするのかはわからない。

　だが──大きな隙すきが出来たのは間違いない。

　タケルは柄つかを強く握にぎり、瞳ひとみに炎ほのおを灯ともらせた。

「──ラピス！　《神殺しの付与ラグナロク・エンチヤント》！」

　タケルが叫び、ラピスに命令する。

　足あし下もとに魔ま法ほう陣じんが出現し、視界と刀身が黄昏たそがれの様相を宿す。

　想定外がいくつもあった。すでに仲間達がキセキに捕とらえられている以上、ここで使わないという選せん択たく肢しは無い。《黄昏の付与トワイライト・エンチヤント》では百鬼夜行を吸収し、消し去ることはできない。キセキを殺すためではなく、仲間を取り戻すためにはこの力を今使う必要があるのだ。

　キセキの纏まとっている余計なものを《神殺しの付与ラグナロク・エンチヤント》により消し去って、一次的に丸まる裸はだかにする。

　心も身体も人として対たい峙じするために。

　人として向き合い、キセキに本当の想いを伝えるために。

　タケルの刀を持つ手が、この時初めて震ふるえた。万が一の時にキセキを殺す自分のビジョンが浮かび、途と方ほうも無い恐おそれを抱いだいた。

　──迷うな、かかれ！

　自暴自じ棄きになって暴走する前に仲間を取り戻し──キセキを人に戻すのだ！

　魔力が刀身に宿り、神殺しの力が発動せんとする。

　この一いち撃げきに、全すべてを込める。

　全てを懸けて挑いどむべき戦いは今ここにあるのだから！




「ン～ハレルヤハレルヤ♪──君は本当に自分勝手すぎて反吐へどが出るな」




　キセキへ向いていた神経が乱れる。

　攻こう撃げきがくる。奇き襲しゆうがくる。不意打ちがくる。

　このやり口は前に経験がある──奴だ。

　視界の隅すみに金と黒の影かげが躍おどる。

　タケルは上空より迫せまり来る奇襲へ向けて剣を振り抜ぬいた。

　刃と刃が激げき突とつし、魔法が中断する。

「──ァアッ！」

「──ハッ！」

　渦うず巻まく衝しよう撃げき波はの中で、タケルと奇襲者の視線が交こう錯さくする。

　あろうことかこのタイミングで──こいつは現れた。

　忘れるものか。このやり方、この剣さばき、この胸くその悪くなるようなどぎつい金きん髪ぱつ。

　いつもながら最悪だ。いつもながら唐とう突とつだ。

　上空よりどこからともなく舞まい降り、一直線に剣を振り下ろしてきたその奇襲者は──

「久しぶりだな草薙タケル！」

「ホーンテッドォ……ッ！」

　怒いかりに任せてタケルは剣を振り抜いた。

　真っ向から刃は向むかってきたのは最初だけで、ホーンテッドは怒りのこもったタケルの一撃をそのままひょいと軽くいなし、ステップを踏ふみながら後ろへ下がった。

　そして、くるくると身体を二回転させて、こちらを向いてゆっくりと両手を広げる。

　いつも通り大げさに、大おお仰ぎように、大だい胆たんに、

　死霊術師ネクロマンサーホーンテッドは悦えつに入いった顔で、空気の読めない自らの登場を大いに楽しんだ。

「かんっっぜんに出で遅おくれて危うく世界の終わりをうっかり見過ごすところでしたが──いや間に合ってよかったッ！　キセキさんサイドデイツシユも僕の敵メインデイツシユも、マリさんドルチエだってまだ辛かろうじて残っている！　素晴らしい！」

　流れるように魔ま剣けんダーインスレイヴを振るい、顔の前に掲かかげてニヤリと笑う。

　タケルはミスティルテインを、無言で鞘さやへ収めた。

　深く息を吐はき、吸わずに止める。

「それにしても君、君だよ草薙タケル。ちょっと方向性を見失っちゃいないか？　全人類を殺されるよりも仲間を優先する奴がありますか！　あまつさえ数え切れない犠ぎ牲せい者を出しても殺さなかった妹を殺すなんてとんでもないだろう!?　見上げた破は綻たん者だ感服したよ！」

「草薙諸刃流奥義──」

「しかしだ～しかし！　あそこは甘い言葉でも囁ささやいてキセキさんを説得すべきところでしょう！　君が絶望の底に叩たたき落としてどうするというのだね？　せっかく君がキセキさんを抱だきしめてお涙なみだちょうだいな感じで丸く収まりそうになったところで颯さつ爽そうと僕が登場しようと思っていたのに台無しじゃないか！　絶望させるのは僕の──」




「──草クサ薙ナギノノ剣ツルギ」




　タケルは──奇襲を返すと言わんばかりに鬼ノ心得を発動させ、諸刃流の奥おう義ぎを放った。

　躊躇無き超ちよう音速の斬撃。出し惜おしみなどするつもりはなかった。本当ならば発動させるのも一苦労な鬼ノ心得だったが、コイツを斬きるために思考の一本化など必要ない。

　コイツに対しては、いつだって『斬る』以外の本能は出てこないのだから。

　最速で消し飛ばす。しゃべらせる暇ひまもこれ以上与あたえない。

　キセキと仲間を救わなければならないのだ。

　こんなイレギュラーに足あし踏ぶみしている暇など──無い！

　鬼ノ心得により停止した世界で、タケルはホーンテッドへ突とつ撃げきする。

　ホーンテッドは悦に入ったまま演説染みたことを宣のたまっていたが、タケルが奥義を発動する寸前に驚おどろきに顔を強こわ張ばらせ、わずかにではあるが腰こしを沈しずめて回かい避ひ行動を取ろうとしていた。

　反応できたのはさすがと言わざるを得ないが、追いつかせるわけがない。

　師し匠しよう譲ゆずりのこの速さでの不意打ちは、いかな人外魔境であろうと斬り伏ふせる。

　鞘から抜き放つと同時に胴どうへ一いつ閃せん。

　そして刃をそのまま切り返し、上段より真まっ直すぐに脳天から断ち切る二閃。

　頭から斬り裂さかれてズレ始めたホーンテッドの目がタケルを見る。

　だがタケルはホーンテッドと目を合わせることなく、さらなる連撃を浴びせた。

　三閃、四閃、五閃、六閃、七閃──二度と復活などできぬように、これ以上邪じや魔まなどさせないように、細かく細かく、細さい胞ぼうすら消し飛ばす勢いで斬りまくる。

　総じて一五閃。

　タケルはホーンテッドを細切れにして、彼に背を向けた。

　鬼ノ心得の効果が切れた直後、背後でホーンテッドの身体が爆散する。

　背中に夥おびただしい量の血と肉片を浴びながら、タケルはキセキを捜した。

「キセキ……！」

　だがそこに、もうキセキの姿は無かった。

　キセキが立っていた場所には、血だまりのように平らになった百鬼夜行が蠢うごめいているだけだ。

　地下へ沈み、姿を隠かくしたと見て間ま違ちがいない。

「…………………………………………最悪だ……」

　考え得る限りで最悪の展開だった。

　これではキセキを拒きよ絶ぜつして、絶望の底に突つき落としただけだ。

　仲間を取り戻せず、キセキの心をかき乱し、敵対したまま決別した。

　これでは喧嘩が終われない。キセキへ手を差し伸のべてやることができないまま、あるいは世界が終わってしまう。

　追わなければ。

　傷ついて一人で泣いているはずの妹を、捜さなければ……。

「──正々堂々くると思っていたから、不意打ちは意外だった。うっかり五回ほど死んでしまったじゃないか」

　ポン、と、肩かたに手が置かれる。

　この展開を招いた元げん凶きようが、タケルの背後で心底嬉うれしそうにニヤついていた。

　木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛ばしたはずなのに、奴やつは何事もなかったように背後に立っている。

　全て想定済みだったのだろう。

　あのタイミングで現れたのも、何もかも。

　コイツはニヤニヤ笑いながら、高みからチャンスを窺うかがっていたのだ。

　ホーンテッドはタケルの耳元に口を寄せ、喉のどで笑う。

「残念だったなァ。思い通りにいかなくて」

「…………」

「いいィ顔をしているぞ。その顔を見るために僕は君を追っていたと言っても過言ではない。キセキさんの心を覚かく醒せいさせた甲か斐いがあったというものだ……」

　……追わなければ、最悪の結末がやってくる。

　こんな奴に構っている時間は無い。

　そうは思っても、タケルの心は搔かき乱れる。

「彼女をたぶらかすのは簡単だった～。元々キセキさんは君に追い込まれていましたからねぇ。少し物の見方を変えてやれば、愛と憎にくしみは容易たやすく反転する」

「……黙だまれ」

「美しいまでの開花でしたよ……本当に、あれは気持ちがよかった」

「黙れよ……！」

　追わなければ。

　追わなければ。追わなければ。

　早く、早く。

　急せかす気持ちと、抑おさえきれない衝しよう動どうがせめぎ合う。

「さて、さてさて、それでぇ？」

「…………」

「どうするんだ？　やるのか？──半年前の続きを」

　追わなければ！

　追わなければならない！

　──だが、その前に……！

「……邪魔をするなああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　このクソ野や郎ろうを、消し潰つぶす！

　もう今後二度と邪魔できないように、全存在を懸かけて殺し尽つくしてやる！

　怒りに耐たえきれず、タケルは振ふり向きざまに鬼おにの形相でホーンテッドへ斬りかかる。

　今度は通用しない。

　ホーンテッドも英雄エインヘリヤルの力を身に纏まとい、タケルの怒りを絶望で受け止めた。

　火花散り乱れる剣けん戟げきを交かわしながら、ホーンテッドは高らかに笑う。

「ハハハハハハハハハハハハッ！　そぉぉぉぉこなくてはなアアアアッ！　待っていたぞこの時を！」

　激突する怒りと絶望。

　半年前、初めて相まみえた時の戦いが再開する。

　しかし最悪の結末は刻一刻と迫っていた。

　さっさとこの男を消さなければならない。

　キセキが仲間を殺さずにいてくれるという保証はどこにもないのだから──。








第三章　前だけ見てろ
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　街に残っている京きよう夜やとセージと柚ゆ子ず穂ほは、息を切らしながら鬼の化け身しんを押しとどめ続けていた。

　いくら殺しても切りがないのは最初からわかっていたことだが、前日の戦いの消しよう耗もうもあり、限界は予想よりも早く訪れていた。

　三人は再び背中合わせに立ちながら、なんとか体勢を保っているような状じよう況きようだ。

　三人とも同じことを考えていた。

　あとどれだけ続ければいい？

　動くこともできず、逃にげることもできない。背後のシェルターに残っている人々を見捨てることは自分のプライドが許さない。

　このままここで死ぬわけにはいかないという意志だけで、三人は戦い続けている。

「クソが……いったい……何をやってんだ俺は……！」

「無む駄だ口ぐちなど叩かず……集中しなさい……っ」

　柚子穂と京夜が悪態を吐く中、セージは額に汗あせを浮うかべ、体内から魔力を絞しぼり出す。

「今は草くさ薙なぎを信じるしかない……！」

　魔力消しよう耗もうを抑えるための術式をいくつも組み上げ、極限まで効率よく防ぼう壁へきを維い持じさせているが、それでももはや限界だった。

　防壁に罅ひびが走り、今にも崩くずれそうになる。

　京夜と柚子穂はボロボロの身体からだに鞭むち打って、得え物ものを構え直した。

　防ぼう御ぎよと攻こう撃げきのスパンはどんどん短くなっていく。繰くり返せたとしてもあと二回が限度だろう。

　だが今は歯を食いしばって耐えるしかない。

　草薙タケルが、妹を止めるまでは。

「──!?」

　その時、術式構築に集中していたセージが目を見開いた。

　視線は防壁を突とつ破ぱした鬼の化身の向こう側へ向いている。

　京夜と柚子穂が何事かと思っていると、化身共の後方から黒い閃せん光こうが[image: ]ほとばしるのが見えた。

　瞬しゆん間かん、鬼の化身達の後方で大だい爆ばく発はつが起こる。

　爆風が襲おそい、三人は吹き飛ばされないように足を踏ふん張ばった。

「何事ですかっ！」

「わからん！　何か来る……！」

　困こん惑わくする二人を他所よそに、京夜は目を細めた。

「……まさか」

　爆ばく煙えんの中、こちらへ向かって歩いてくるその影かげを、京夜だけが知っていた。

　シンプルな黒の装そう甲こう。

　暴風のような、圧あつ倒とう的なまでの力。

　番人と呼ぶに相応ふさわしい、鉄のような意志が宿るその相そう貌ぼう。

「……生きてやがったのか……あの野郎……！」

　京夜が呟つぶやくと同時に、押し寄せていた鬼の化身が全すべて消し飛んだ。

　まるで最初から鬼の侵しん攻こうなど無かったかのように、京夜達が見ている風景が一瞬で本来のあるべき姿を取り戻もどしていた。

　土つち煙けむりの上がるシェルター前の十字路の中心から、人影がこちらに歩いてくる。

　重々しい足音を響ひびかせながら、その人影は京夜を見た。




「──任務ご苦労。草薙タケルはどこだ」




　淡たん々たんと、機械のように、その男は両手に銃じゆうを携たずさえて──地じ獄ごくから舞まい戻った。




　　　　＊＊＊




「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　怒いかりに任せて、タケルはホーンテッドへ剣を振るう。

　腰こしを入れ、全ての筋肉に斬きることだけを命令し、反動など考こう慮りよせず、ただひたすらに打ちつける。

　今までもらったダメージも、体力の消耗も、もはやどうでもいい。

　自分はこの男を──このクソ野郎を斬るためだけの生き物だ。

「殺す！　殺してやる！　くたばれえええええええええええええッ！」

　怒り狂くるうタケルの攻撃を、ホーンテッドは笑いながら全て受けきっていた。

　得意の受け流しを行うわけでもなく、がむしゃらに攻撃をしかけてくるタケルに、がむしゃらさで対たい抗こうしているだけだった。

「クソだな！　クソみたいな剣けん捌さばきだ！　怒りに任せるだけで太刀たち筋すじもなにもあったもんじゃない、クソ以外のなにものでもない！　しかし──たまにはこういうのも悪くないなッ！」

「お前のせいで俺は……！　今までどれだけの、どれほどの挫ざ折せつを味わってきたと思ってるんだ！　どれほどの苦しみをキセキに背負わせてきたと思ってる！」

「ハハハハハハハハ！　それは全て君が背負わせてきたものだろう！」

　ホーンテッドがタケルの剣を弾はじき返し、二人の距きよ離りが離はなれる。

　タケルは地面を削けずりながら足を踏ん張り、弾き返された反動を無視して地面を蹴ける。

　動きの一挙手一投足全てに洗練さは欠けたが、動きの全てに怒りと力を込めて、何もかもをゴリ押ししていく。

「てめぇに言われるまでもねぇ！」

　オロチから学んだ戦い方を忘れ、己おのれの魂たましいのあるがままを大おお振ぶりにホーンテッドに叩たたき込む。

　通用するわけがない。

　何もかもを受け流すようなホーンテッドの戦い方に、この攻せめ方は悪手以外のなにものでもなかった。

　しかし、

「自覚があるならなおのことタチが悪いッ！」

　ホーンテッドはタケルの怒りを押し返すように力任せの応戦をしてくる。

　至し極ごく楽しそうに。

　至極幸福そうに、ホーンテッドはタケルとぶつかり合っていた。

「自覚が免めん罪ざい符ふになると思ってるんじゃあないぞ！　キセキさんに君がやっていることはただの押しつけだ！」

　剣を衝しよう突とつさせながら、ホーンテッドはタケルを否定する。

　タケルは何度も自問してきたことを突つきつけられながらも、ホーンテッドの剣を押し返して自分の想おもいをはき出す。

「だからこそ俺はあいつを救うために、俺のエゴであいつを幸せにしてみせるために今まで戦ってきたんだ！　俺の全てをあいつに伝えるために……俺を知ってもらうために……みんなを巻き込んで……それをてめぇが──」

　ホーンテッドはタケルの主張を鼻で笑い、さらに彼の剣を押し返した。

「──俺が俺が俺が俺がァ！　それが君の本性だ！　君の自己犠ぎ牲せいは所しよ詮せん自分のため！　キセキさんを殺すと掌てのひらを返したのがその証しよう拠こだ！」

「……っ！」

「しかし断言しよう──君に彼女は殺せない！　たとえ仲間を殺されようと君は妹を手にかけることなど断じてできない！　そういう奴だからだ！　口先でいくら見栄を張ろうと、君は土ど壇たん場ばで行動できずに剣を捨てるのだ！　中ちゆう途と半はん端ぱなまま何もかも失うがいい！」

　押し負けてダーインスレイヴの刃はがタケルの肩かたに食い込む。

　赤い光を帯びた黒い刀身は装甲を布のように容易たやすく貫かん通つうし、タケルの左肩を斬り裂さいた。

　左肩から血を噴ふき出しながら、タケルは胸の奥からうなり声を上げた。

「違ちがう！　俺は初めから──仲間もキセキも失うつもりなんかねぇだけだッ！」

　左手の拳こぶしを握にぎり、タケルはミスティルテインの峰みねを拳で殴なぐった。

　草薙諸もろ刃は流金かな槌づち坊ぼう。鍔つば競ぜり合いの状態から峰に打撃を加えて敵の得物を弾き返す。

　衝しよう撃げきで吹ふき飛ばされたホーンテッドは、後方へ跳ちよう躍やくしながら何もない空中でむちゃくちゃに剣を振ふるう。

　以前の戦いでダーインスレイヴの固有性能は確かく認にんしている。

　あの動きは斬撃を残留させたのだ。言われるまでもなくラピスがタケルの網もう膜まくに魔ま力りよくを目視するためのアナリシスフィルターを貼はりつける。

　タケルの進行方向には数え切れないほどの斬撃が空中に停てい滞たいしていた。

　ホーンテッドは着地すると同時に左手を前方へ突きだして十字を切り、足あし下もとに魔法陣じんを出現させた。

「ああそうだろうとも！　だからこそ君は僕の敵なのだ！　僕は君を斬り伏ふせてあの不ふ憫びんな少女を殺し、絶望に打ちひしがれた君を殺し、悲しみに噎むせぶ君の仲間も一人残らず貪むさぼろう……！　君が全てを救うつもりなら、僕は君が救おうとしたもの全てを絶望の底に叩き落とす！」

　魔法陣を回転させ、魔力の余波で髪かみを逆立てながら、ホーンテッドは左手の拳を握った。

「──そして変わらず世界は続く！　僕が彩いろどる絶望の庭は永遠に咲さき乱れ続けるのだ！」

　ホーンテッドが狂ったような笑い声を上げる。

　そうはさせない。

　タケルは残留している斬撃を回かい避ひするために高さ八〇メートルまで一気に跳躍し、鞘さやへ刀を収めた。

「ハーッハァ！　的だぞ草薙！」

　そして魔力を噴ふん射しやさせて急降下を開始した直後、ホーンテッドが剣けんを振るった。

　瞬間、彼が空中に残留させていた数多あまたの斬撃が、一気にタケルへ向かって飛ひ翔しようした。

　この動きは初見だ。残留させた斬撃を動かし、遠えん隔かく攻撃として飛ばすこともできるらしい。

　だが──それが何だというのだ。

「──噴き荒あらせッ！」

　タケルの叫さけびに応じて、ラピスは急降下しながらＦＭブースターを微び調ちよう整せいし、飛翔してきた斬撃を躱かわす。

　数が多すぎて躱しきれなかった斬撃はそのまま身に受けて、タケルはなおも落下速度を加速させた。

　血のヴェールで尾おを引きながら、タケルは高さ二〇メートル付近で前方向へ身体を回転。

　同時に鍔に親指をかけて鞘と刀身に反発力をため込む。

　さらに合わせて鬼おにノ心得を発動。

「草薙諸刃流──」

　僅きん差さでホーンテッドの魔法陣が完成、魔法の発動がやってくる。

「《絶望のベラドンナ──」

　ホーンテッドが魔法名を口にする。

　絶望の魔力が頂点まで凝ぎよう縮しゆくされ、魔法陣が砕くだけると同時に放出される。

　タケルも鍔と鞘の反発力を限界までため込み、回転のタイミングに合わせて一気に刀身を抜ぬき放った。

「──弐に式しき蟷螂カマキリ坂ザカ！」

「──樹海フオレスト》！」

　タケルが放ったのは鬼ノ心得を発動させた状態からの蟷螂カマキリ坂ザカと天アマノノ邪ジヤ鬼クの合わせ技。全体重を乗せて、さらに回転と自由落下に威い力りよくを後押しさせた最速の抜ばつ刀とうである。鬼ノ心得が発動していれば可能であると判断し、タケルが即そく席せきで編み出した技わざだ。

　──対するは召しよう喚かん魔法《絶望の花ベラドンナ》の大魔法仕様。

　タケルの攻撃が届くまではまだ距離があるため、ホーンテッドの魔法とタケルの剣が激げき突とつする。

《絶望の樹海ベラドンナ・フオレスト》は文字通り異形の森──濁だく流りゆうだった。

　この魔法は単純である。『絶望』属性を持つ魔法使いのみがコンタクトを可能とする正体不明の神話世界から、手当たり次し第だいに魔法生物を呼び出しているだけだ。

　黒い薔ば薇らの異形、鯨くじらを思わせる巨きよ大だいな異形、アメーバのような姿をした奇き怪かいな鳴き声を発する不定形の波、巨大な一つ目を持つ数千に及およぶコウモリの群れ、蛸たこの頭を持つ異形の巨人。

　その全てが、直径五メートルほどの狭せまき門から、破は裂れつするかのように全て放出されたのである。

　タケルの渾こん身しんの一いち撃げきは破裂した異形の濁流を直撃したが、いくら超ちよう音速からの諸刃流といえど、これほどの物量を押し返すのは不可能だった。

　濁流は止めどなくタケルを襲おそう。

　濁流とタケルの一撃は拮きつ抗こうしていたが、やがて魔法に押され始めた。

《──魔法で私達を倒たおすことは不可能です》

　しかし所詮は魔法の産物。

《黄昏の付与トワイライト・エンチヤント》

　──ラピスの固有魔法の前には、逆効果でしかない。

　瑠る璃り色の輝かがやきを宿した刀身が、放たれた異形を全すべて吸収していく。

　魔法生物であろうと、現界自体が魔法で成り立っている。

　故ゆえに、ラピスの前には無力なのだ。

　放出された魔法を一いつ瞬しゆんで全て吸い尽つくしたタケルは、異形の濁流を抜けてホーンテッドの頭上へ。

《──ボクらもそんなことは承知の上だ》

　ダーインスレイヴの人格であるナハトの囁ささやきと共に、跳躍したホーンテッドが目の前にいた。

　刀身には赤みを帯びた魔力が宿っている。

《ヒャズニングの血戦ベルセルク・エンチヤント》──使い手を狂きよう化かさせて超ちよう常じよう的な身体能力を発揮させる付ふ与よ魔法。音すらも置き去りにする鬼ノ心得を使用したタケルの速度に匹ひつ敵てきする動きで、瞳ひとみを真っ赤に染めたホーンテッドは脇わき下から奇き抜ばつな軌き道どうを描えがく突きを放った。

　弐式蟷螂カマキリ坂ザカは《絶望の樹海ベラドンナ・フオレスト》と衝突したことで威力もスピードも落ちている。《黄昏の付与トワイライト・エンチヤント》も連続使用はできない。秘奥義である光速剣は魔ま女じよ狩がり化の状態で使用すれば、発動した瞬間に反動で自分の身体からだが爆散する。

　タケルの抜刀からの一撃と、ホーンテッドの超速の突きが交差する。

　刀身が擦こすれ合い、火花が散る中二人の視線がぶつかり合う。

　あとは激突するのみとなったその時──

《宿主！》

　──タケルはラピスの呼び声により、鬼ノ心得を解除した。

　思考が戻もどる。速度が戻る。

　ラピスの声を聞いた瞬間、タケルは冷静さを取り戻して一気に身体を捻ひねった。

「──!?」

　ホーンテッドが驚きよう愕がくする。

　草薙諸刃流怪かい火か蛍ぼたる。相手の力を利用して受け流し、受け流しにより発生した反動をこちらの威力に利用する。

《フレキシブルマテリアル──解放》

　ホーンテッドが放った突きはミスティルテインの刀身と擦れ合ったままタケルの身体を逸それ、タケルは受け流しの威力を利用してホーンテッドの腹部へ刀をたたき付けた。

　極きわめて単純なカウンターである。相手の速度が速ければ速いほど、こちらの与あたえるダメージは倍加する。さらには吸収した魔力を放出させて、技の威力を後押しした。

　──ズシャンッ！

　ホーンテッドの身体は胴どうから斬きり裂かれ、上半身が遥はるか彼方かなたへ吹き飛んでいく。

　確実な手て応ごたえを感じながら、タケルは勢いよく地面に着地しようとする。

「ッ!?」

　しかしタケルの着地点には──何故なぜかホーンテッドの魔法陣が残っていた。

　トラップ。ホーンテッドは先の先を見み越こして仕し掛かけていた。

　魔法陣が砕け、中から山やま嵐あらしを思わせる異形の生物が出現。けたたましい奇き声せいを上げて、山嵐は漆しつ黒こくの針の筵むしろと成り果てた。

「ぐっ──！」

　回避行動が取れず、タケルの身体を針が貫つらぬいた。急所は逸らすことができたものの、針はタケルの右みぎ肩かたと左足の太ももを貫いている。

　さらなる追撃をしてこようとする山嵐の魔法生物を突き殺し、タケルは不格好に着地した。

　剣を支えに、激しく息を吐はく。

「はぁ……はぁ……」

　手応えはあった。

　確実に殺した。

　──そんな確信があの男に対して意味がないということを、タケルは嫌いやと言うほど知っている。

　自分の背後、一〇メートルほど離はなれた場所に、軽快に着地する靴くつ音おとが響ひびいた。

　タケルは臨戦態勢を解かずに、剣を握って振り返る。

　驚おどろきなどもはや無い。

　絶望は、何事もなかったように立っている。

「ンフ、腕うでを上げたじゃないか。前に僕に負けたことがさぞや悔くやしかったんだろうねぇ」

「…………」

「認めよう、剣けん術じゆつだけでは君に勝てない。ああ、悔しい……本当に悔しいよ！　楽しいよ！　こうでなくてはなぁ、鬼おに狩がりの末まつ裔えい！」

　両腕を広げ、舞ぶ台たい役者のように大げさに悦よろこびを表現するホーンテッドに、不快感が募つのる。

　冷静になりかけていた魂たましいが、再び鬼の性質を宿していく。

　怒いかりに染まっていく。

　どうすれば殺せるかなど考えている猶ゆう予よは無い。とにかく殺し続けるしかない。

　早くしなければ、早くこのクソ野や郎ろうを殺し尽くさなければ……今必要な思考はそれだけだ！

　歯を食いしばり、瞳に鬼の魂を映しながら、タケルは剣を構える。

　だが、その時。

「……？」

　鬼に飲み込まれた街の方向から、何かまばゆい光を放つ物体が跳躍するのが見えた。

　タケルは顔を顰しかめ、その物体を目で追う。

　物体は天高くまで上じよう昇しようすると、真まっ直すぐにこちらの方へ降ってくる。

　その軌道はまるで迫はく撃げき砲ほうの弾たまのようだった。

「さあ続きをやろうではないかッ！　こちらも出し惜おしみは無しだ！」

　ホーンテッドは気づかない。魔ま法ほう陣じんを出現させて、剣先を指でピンピン弾はじきながら高こう揚よう感に身を震ふるわせている。

　光を帯びた物体が、急降下してくる。

　こちらへ──いや、ホーンテッドの真上へ、真っ直ぐに。

「さあさあさあ本当の絶望というものを君に教えてあげ──




　────ぴッ」




　悦えつに入いった台詞せりふを言い終える寸前に、ソレはホーンテッドに直撃した。

「ぴッ」という謎なぞの悲鳴を上げると同時に、ホーンテッドの頭部が黒い拳こぶしのようなものに潰つぶされるのが見えた。

　衝しよう撃げきで丘おかに巨大なクレーターが出来上がる。

　さすがのタケルも怒りを忘れて啞あ然ぜんとしてしまう。

　視界が土つち煙けむりで覆おおわれ、何が起こったのかさっぱりわからなくなる。

「い、いったい何が──!?」

　タケルが呆ほうけた声を上げたその刹せつ那な──目の前に黒い拳があった。

　拳はタケルの頰ほおを思いっきり歪ゆがませて、そのまま彼の顔を殴なぐり抜いた。

　頭から後ろへ吹ふき飛び、タケルの身体が地面をバウンドする。

　ふっ飛ばされた勢いが収まると、タケルは頰を手で押さえながら身体を起こした。

　そこに立っていたのは、

「何をしている草薙！　さっさと自分の目的を遂すい行こうしろ！」

　漆黒の鎧よろいに身を包み──怒りの形相でこちらを睨にらむ最強の男だった。

　腫はれ上がった頰をラピスが治ち癒ゆしている最中に、タケルはその名を呼ぶ。

「鐵くろがねさん……あんた生きて──」

「妹を捜せ、馬ば鹿か者ものが！」

　こめかみに青筋を立てて怒ど鳴なる鐵隼はや人との姿は、この世の何よりも恐おそろしくタケルの目に映った。

　檄げきを飛ばされたタケルは、肩かたをびくつかせて口をつぐむ。怒りが引っ込み、冷静さを取り戻すどころかビビって頭の中が真っ白になってしまう。

　隼人はタケルに背を向けて、ぺしゃんこに押し潰されたホーンテッドの方へ歩いて行く。

「くだらん奴やつを相手に気を紛まぎらわせるな。怒りは捨て置け。少なくとも今は必要ない」

「…………」

「前だけを見ていろ。今までそうしてきたようにただ突つき進め」

「…………………」

「貴様の怒りはこの俺が請うけ負う」

　隼人はガンスピンを行いながら、腰こしのホルスターから銀色のレリックイーターを引き抜ぬいた。

　黒色の装そう甲こうに銀が混じり、ハイブリッドの魔女狩り化は即そく座ざに完かん了りようした。

　彼の背中には迷いなどなく、弱さなど欠片かけらも存在しない。

　ただただ大きく、逞たくましかった。

「行け。貴様の法エゴが正しいと、この俺に証明してみせろ……！」

　吹き荒あれる黒と銀の魔力を纏まとい、鐵隼人は大きな背中にタケルの怒りを背負ってくれていた。

　その背中が今までどれほどのものを背負ってきたのかを、タケルは知らない。

　されどその背に途と方ほうも無い覇は気きと信念が宿っていることを、一度相対したタケルは知っている。

　タケルは拳を握にぎり、小さく頭を下げた。

「…………感謝します……ッ！」

　跳ちよう躍やくと同時に魔力を噴ふき荒らし、タケルが戦せん闘とうから離り脱だつする。

　肩かた越ごしに隼人の背中を目に焼きつける。

　あれほど頼たのもしい背中を、タケルは今まで見たことがなかった。

　目が覚めた。

　言われた通り、やるべきことをやろう。

　己おのれを戒いましめながら、タケルは前を向く。

「──ラピス！　キセキの居場所を探れ！」

　相棒に命令を下し、タケルは己の果たすべき目的を遂行するために、空を駆かけるのだった。
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　タケルが去って行く音を聞きながら、鐵隼人は静かに目を閉じた。

　それでいい、と心の中でタケルへ告げる。

　タケルの在あり方を変えようと己の法エゴをぶつけ、正そうとしたことを、隼人は間ま違ちがいだったとは思わない。

　かつて峰みね城しろ和かず眞まが隼人にそうしたように、お互たがいの法エゴを衝しよう突とつさせた結果だ。

　草薙タケルは譲らなかった。正しいのか間違っているのかではなく、少年は己の信じた道を進み続けると決めていた。

　かつての峰城和眞や隼人と同じように。

　ならばもはや、隼人がタケルにぶつける言葉は何も無い。

　自分もまた、己の道を進むまでのこと。

「……君というやつは、空気を読むということを知らないのかね……」

　隼人の乱入により出来上がった巨きよ大だいなクレーターの底で、ぺしゃんこに潰れたホーンテッドがため息混じりに呟つぶやきながら、ひょいと起き上がる。

　隼人は閉じていた瞼まぶたを開いた。

　ホーンテッドはクレーターの底でボロボロになった神父服の汚れを手で払はらってから、乱れた髪かみを整えている。

　隼人はクレーターの縁へりで冷ややかにホーンテッドを見下ろした。

　ホーンテッドも心底不ふ機き嫌げんそうな顔で隼人を見上げる。

「君はいつもいつも唐とう突とつに現れて、僕のディナータイムの邪じや魔まをしますねぇ。前回は君に対する予防策を用意していたから邪魔されずに済みましたけど、これでしてやられたのは三回目ですよ」

　ホーンテッドはジト目で隼人を睨む。

　隼人はいつもの強面こわもてを維い持じしていたが、カリギュラのシリンダーに弾を補ほ充じゆうしながら小さく口元に弧こを描かせた。

「悪いな。貴様の邪魔をするのは俺の趣しゆ味みだ」

　それは隼人の人生で、初めての軽口だったかもしれなかった。

　ホーンテッドは軽口を鼻で笑う。

「君と戦うのは面おも白しろくないから嫌なのだが」

「そう言うな。俺の趣味に付き合え」

「どれだけ僕が陥おとしいれようと、どれだけ仲間を殺そうと……君は一いつ切さい動じない。法とやらに固こ執しつしているせいか感情の揺ゆれが小さすぎる。戦っていてとても退たい屈くつだ。ただ強いだけの奴が、僕はだぁい嫌きらいなんだ」

「お互い様だ。何度殺しても死なない貴様をいたぶるのは退屈極きわまる。だが──」

　装弾を終えた隼人が、シリンダーを銃じゆう身しんに納める。

「──ずいぶんと死んだようだな。いくら命を増やすことができると言っても無限ではあるまい」

　ホーンテッドは驚いて目をしばたたかせた。

「おや、僕の不死性の成り立ちに気づいていたとは驚きだ」

「俺が殺す気で挑いどんで命を落としていない犯罪者は貴様だけだ。三度目は無い」

「ほほー」

「魔法により奪うばった命の数だけ命の在庫が増える。『絶望』属性魔法のデータは少ないが、魂そのものにダメージを与あたえる二に階かい堂どうマリの『極光』魔法を回かい避ひすることに徹てつ底ていしていたのを見て、貴様を殺すことは可能なのだと確信した」

　隼人は左手に握ったマクシミリアンを指で回しながら言った。

「ふむ。ご名答大正解。すごいなエグゼ隊長虫むし酸ずが走るし反吐へどが出るよ。しかしマリさんの極光魔法であればあるいは僕を殺し得たかもしれないが、いったい君はどうやって僕を殺すつもりだ？　策はあるのか？」

「もちろんだ。ところでホーンテッド──」

　隼人はガンスピンを止めて両手にレリックイーターを構えた。

　黒と銀の鋼が鈍にぶい光を放つ。

「──貴様の命のストックは、あといくつだ？」

　隼人はそれをホーンテッドの質問に対する答えとした。

　ホーンテッドは片手で顔を覆い、くつくつと笑う。

「なるほど。力押しの馬鹿の一つ覚えと言うわけだ。さすが強いだけの英雄様。感服したよ」

　腰を曲げ、粘ねばついた魔力を練り上げて、足あし下もとに魔法陣じんを出現させる。

　蠢うごめく歪いびつな力で装甲を練り上げ、英雄化を完了させる。なおも溢あふれ出る魔力が、ホーンテッドの周りを蠢きながら、怨おん霊りようを思わせる数え切れないほど多くの人の顔を形作った。

　ホーンテッドが指の隙すき間まから怒りに燃える瞳ひとみを覗のぞかせる。

「なあ鐵────僕は死霊術師だぞ？」

　ホーンテッドはそれを隼人の質問に対する答えとした。

　二人は表情を消し、瞳だけに怒いかりを灯ともして睨み合う。

　二人の力が爆はぜたのは、全くの同時だった。
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　赤い肉の森の中を、草薙キセキは彷徨さまよい歩く。

　街にかつての面おも影かげはどこにもなく、人影は一つたりとも見当たらない。

　そこら中に鬼おにの囁ささやきと悲鳴が轟とどろいているのに、百ひやつ鬼き夜行の本体であるキセキにとっては静せい寂じやくと同じだった。

「…………」

　タケルの言葉が頭から離はなれなかった。

　憎にくまれることで兄の気持ちを独どく占せんできる。兄から全すべてを奪えば、自分だけを見てくれる。この結論が間違っていたとは思わない。

　道がそれしか無かったからだ。

　それしか、草薙キセキという存在を保つことができなかった。たとえ破は滅めつ的なものであろうと、狂きよう気きに身を委ゆだねなければ百鬼夜行をコントロールすることなどできなかっただろうし、何よりキセキは破滅を望んでいた。

　間違っているとは微み塵じんも思わない。世界のために死ぬくらいなら、自分のために世界を犠ぎ牲せいにする。その気持ちは変わらない。

　でもどうしてこんなにも胸が痛いのかが、キセキはわからなかった。

　アルケミストが見せていた夢の世界から脱だつ出しゆつして、兄と再会した時もそうだった。自分の憎しみや嫉しつ妬とをぶちまけて兄と対たい峙じしたあの時も、キセキは同じ気持ちを味わった。

　──兄ちゃん、怒ったからな。

　激げき怒どするタケルを見たあの時も……虚むなしさのようなものが胸の中に残った。

「…………どうして……」

　迷いなんて無かったはずなのに、どうして自分はこんなところを彷徨い歩いているのだろう。

『あなたの願いを草薙が受け入れることは、絶対にありませんわ』

『タケルの気持ち、わかってあげてよ』

『愛いとしい愛しいタケル君に、本当は嫌われたくないからでしょう？』

　あの三人の言葉が思い浮うかんで、キセキは膝ひざをついて頭を抱かかえた。

「……うるさい……」

　震ふるえて掠かすれたその声は百鬼夜行の声にかき消されるほど小さかった。

　百鬼夜行達はキセキの悲鳴を代弁する。

『悲しい』『こんなの嫌いや』『どうして』『嫌いにならないで』『嫌いにならないで』『キセキを見て』『殺して』『愛して』『抱だきしめて』

『そばにいて』

　聞きたくない自分の本音が、耳を塞ふさいでも聞こえてくる。

　それが自分の本音だということが、キセキにはわかってしまう。

　わかりたくないのに、わかってしまう。

　キセキの手が頭から離れ、力なく地面に落ちる。

「もう同じことを何百回も、何千回も、何万回も……考えたじゃない……」

　さめざめと涙なみだする百鬼夜行に、キセキは言う。

　殺され続ける日々の中で、キセキはタケルを想おもい続けてきた。

　タケルにとって愛すべき妹であろうと、これでも努力してきた。タケルを兄として精せい一いつ杯ぱい愛そうと努力してきた。彼が面会にくる度たびに、自分は「タケル君」の妹なのだと言い聞かせてきた。

「タケル君」としてでなくとも、兄として会いに来てくれるのが嬉うれしかった。

　大切に想ってくれることを尊いと感じた。

　ずっとこのままでもいいと思っていた。どれほどの死の苦しみと痛みがあろうと、兄さえ会いに来てくれればそれで満たされた。会いに来てくれるだけで、キセキは可愛かわいい妹でいられた。

　でも……いつしか気づいてしまった。

　兄が自分以外の人間を見ていることに。

　外での出来事を兄から聞く度に、キセキの心は黒く黒く濁にごっていった。兄が離れて行ってしまうようで、話を聞いてもただ辛つらいだけだった。

　兄がそうなってしまった原因が自分にあることを、キセキは知っている。「お兄ちゃんは人の心がわからない」……あの一言が、結局タケルを自分から遠ざけてしまったのだ。

　──どうして？

　キセキは心の内で、いつも泣き叫さけんでいた。

　──キセキはお兄ちゃんしか見ることができないのに、どうしてお兄ちゃんはキセキだけを見てくれないの？

　涙はやがて怒りに変わっていった。

　怒りはタケルの裏切りにより、憎しみに変わった。

　キセキは彼の周りの人々を憎み、世界を憎み、そして──兄を憎むようになった。

「タケル君」だけを求めるようになった。自分にとっての救いは兄ではなく、かつて自分だけを見てくれていた「タケル君」だけになった。

　兄を憎み、自分だけを見てくれる「タケル君」だけを求め、兄から向けられる憎しみから「タケル君」を取り戻もどそうとした。

　向けられるものが愛情でなくとも、それで自分は救われるのだと思っていた。

　それなのに──

『この世で一番嫌いになった奴やつの、思い通りになろうとする奴がどこにいるッ！』

　この言葉が、キセキの心を突つき刺さした。

　憎むということを知っていても、憎まれるということがどういうことなのかを、キセキは理解していなかった。兄に憎まれるということは、兄を独占できる代わりに独りぼっちで死ぬということだ。自分を受け入れないこの世界で、たった一人受け入れて包み込んでくれた人を失うということなのだ。

　キセキの頭の中で、タケルの顔が浮かんでは消えていく。

　二人でいた時間は短くとも、たくさんの笑顔を見せてくれた。

　あんな風に怒おこったことは一度もなかった。

　また胸が痛んだ。

　鬼の大樹が涙を滴したたらせ、血の雨のように街へ降り注ぐ。

「これは望んだことでしょ……キセキは望んでいるのに、どうして泣くの……？」

　百鬼夜行はキセキの正直な感情を映し出す鏡のようなものだということは、キセキ自身が一番よくわかっている。いつだって百鬼夜行はキセキの願いを叶かなえていただけだ。百鬼夜行とキセキは別々の存在ではなく、個別に魂たましいを持っているわけでも、二重人格でもない。

　百鬼夜行は、キセキの手足であり、心そのものなのだ。

　故ゆえにいくらキセキが問いかけても答えが返ってくることはない。

　いくら否定しようとも、百鬼夜行の涙はキセキの涙だ。

　降り注ぐ血の涙を浴びながら、キセキは肩かたを抱だく。

　世界を滅ほろぼし、三五小隊の仲間を殺したとしても、もうタケルは一いつ緒しよに死んでくれはしない。あの目は本気だった。もしも仲間を殺そうものなら、タケルはキセキを殺す。

　以前の自分なら、それで満足していたかもしれない。

　兄の手で殺してもらえるだけでよかったかもしれない。

「お兄ちゃんのせいだよ……お兄ちゃんが悪いんだもん……」

　キセキが死ぬ時は、俺が死ぬ時だ。

　共に死ぬと……タケルはそう約束した。

　あの時からキセキは、タケルと共に死ぬことが悲願になった。

　もう叶わぬ夢である。

「キセキはどうすればいいの？」

　空に問いかけようとも、答えは返ってこない。

　目的を見失う。救われる道を見失う。

　何を選ぶべきなのかがわからない。

　…………。

　…………。

　──タケルの願いを受け入れ、彼の妹として残りの人生を生き続ける？

「それだけは絶対に嫌……！」

　苦く悶もんに顔を歪ゆがめて、空を見上げながら涙を流し、キセキは拳こぶしを握にぎる。

　タケルの願いなど夢物語でしかない。

　前のように兄妹きようだいにはもう戻れないし、再びあの暗い場所へ戻るつもりもない。タケルの言う通り人間の身体を手に入れられたとして、いまさら何だというのか。それで幸せになれると、彼は本気で思っているのだろうか。

　キセキは多くの人の命を自分の意思で奪うばった。後こう悔かいもなければ罪悪感もない。

　世界はキセキを許すか？　キセキがのうのうと生きていることを許すか？

　友人、家族、恋こい人びと、キセキに大切な人々を奪われた者達が許すはずがない。

　法と世界はキセキを裁くだろう。命を奪うか、苦しみを与えるだろう。

　結局また、キセキは檻おりの中で兄の話を聞くことしかできなくなるはずだ。

　そしてタケルは──また勝手に幸せになるに違ちがいない。

　キセキの頭の中に、夕焼け色の髪かみの女と寄り添そうタケルの姿が浮かぶ。

「お兄ちゃんの願いを受け入れるくらいなら……いっそ……！」

　どのみち、もはや後あと戻もどりなどできるはずがない。

「……もういっそ……全部……っ」

　ギチリと奥歯を嚙かみ締しめて、キセキは固く閉じた目をうっすらと開く。

　鬼の大樹が雄お叫たけびを上げ、街を埋うめ尽つくす百鬼夜行は再び破滅を呼び寄せる。

　手に入らないのなら、どうせ独りぼっちなら、キセキだけの「タケル君」が手に入らないのならいっそ──

　見開かれたキセキの瞳ひとみに、赤色が灯ともる。

「キセキを拒きよ絶ぜつするなら──！」

　大地が激げき震しんし、鬼の大樹がさらに巨きよ大だいさを増していく。

　世界を飲み込むために地下を侵しん食しよくする百鬼夜行の活動が活発化していく。

「──全部全部、壊こわれてしまえ……！」

　キセキの悲しみが百鬼夜行へと伝でん播ぱし、鬼の大樹が世界を覆おおっていく。

　もう何もいらない。何も手に入れることができないなら、全てを殺し尽くしてしまえばいい。世界に自分一人きりになってしまえば、きっとこの悲しみも消えてくれるはずだから。

　キセキは鬼に破滅を願う。

　鬼はその願いを、ただ叶えるだけだ。

「まずは、あの人から……！」

　最初に殺す相手は、もう決まっていた。
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　──鳳おおとり桜おう花かは荒こう野やに立っていた。

　ひび割れて草木一本生えていない乾かわいた大地に、女が一人倒たおれている。

　桜花はその女へ銃じゆう口こうを向けて、荒あらい息を吐はいていた。

「はぁ……はぁ……これでようやく……私の復ふく讐しゆうは終わる……！」

　地面に倒れている女は、桜花の憎にくき仇かたきだった。

　魔ま法ほうによって肉体の主導権を奪い、桜花に両親を殺させ、最愛の妹までもその手にかけさせた魔女だ。

　対魔導学園に入り、異い端たん審しん問もん官になり、エグゼの一員にまで登り詰つめ、数年かけてようやく仇を見つけ出したのである。

　あの惨さん劇げきから、長い年月が経たった。

　青春の全すべてを異端審問官になることに捧ささげ、友人も恋人も作らず、周りになど目もくれず、この時のためだけに生きてきた。

　およそ人らしい人生など桜花には無かった。

　楽しいことなど何一つ無かった。

　怒いかりと憎しみだけの歩みだった。

　桜花は遊底を引き、弾たまをチェンバーに送り込んだ。

「あの世で私の家族に詫わび続けるがいい……！」

　ようやく報われる時が来たのだ。

　この引き金を絞しぼればさぞや胸がすくことだろう。

　トリガーに指をかけ、笑えみに歪んだ唇くちびるを震ふるわせる。

「貴様を殺すことで、私はようやく──…………っ……！」

　桜花の口元が強こわ張ばり、言葉は詰まった。

　喉のどの奥から言葉が出てこない。

　眉まゆ根ねを寄せて、桜花は首を傾かしげた。

（復讐を果たしたその後、私は……どうなるのだ？）

　女を凝ぎよう視ししていた視線が、拳けん銃じゆうの銃口にとまる。

　銃口の向こうの女の顔がぼやけて、よく見えなくなる。

（……この女を殺したところで、私はどうなるのだ？）

　家族を殺され、復讐を果たしたところで、何も残らない自分に桜花は気づいた。

　桜花が過去の記き憶おくを手た繰ぐっていると、銃口の先で女が笑う。

　──殺しなさい。私はあなたの家族を殺した仇。殺してすっきりするといいわ。

　急せかすように、女は桜花に撃うてと言ってくる。

　だがいくら囃はやし立てられようとも、桜花の指先は動かなかった。

（今ここでこの女を殺せば、私には……何もなくなる。復讐だけが生きがいだった私には、その後の人生に残されるものが、何もない）

　桜花は呆ほうけた顔で、助けを求めるように周囲を見回した。

　荒野ばかりが広がっていた。

　地平線の向こうは陽かげ炎ろうにぼやけ、まるでこの先に待つ自分の人生のように不ふ明めい瞭りようだ。

　誰だれもいない。何もない。自分には、これからどう生きていくのかが、何も見えなかった。

　──さあ、仇を討つのよ。この時のために、生きてきたのでしょう？

　女が両手を広げて、桜花から下される裁きを待っている。

　逆に桜花の意志は揺ゆらぐ。

　本当にこのまま、復讐を果たすことが正解なのか？

　死を望むこの女に裁きを加えることで、復讐は果たされるのか？

　何より、

（……この虚むなしさを、私は知っているぞ）

　復讐の虚しさを、桜花は知っている気がした。

　まだ何も果たしていないはずなのに、この後に待つどうにも抑おさえきれない空くう虚きよを、桜花は知っている気がした。

　ぽたりと、乾いた大地に雫しずくが落ちる。

　頰ほおに指先を触ふれると、それは自分の涙なみだだった。

　涙の理由には見当がついていた。

　復讐すべき相手を前にして引き金を絞れないことへの家族への申し訳なさと、自分が一人であることへの寂さびしさに、桜花は涙していた。

　復讐をするだけで人生を終えることは許されない。

　殺すことだけが復讐ではない。

　復讐の後に、そばにいてくれる人が必要だ。

『──お前の隣となりを歩かせろ』

　桜花は誰かにそう言われたことがあるような気がしていた。

　その言葉を言ってくれた人の顔が思い出せなくて、一緒にいてくれたはずの人々のことを忘れてしまったことが悲しくて、桜花は涙を流す。

　とても大切なものだったような気がする。それはもしかしたら夢や妄もう想そうの産物だったのかもしれないが、たとえそうだったとしても、貴とうといものだった。

　桜花は一度空を仰あおぎ、涙をぬぐいながら目を細めた。

「…………これでは、ダメだ」

　怒りを堪こらえ、桜花は銃をホルスターへ仕し舞まい、バックパックから手て錠じようを取り出す。

　変わらず死を要求してくる女の手に手錠をかけながら、桜花は女を睨にらんだ。

「これが私の、貴様に対する復讐だ……生きて己おのれの罪を悔くい続けるがいい……」

　桜花に女が返す。

　──あなたはその煮にえ切らない憎しみと悲しみを抱かかえながら死ぬまで独りぼっちで生き続けるの？　殺せば少なくともすっきりするのに？

　桜花は迷わず返す。

「構わない。それが復讐に全てを捧げてきた私への罰ばつなのだろう」

　生きよう。この煮え切らない気持ちを抱いだきながら生き続けよう。

　苦しくとも、悲しくとも、寂しくとも、耐たえて生きるのだ。

　きっと家族も、それを望んでくれているはずだから──。

　隣を歩かせろと言ってくれた誰かも、望んでくれているはずだから──。

　桜花が目を閉じると、周囲が闇やみに包まれた。

　目の前にいたはずの女は消え、荒野に立っていたはずの自分は、何も無い暗くら闇やみの中に立っていた。

　記憶はすぐに戻もどってきた。荒野に立っていた自分の人生が偽いつわりであり、かけがえのない仲間達との思い出が蘇よみがえってくる。

　桜花は涙を手で拭ぬぐう。

　指先に乗った涙の雫を、桜花は優やさしく握にぎりしめた。

「……夢でよかったとは思わない。この虚しさは今も私の中にある」

　背後に誰かの視線を感じながら、桜花は呟つぶやく。

「しかし私は、仲間に出会っていなければ『寂しさ』も背負って生きなければならなかったのだろう」

　桜花は振ふり返って、背後に立つ夢の主を見つめる。

　下を向いて微び動どうだにしないキセキに、桜花は微笑ほほえんだ。

「礼を言おう。自分の愚おろかさを再さい確かく認にんさせてくれたこと……そして、私を殺さずにいてくれていることに感謝する」

　桜花はキセキのそばまで歩き、小さな彼女の前に立つ。

「君の気持ちがわかるとは言わない。でも草くさ薙なぎに対する君の気持ちは、少しだけ理解できる。私も……女だからな」

　桜花は一度言葉を切り、自分の胸に手を当てる。

　キセキは何も言ってくれなかったが、桜花は続ける。

「しかし、世界は君と草薙だけではない。たくさんの人間がいて、たくさんの生き方がある。君は世界を知らないはずだ」

「……………」

「復讐しか興味が無かった頃ころの私も、君と同じように何も知らなかった。教えてくれたのは草薙と、三五小隊の仲間達だ」

「……………………」

「お願いだ……どうか世界を見限らないでほしい。草薙と共に世界を知ってからでも遅おそくはないはずだ。私だって、もっと君のことを──」

　説得を試みようとした桜花だったが、不意にキセキがふらりと前に一歩足を踏ふみ出した。

　顎がつ下かから突つき上げるように、キセキの顔が近づく。

「なら教えてよ……どうしたらいいか教えてよ……」

　前まえ髪がみに隠かくれて、その顔は見えない。

「世界を見限るな？　そうじゃないよ。キセキが世界を見限るんじゃない、世界がキセキを見限ってるの」

「キセキ……」

「いいよね桜花さんは、お兄ちゃんの隣を歩けるもんね。マリさんもうさぎさんも斑鳩いかるがさんも、お兄ちゃんのそばにいることを許される。だけどキセキがお兄ちゃんのそばにいることを世界が許すと思う？　こんな身体からだのキセキを？」

「……必ずそばにいられるようにする。君の身体を人と同じにして──」

「同じになったからなんだっていうの？　キセキがいったいどれだけの人間を殺したと思ってるの？　お兄ちゃんの願いに従ったところで、キセキは檻おりの中だよ。今までと何も変わらない」

「そうはならないさ……！　悪いのは君の身体であって、君の心は人間──」

「──何もわかってないじゃない！　これは全部、キセキが望んでやったことだ！」

　桜花は少しだけ身体を仰のけ反らせて、激げき怒どするキセキを見た。

　前髪の隙すき間まから赤く濁にごった瞳ひとみが覗のぞく。

　キセキは細い腕うでを桜花の首に伸のばし、思いきり絞しめた。

「ぐっ──！」

　息が詰まり、喉に指が食い込むと同時に、再び世界が一変した。

　一変──違ちがう。世界が元に戻ったのだ。

　目を開くと、桜花は赤い肉に包まれていた。

　目の前で、キセキの本体が桜花の首を絞めている。

　これは夢じゃない──現実だ。

　身体が百ひやつ鬼き夜行に埋うまっていて桜花は動くことができない。

　辛かろうじて動かせた右手でキセキの手を解ほどこうとするが、力は圧あつ倒とう的に相手の方が上だった。

「キセキは最初から言ってたはずなのに、誰もわかってくれなかったよね。キセキの身体はキセキの願いを叶かなえる……噓うそでもなんでもないのに、お兄ちゃんも桜花さんもほんと馬ば鹿かだよ。キセキがこうなる前にさっさと殺してくれれば何もかも丸く収まったのにね」

　キセキの瞳には光が無かった。

　もう何もかも諦あきらめたかのような、失意だけが宿っている。

「もう手て遅おくれだよ……今のキセキは殺されるだけじゃ満足できないもん。自分が死んだ後、お兄ちゃんが桜花さんと幸せになるのなんて耐えられないもん。だからお兄ちゃんと一いつ緒しよに死ねるように、世界を滅ほろぼそうとした……」

「……くっ……」

「……でもお兄ちゃん頑がん固こだから、それも無む駄だだった。ほんとお兄ちゃんなんて大だい嫌きらい。『タケル君』にも嫌われちゃったし、いっぱいいっぱい殺しちゃったし、後あと戻もどりなんてできない。キセキががんばるのも、もうおしまいにするよ」

　首に食い込む手に、さらに力がこもる。

「あなただけはキセキが殺す……お兄ちゃんをキセキから奪うばったあなただけは、キセキの一部になんかしない……この手で殺す」

「…………っ」

「じゃないと、キセキの気が済まないから……っ……！」

　これしか道が無いのだと、キセキは口をへの字に歪ゆがませて、力をこめる。

　納なつ得とくなどできていない証しよう拠こに、キセキの瞳から涙が一ひと粒つぶこぼれ落ちた。

　桜花はキセキの手を解こうと足あ搔がくが、生身ではどうしようと太刀たち打うちできない。

　薄うすれゆく意識の中で、桜花はキセキを見ていた。

　滴したたる涙は透とう明めいで、まるで彼女の味わってきた絶望が溢あふれ出しているようだった。

　彼女はどれほどの涙を今まで流してきたのだろう。

　どれほどの苦痛の中で生きてきたのだろう。

　兄に会うために最奥監かん獄ごくから抜ぬけ出したあの時まで、彼女は狂くるわずに生きてきた。

　狂わずにいられたことが、どれほど強い心の持ち主かを物語っている。

「…………」

　だが今目の前にいるのは、桜花にはただの女の子に見えた。

　どこにでもいる、繊細な心を持った弱い女の子だ。

　苛か烈れつすぎる自分の状じよう況きように心が砕くだけてしまっただけの、愚かで小さな子供だ。

（……私には……この子の気持ちがわかる）

　桜花は自分の人生を振り返らざるを得なかった。

　家族を殺された時、どう生きればいいかわからなかった。間ま違ちがっていようとも生きる道を……復ふく讐しゆうという生き方を見つけて、それだけを糧かてに生きてきた。

　今のキセキと同じように、それしか救われる方法が見つからなかった。

（私には……この子を責めることが……できない）

　今のキセキは復讐を終えた後の自分に似ていると、桜花は思った。

　目的を達成したか達成できなかったかの違いは問題ではない。

　終わった後に何も残らなかった絶望が、同じだと思ったのだ。

　違うのは、終わった後にそばにいてくれる人がいるかどうかだ。

　今目の前にいるのは、仲間がそばにいなかった場合の自分自身だった。

　桜花は今一度思い出す。

　自分を守るために自ら命を投げ出した父と母。

　妹の血で濡れた自分の手。

　凍いてついた脆もろい心を、少しずつ温めてくれた仲間達との思い出。

　家族の仇かたき、ラフメーカーへの復讐。

　そして最後に、虚しさを包み込んでくれた、タケルの温ぬくもりを思い出す。

「……キセキ……」

　桜花は抵てい抗こうをやめて、キセキの手に自分の手を添そえた。

「私を殺せば……それでいいのだな……？　それで満足なのだな？」

「…………」

「ならば……私を殺すだけで……それで許してもらえないだろうか……？」

　桜花の瞳から雫しずくが滴るのを見て、首を圧おしていた力が、ほんの少しだけ弱まった。

「君の気が済まないのはわかってる……でも、お願いだキセキ……私はもう……」

「…………」

「私はもう……大切なものを何一つ失いたくない……っ、もう二度と……あんな想いはしたくないんだ……っ」

　恥はじも、誇ほこりも、信念も。

　何もかも捨てて、桜花は泣いた。

　命いのち乞ごいをするように、キセキに泣きすがる。

　キセキの目にはさぞや情けなく映ったことだろう。さぞや惨みじめな姿だろう。

　しかし桜花はもうあんな想いには耐えられなかった。

　自分の心の弱さを、桜花はよく知っている。小隊の中で一番心が弱いのは自分だということは、前々からわかっていた。

　きっと小隊の他の仲間達は、自分とは違うだろう。

　きっとキセキに怒いかりを向けるか、説得するか、敵対するに違いない。

　でも桜花には、キセキに対してこういうやり方しかできなかった。

　命を懸かけて、命乞いをすることしかできなかった。

「お願いだから……みんなを、殺さないでくれ……！」

　ひたすらに懇こん願がんする。キセキに自分の想いが届くように、今まで味わってきた心が壊こわれてしまいそうなほどの想いが届くように、頼たのみ込む。




　記き憶おくではなく、想いが届くように──




「……………………」

　泣きじゃくる桜花の顔をキセキは啞あ然ぜんとしながら見つめていた。

　しかしやがて、キセキの瞳からもぽつぽつと涙なみだが零こぼれ始める。

　その涙に呼応するように、桜花達を包む百鬼夜行もまた、涙を流していた。

　今キセキの中には、桜花の想いが流れ込んできていた。

　夢を見せるために桜花と百鬼夜行を、繫いでいるからだ。

「……やめろ……」

　キセキが桜花の首を絞めながら、焦あせったような声で言った。

　流れ込んでくる。

　桜花の想いが。

　家族を失った絶望や、仲間達への想いや、復讐を果たした時の虚むなしさが。

　タケルへの感謝と温かい想いが、桜花の全すべてがキセキの中に流れ込んでいく。

「やめろ、泣くな……」

「頼む……お願いだ……」

「泣くな……！」

　泣き止まない桜花の首を絞めながら、キセキの涙も止まらなくなっていく。

　夢の中で、西さい園おん寺じうさぎが言った。

　人は記憶だけでは理解できない、と。

　桜花の想いは、まさにそれを物語っていた。人の記憶を覗いてみたところで、その人を理解できるわけではない。その記憶を通して抱いだいた感情や想いを理解することこそが、人を『知る』ということなのだ。

　キセキの中を駆かけ巡めぐる抑おさえきれない悲しみと、流れ落ちる涙が、桜花に対するキセキの理解を物語っている。

　キセキには桜花の想いが理解できてしまった。

　皮肉にもキセキが最初に理解した人間は、兄でも「タケル君」でもなく、

　──一番憎にくんでいた鳳桜花だった。

「あなたのことなんか理解したくないのに……やめてよ……！」

　自分の経験してきたことの方が凄せい惨さんなのは間違いないのに、キセキは桜花の想いを否定できなかった。

　桜花に共感してしまっているからこそ、涙が止まらないのだ。

「やめてよ………もう、やめてよォォォッ！」

　キセキが悲しみと苛いら立だちに任せて叫さけび声を上げる。

　首がさらに締め上げられ、桜花はついに死を覚かく悟ごした。




「まったく本当に……世話のかかる主だ……」




　その時、桜花の耳元で声が響ひびいた。

　瞬しゆん間かん、首を絞めていたキセキの手に電流のようなものが走り、キセキは桜花から手を離した。

　わずかに開いた距きよ離りを見計らったように、二人の間に男が出現した。

　赤いマントのようなものに身を包んだその男は、桜花に背を向けたまま膝ひざをつき、結界を張った。

「──っ！」

　キセキが腕うでを振ふり払はらい、百鬼夜行で桜花を圧縮しようとする。

　迫せまる肉の壁かべが結界にぶち当たり、激しく火花を散らす。

　桜花はその男を見たことが無かった。顔はフードに隠かくれて確かく認にんできなかったし、こんなに背が高く大きな背中を持つ男は、知り合いにいない。

　しかし桜花にはそれが誰だれなのかがすぐにわかった。

「……ヴラド？」

「このたわけが。余は仲間を救うために自分の命を投げ出す愚おろか者を主にした覚えは無いぞ。恥を知れ恥を」

　この説教臭くさい物言いとしゃがれた声は、間違いなくヴラドだ。

　頭の中で聞こえるのと耳で聞くのでは、声の響きがまるで違った。

　不ふ遜そんでふてぶてしいのに、その声は低くて優やさしい響きをしていた。

「だが……汝なんじらしいと言えば、らしいのであろうな。相も変わらず心が脆ぜい弱じやくだ。貧弱だ。弱くて弱くて、赤子でも育てている気分になってくる」

「…………」

「あの男……和かず眞まも汝を守るために同じことをした。どうしようもなく似ておるわ」

　くっくっと、喉のどで低くヴラドは笑う。

　キセキの姿は肉の壁に埋もれて見えないが、その間も百鬼夜行でヴラドと桜花を飲み込もうとしていた。

　今いる場所は地下深く、恐おそらく上も下も百ひやつ鬼き夜行で埋うめ尽つくされている。途と方ほうも無い体積を持った百鬼夜行が、一気に桜花とヴラドへ向けて集束しているに違いない。

　ヴラドは魔ま導どう遺産。単体で行使できる魔法は燃費が悪く、すぐに魔力が尽きてしまう。

　桜花は正気に返り、涙を拭ぬぐいもせずにヴラドに手を伸のばすが、身体からだを拘こう束そくされているため届かない。

「焦るでない。少しは余の話をちゃんと聞け」

「しかしこのままでは！　私の血を使え！」

「不要だ。地上へ出るにはそれでも足りぬ。汝は、仲間も助けたいのであろう？」

　ヴラドは笑うのを止めて、静かに息を吐はいた。

「案ずるな。方法はある」

　頼もしい背中が、ゆっくりと起き上がる。

　そしてヴラドは、両手を広げた。




「──余の魂たましいを魔力へと変へん換かんする。それ以外に道は無い」




　それを聞いて、桜花の顔が強こわ張ばった。

「ふざけるな……！　そんなことできるわけ──」

「できるとも。魔導遺産の魂は、魔力が生じて出来るものだ。ならばその逆もできて当然。決して不可逆ではない」

「ダメだ！　許さんぞ！　お前の主は私だ！　私の言うことを──」

「聞けぬな」

　力強い一言に、桜花の言葉が詰つまる。

　ヴラドは腕を下ろし、天を仰あおぐように上を見た。

「因果なものよ。あやつが命を落とし、次にやってきた契けい約やく者が……その娘むすめとは」

「ヴラド……やめるんだ……！　私の血を使えばなんとかなる！　やってみなければわからないだろう!?」

「汝が死ねば、仲間はどうなる。あの小こ僧ぞうはどうなる。あの哀あわれで愚かな鬼おにの少女はどうなる。救いたいのであろう？　全てを」

　手を伸ばす桜花の瞳ひとみから、涙があふれる。

　やめろ。やめてくれ。

　それだけはダメだと、桜花は足あ搔がく。

「これで余は、無念を晴らすことができよう」

　ため息混じりに、ヴラドは言った。

　重く重く、嚙かみ締しめるように、己おのれの業を吐き出すように。

「これはあやつを……和眞を救えなんだ余の贖しよく罪ざいだ。そばにいてやれなんだ余の使命だ。汝が復ふく讐しゆうという宿命を背負ったのも、元を辿たどれば全て余の不ふ甲が斐いなさ故ゆえ……」

　ヴラドの言葉に、桜花は目を見開く。

　彼は和眞との契約を解いたことを、ずっと悔くいてきたのだ。審しん問もん会を離はなれ、家族を選んだ和眞を一人で行かさざるを得なかったことを、ずっと無念に想っていたのだ。

　自分が和眞を守ることができていれば、桜花は復讐の鬼とならずに済んだ。

　ヴラドは、そう言っているのだ。

「……違ちがう……それは違うぞヴラド……！」

　ヴラドの背負ってきたものを、桜花はこの時ようやく理解した。

「……許せ、主よ」

　桜花の伸ばしていた手が、空くうを摑つかむ。

「行くな……お前がいなければ、誰が私を叱しかる……誰が私の耳元で悪態を吐くというんだ……」

　歯を食いしばりながら、それでもヴラドの背中に手を伸ばす。

「お願いだから……私を一人にするんじゃない……っ！」

　その時だった。

　ヴラドがマントを翻ひるがえし、勢いよく桜花を胸に抱だいた。

　強く強く、抱きしめた。

「汝は決して一人ではない。己を信じ、仲間を信じよ。気高くあれ。それが何よりの武器となる」

「…………」

「亡なき骸がらだけになろうとも、余は必ずや汝の気高さに応えよう」

「…………」

「さらばだ、主よ」

　嚙み締めるような声の後、結界に罅ひびが入る。

　もう数秒も保もちはしないだろう。

　残された時間は、ほんのわずかしかなかった。

　桜花は瞳を泳がせる。

　何か言わなければ。伝えるべきことがあるはずだ。これまでの数え切れないほどの感謝と、気に障さわるようなことばかり言ってきたことに対する謝罪と、素す直なおになれない自分を受け入れてくれたことが嬉うれしかったこと……他ほかにももっと、伝えなければならないことがたくさんある。これが相棒と一いつ緒しよにいられる最後の時間なのだ。

　でも、言葉が出てこない。

　こみ上げるのは感情だけで、言葉が出てこなかった。

　桜花はゆっくりと、涙なみだでくしゃくしゃになった顔を上げて、ヴラドの顔を見上げる。

　陰かげになって見えない、その顔を見上げる。

「行かない、で……置いて、行かないで……そばにいて……っ、私は、もう何も……っ」

　失いたくない。

　桜花の口から出たのは、感情的な願いだけだった。

　その言葉を聞いて、ヴラドは頭のフードを取り払った。

　そして、太くて大きい指で桜花の涙を拭いながら、




「桜花、お前の血は──この世の何よりも、美味であったぞ」




　──ヴラドは優しく微笑ほほえんで、最後の別れを桜花に告げた。
















　桜花の視界が凄すさまじい力と光に包まれる。

　その光の中で、桜花は泣き叫んだ。

　掌てのひらの中には、しっかりとヴラドの亡骸が握にぎられている。

　忘れないために、もう二度とこの手を放さないために、桜花は強く強く拳こぶしを握る。

　ヴラドの顔を、桜花は忘れない。

　どこか父親に似た、あの何もかも包み込んでくれる笑顔を、決して忘れない。

　光の中で、桜花は涙に濡ぬれた瞳を見開く。

　悲しみと気高さを胸に、両手の銃じゆうを胸の前で交差する。

　そして──

「限りなき願いをもってSummis desiderantes affectibus……！」

　共に征ゆくために、その言こと霊だまを、

「──魔女に与える鉄槌をMalleus Maleficarum！」

　相棒に届くように願いを込めて、解き放った。




　　　　＊＊＊




　地上へ戻もどったキセキは、得体の知れない感情に耐たえきれず叫び声を上げた。

　自分の経験してきた苦痛に比べれば、桜花が受けてきた悲しみや怒いかりや痛みなど無いも同然だと思っていた。

　しかし桜花から流れ込んできた想おもいは、キセキの心をどうしようもなく締め付けた。

　同時に、どうしようもなく嫉しつ妬とさせた。

　あれだけの絶望を経験し、孤こ独どくに自らの肩かたを抱だきながら戦っていた桜花に救いの手を伸ばしたのが、タケルだった。

　タケルだけではない。桜花には他にも支えてくれる仲間がいた。

　それらの大切な人々に向けられた桜花の想いが、何よりもキセキの心を突つき刺さしていた。

　自分の孤独さを嫌いやと言うほどに思い知らされたからだ。

　壊こわしてやるという気持ちすら抱けないほどに桜花の想いは眩まぶしくて、美しくて、羨うらやましくて仕方がなかった。

「なんで……っ、あの人はキセキとおんなじなのに、キセキには何も……っ」

　悔くやしさを口に出して、そうではないことを自覚してしまう。

　違う。キセキは桜花と同じだった。何も無かったわけじゃなかったのだ。

　タケルはいつだって、キセキに手を差し伸べていた。タケルの想いが自分の願いと一いつ致ちしていなかったとしても、キセキのそばにはタケルがいた。

　身勝手で独善的だったけれど、タケルの想いは真まっ直すぐだった。




　──必ずお前を幸せにしてみせる。




　何度も何度も同じことを言いながら、会いに来てくれた。

　キセキには桜花と同じように隣となりを歩こうとしてくれる人がいたのだ。

　それがどれほど幸せなことだったのかを、本当にいまさらながら思い知る。桜花の想いを通じて、想い知る。

「キセキは自分で壊しちゃったの……？　あの人と同じになれたのに、タケル君の手を振ふり払はらったから……？」

　キセキは自らの手でそれを壊してしまったのだ。

　間ま違ちがいはアルケミスト第一研究所で、タケルと再会した時だ。

　あの時タケルの手を取っていれば、キセキはこんなことにはならなかった。

　キセキは桜花と同じになれていた。

　あの時、間違ったのはタケルではなく、キセキだった。

　タケルに対する独どく占せん欲よくだけが先に立ち、見限ったのはキセキの方だ。

　タケルの手を取ったところで、キセキが考えていたような絶望は待っていなかったはずだ。桜花の想いを受け取った今となっては、それがよくわかる。たとえ人の身体からだを取り戻して、再び痛みと暗くら闇やみの牢ろう獄ごくに閉じ込められようとも、きっとキセキは桜花と同じ想いを抱くことができたはずなのだ。

　世界は残ざん酷こくだし、キセキを許さないかもしれないけれど、タケルだけは。

　タケルだけはそばにいてくれたはずなのだ。

　たとえ仲間がいても、桜花がいても、タケルは決してキセキを見限らない。

　大切なものに対して優先順位なんてものは、きっと彼には無いのだから。

　桜花の想いだけでも、それがよくわかる。

「それなのに……！」

　もう、何もかも失った。

　世界を混こん沌とんに叩たたき落とし、多くの命を奪うばい、兄から拒きよ絶ぜつされてしまった。

　それだけだったらまだよかった。

　今度は桜花のせいで、後悔まで植え付けられてしまった。

　後悔なんてものを抱いたのは生まれて初めてだった。

　あの時ああすればよかったなんて気持ちを、キセキは味わったことがない。

　キセキは自分の肩を抱きながら、周りを見た。

　何も無い。独りぼっちだ。周りにいるのは赤い肉……自分自身ばかりだ。

　なんて虚むなしくて、恐おそろしい。

　このままでは世界中が自分自身で覆おおわれて、世界が自分自身だけになってしまう。

「い、嫌……嫌だ……怖こわいよ……助けて……」

　身体が震ふるえ、声が上ずる。

　手て遅おくれだ。手遅れだ。もう誰だれも許してくれない。「タケル君」も許してくれない。

　自分のしてしまったことへの後悔しかない。後悔だけを抱きながら死ねない身体で永遠に生きていくというのか。

　そんなの絶対、耐えられない。

「……助けてよ、お、おにい──」




「──まだ手遅れではない。人は何度だってやり直せる。私がそうであったようにな」




　声は、地下から響ひびいてきた。

　キセキが涙で濡れた顔を上げる。

　すると、地面を埋うめ尽つくしていた百ひやつ鬼き夜行を突き破って、赤い閃せん光こうが空高く伸のびた。

　閃光の中から、ゆっくりと彼女が浮ふ上じようしてくる。

　大きな翼つばさを広げて、まるで悪あく魔まのような姿をしながら──桜花は再びキセキの前に現れた。

　桜花の周りには、赤い球体結界に包まれたマリとうさぎ、斑鳩がいた。

　桜花はあの百鬼夜行の地じ獄ごくの中から、あろうことか仲間全員を捜し出し、救出して地上へ這はい上がってきたのである。

　桜花は、少しだけ怒おこったようにキセキを見下ろす。

「選ぶのは君だ、キセキ。君がまだ破は滅めつを望むなら、私は君を拒絶するだろう」

「……っ」

「でも、もし君が草薙の手を取るというのなら」

　桜花は一度目を閉じて、怒りを引かせる。

　そして、仲間と共に地上に降り立つと、桜花は、

「私は──君を守ろう」

　そう言って、キセキへ手を差し伸べた。








最終章　そして想いは砕くだかれる
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　完全なる不死を体現した魔法使いは、この世界には存在しない。

　魔導に携たずさわる者にとって不死とは一つのテーマであり、到とう達たつ点である。アンデッド、吸きゆう血けつ鬼き、人にん形ぎよう遣つかい、悪魔崇すう拝はい、錬れん金きん術じゆつ、不死を目指す者達の末路はだいたいそんなところだ。

　遺伝子の継けい承しようによる不死を体現したアルケミスト代表杉すぎ波なみ朱す雀ざく然しかり、真祖の模も倣ほうにより完全な不死を偽いつわったウェストサイド純血の徒統とう括かつエリザベーテ然り、吸血鬼の細さい胞ぼうによるダンピール化を果たした草くさ薙なぎオロチ然り、行き着く果ては人外の魔境である。

　しかしそれらの人としての道を踏ふみ外した者でさえ、完かん璧ぺきな不死を実現した者はいない。

　無論、この男も──。

「──ハハッ！　相変わらず冗じよう談だんみたいな強さだな！」

　ダーインスレイヴの固有性能により、斬撃を残留させながらホーンテッドは地面を滑すべるように後退する。

　蜘蛛くもの巣のように斬撃を張り巡めぐらせ、苦し紛まぎれに距きよ離りを稼かせごうとする。

　ホーンテッドの額には汗あせが滲にじんでおり、死を操る者を自じ称しようする男がいかに追い詰つめられているかを物語っている。

　距離を稼いだのも束つかの間ま、右手に黒、左手に銀の銃を握にぎる隼はや人とが、残留した斬撃を軽々と砕きながら突とつ進しんしてくる。

　──斬撃を気にもとめていない。全身を鎧よろいに包んだ隼人は、避よけることも防ぐこともせずに、そのまま張り巡らされた斬撃のど真ん中へ突っ込んできたのである。

　まるで効いていない。レリックイーターを二挺ちよう使役する隼人の防ぼう御ぎよ力は異常だった。

　最後の斬撃を砕いて、隼人がホーンテッドの懐ふところへ潜もぐり込む。

　顎がつ下かから不気味に光り輝かがやく隼人の眼光。ホーンテッドは引きつった笑えみを浮うかべながら、脳内に浸しん透とうさせた魔力によって反応速度を引き上げる。

　掃そう魔ま刀とうと同等の効果を発揮するこの脳内処理加速魔法は、普ふ通つうの魔法使いはまず扱あつかわない。脳の中ちゆう枢すうに魔力を流すという行こう為いは非常に危険であり、慎しん重ちようを要するからだ。ほんのわずかなミスが死に直結するような行為をしようという魔法使いはどこにもいない。

　たとえ一流の魔法使いであろうと、戦せん闘とう中に発動しようとするものはいないだろう。

　ホーンテッドがこの魔法を使っているのは、彼が一流だからというわけではない。

　死ぬことを恐れないからだ。たとえ失敗しても、命のストックのある彼にとって、一度や二度の死はたいした消しよう耗もうではない。

　この魔法を使う度たびに、彼は死んでいるのである。

　懐に潜り込んだ隼人が、ホーンテッドの顎にカリギュラの銃じゆう口こうを突きつける。

　脳内処理速度を加速させたホーンテッドは、ギリギリでカリギュラの一いち撃げきを躱かわす。

　辛かろうじて動きを加速させているホーンテッドだが、

　──隼人はこのスピードが通常である。

　隼人の左手に握られた銀銃、マクシミリアンの銃口がホーンテッドの回かい避ひ行動の先に突きつけられている。

　──ドンッ！

　マクシミリアンから放たれた銀色の魔ま弾だんがホーンテッドの腹部に命中。

　弾丸をくらったホーンテッドは身体中の魔力を拡散させられて、脳内処理速度を引き上げる魔法も全すべて散ってしまった。

　舌打ちをしながら、ホーンテッドが前を向く。

　──カチャ。

　カリギュラの銃口が額に押し当てられていた。

「──二〇〇〇と三〇」

　そのカウントが意味するのは、この短時間に隼人がホーンテッドを殺した回数だった。

　カリギュラの撃げき鉄てつが下りると同時に、ホーンテッドの頭が木こっ端ぱ微み塵じんに破は裂れつする。

　頭部を失ったホーンテッドは、首から噴ふん水すいのように血を噴出させながら膝ひざをついた。

「二〇〇〇と三一」

　続けざまに隼人は残った胴どう体たいへ蹴けりを放つ。

　即そく座ざに頭が生え変わったホーンテッドは対応できずにそのまま胴への一撃を身に受ける。

　胸から下がはじけ飛んだ。

「二〇三二、三三、三四、三五、三六、三七」

　隼人の連撃は止まらない。ホーンテッドに蘇そ生せいする暇ひまを与あたえずに殺し続ける。

　銃撃と打撃を混ぜ合わせながら、間かん髪はつを入れずに死を与える。

　隼人のホーンテッドに対する不死への対応策は単純だった。

　殺し続けること。ホーンテッドが今まで殺してきた人間の数よりも多く、彼を殺すことだった。

　カリギュラとマクシミリアン。この二つのレリックイーターの特性はホーンテッドにとって厄やつ介かい以外のなにものでもなかった。

　まず最初にマクシミリアンの弾丸により体内の魔力を拡散させられ、脳の加速魔法を解除させられてしまう。そこへカリギュラによる暴力の嵐あらしだ。通常体内の魔力はすぐには充じゆう塡てんされない。枯こ渇かつしてしまえば再充塡までにそれなりの時間がかかる。

　その点、ホーンテッドは命を落とす度に体内の魔力がすぐさま再装塡される。死がリセットされて身体が完全な状態に戻もどるからだ。

　この凶きよう悪あくな不死性は、古代属性エンシエントプロパテイ『絶望』によりコンタクトが可能となる魔法生物と契けい約やくした恩おん恵けいだった。魔法生物は対価として魔力ではなく殺した人間の魂たましいを要求する。ホーンテッドが命を落とした場合は、魔法生物が提供した魂と引き替かえに新たな肉体を彼に与えるのである。

　しかしリセットされたところで、次から次へと死を与えられれば対応のしようがない。

　英雄化していなければ隼人の打撃に耐たえることもできないのである。

　隼人がカリギュラの五発目の弾丸を放つ。

　カリギュラの総弾数は五発まで、マクシミリアンは一発ずつ装弾が必要となる。

　弾切れになった隼人は打撃を続けながら魔弾をカリギュラへ装塡しようとした。

　だが──打撃による連撃は足下に出現した異形の薔ば薇らによって、コンマ一秒の間だけ止められた。

　さらに──

「調子に乗るなよバケモノ」

　すぐさま復活したホーンテッドが鋭するどい動きでダーインスレイヴによる五連突づきを放つ。

　突きは隼人本人ではなく、装塡しようとしていた魔弾へ直撃した。

　魔弾が突きを喰くらって弾はじけ飛び、魔力の粒りゆう子しとなって消える。

　マクシミリアンの装塡に切り替えようとしたが、用意した魔銀弾も突きによって弾かれた。

　攻こう勢せいが裏返る。

　ホーンテッドは英雄化を瞬しゆん時じに果たし、《ヒャズニングの血戦ベルセルク・エンチヤント》を付ふ与よさせて隼人へ襲おそいかかった。

　──しかし、

「ぬぅん！」

「──!?」

　次の瞬間、うなり声と共に隼人は薔薇に拘こう束そくされた状態から、突っ込んできたホーンテッドへ頭ず突つきを放った。

　隼人の渾こん身しんの頭突きは英雄化したホーンテッドの頭をたった一撃で血ち煙けむりにした。

　ホーンテッドは頭を失ったままよろよろと後退。

　英雄化が解けて再び膝をつきそうになったところで、またすぐに復活した。

　新品の頭をぶるぶると振ふって、不ふ機き嫌げんそうなジト目で隼人を見ると、隼人は悠ゆう々ゆうとカリギュラとマクシミリアンに弾を装塡していた。

《……もうちょい気張れよホーンテッド》

「……や、強すぎでしょ」

　思わず本音が漏もれる。

　この一連の攻こう防ぼうを終えるまでに五秒くらいしか経たっていないのに、軽く一〇〇回近くは殺されてしまった。こんな埒らちの明かないことをホーンテッドは何回も繰くり返し、もう死亡回数は二〇〇〇回を超こえている。

　強すぎると言われて、隼人はまるでウォーミングアップだとでも言うように首をごきりと鳴らした。

「あと何回だ、バケモノ」

　隼人の問いに、やれやれと苦く笑しようを浮かべるホーンテッド。

「いくらやっても無む駄だですよ。僕が今までどれだけの人間を殺してきたと思ってるんですか」

「命の在庫にカウントされるのは貴様が魔法で直接殺した人間のみだろう」

「…………」

　ギクッ。

　図星なのか、ホーンテッドの笑みがちょっと引きつった。

「しかも貴様はこれまでに幾いく度どとなく殺されているはずだ。しぶとさだけが取り柄えの能なしが、俺の与える死にどこまで耐えられるか見物だな」

「の、脳筋に能なしと言われてもね……しかし珍めずらしいこともあるものですねぇ、ここまでやる気満々な君を見るのは初めてです」

　装塡を終えた隼人が拘束していた黒薔薇を易々と引きちぎり、両手の銃でガンスピンを行う。

「当然だ。俺は今怒おこっている」

　怒っているという言葉に、ホーンテッドは驚おどろいてきょとんとした。

「意外ですね……そうですか怒っていますか」

「俺だけの怒いかりではない。この怒りは二人分だ」

　二人分。

　隼人はタケルに言った──『貴様の怒りはこの俺が請うけ負う』と。

　ホーンテッドはその言葉を思い出して、嬉うれしそうに目を輝かせた。

「いやぁ、てっきりお邪じや魔ま虫むし扱いをするところでしたが、いや実際お邪魔虫なんですが、なるほどそうですか！　草薙タケルの分も怒っているんですか！　初めてあなたに興味が湧わきました！」

　隼人の怒りに歓かん喜きして、ホーンテッドは嬉き々きとして剣けんを構える。

「──今のあなたには殺す価値があるかもしれない！」

　そしていまだかつてないほど巨きよ大だいな魔法陣じんを出現させて、髪かみを逆立てる。

　稲いな光びかりを発生させながら、ホーンテッドは異界の言語を口にする。

【イエ　イエ　シュブ・ニグラス　一〇〇〇匹びきの仔こを孕はらみし森の黒山羊やぎよ！　森の山羊よ！　我が贄にえを受け取り給え！】

　絶望属性魔法、邪じや神しんの住まう神話世界の魔法詠えい唱しようだった。

　隼人は魔法陣から異質な脅きよう威いが這はい出てくるのを予感して、すぐさまカリギュラの弾丸を放った。

　しかし弾は流動する結界に阻はばまれる。模も擬ぎ戦トーナメントの時に張っていた絶対結界魔法、《６６６の領域ナンバー・オブ・ザ・ビースト》だった。

　マクシミリアンによる射撃も試みたが、拡散できるのは障しよう壁へきの一枚のみ。術式と魔法陣が常に流動し、解除を困難にさせている上に、この魔法はその名の通り結界を六六六枚張っている。六六六重層に折り重なった結界を突とつ破ぱするには六六六発撃ち込む必要がある。一撃の重さを重視するカリギュラと一発一発装塡が必要なマクシミリアンでは突破するのは難しい。

　魔法陣の規模は大魔法クラス。召しよう喚かん魔法の類たぐいだろう。

　隼人は魔法を中断させることを諦あきらめ、弾を装塡して戦いに備える。

　鬼おにが出るか蛇じやが出るか。絶望の魔力が吹ふき荒あれ、黒き祝福の詠唱が終わると、魔法陣の中心に立つホーンテッドの姿があらわになった。

　形が変わっている。

　英雄化による装そう甲こうと、頭部にドクロを思わせる禍まが々まがしい仮面が備わっている。

　さらには彼の周りに粘ねん着ちやく質しつの魔力が停てい滞たいし、不気味な声を上げていた。

「神器召喚か」

　隼人が重い声でホーンテッドが発動した魔法の正体を口にする。

　魔女が単体で発動させることが不可能と言われているのは英雄召喚、伝説召喚、神話召喚の三つだ。ホーンテッドが使用したのは、準神話召喚に該がい当とうする。

　神器召喚とは、文字通りミスティルテインやレーヴァテイン、グングニルのような神器を召喚する魔法のことだ。本物の神を召喚するのは恐おそらく全人類を犠ぎ牲せいにでもしない限り不可能だが、神器は一時的であれば可能だ。

　といっても、制限時間つきであろうが生け贄に必要な魂の数は一〇万以上と言われている。

　それだけの数の生け贄をホーンテッドがいったいどうやって捧ささげたのか。

　愚ぐ問もんである。

《あーあ、使っちゃったよ……これやっちゃったらもう後が無いぞホーンテッド》

「んはっ！　いいんです！　ここは彼の怒りに敬意を払はらい、応えてあげるべきでしょう！　なぁに、たかがもう死ねなくなっただけのことですよ！」

　ホーンテッドがやたらとテンション高く仮面をダーインスレイヴの刀身でこつんこつんと叩たたく。

　隼人は目つきを鋭くした。

「……命の在庫を生け贄に消費したのか」

「怒った君を絶望の底にたたき落とすためには使う価値があると判断しました！　今をもって君は僕のディナーに並ぶ資格を得たわけです！」

　バッと両手を広げて、骨仮面が大げさなポーズを取る。

　小声でナハトが「なんでそんなに偉えらそうなのさ」と呟つぶやいていたが、テンションマックスのホーンテッドには届いていない。

　ナハトを胸の前に翳かざし、騎き士しのような構えを取って、ホーンテッドは隼人を睨にらんだ。

「光栄に思いたまえ。この姿の僕と戦うのは世界で君が初めて──」




「好都合だ──死ね」




　切り捨てるような言葉と共に、隼人がマクシミリアンのトリガーを引いた。

　台詞せりふを中断させられて、大げさなポーズのまま前を向くと、ホーンテッドの目の前に空気中に漂ただよっていた魔ま粒りゆう子しが集束した。

　マクシミリアンの固有性能。拡散させた魔力を再凝ぎよう縮しゆく。

　──からの大だい爆ばく発はつである。

「あヤベ、すっかり忘れて──」

　た。

　言い終える前に光が溢あふれた。

　今まで拡散された魔力が全すべて、ホーンテッドに襲いかかったのである。

　白銀の爆発のあまりの濃のう度どに地面が一瞬にしてドロドロに溶とけてしまう。まるで炉ろ心しんにでも落とされたかのような破は壊かいが、ホーンテッドの身体からだを包み込んだ。

「…………」

　キンッとマクシミリアンの空から薬やつ莢きようが地面に落ちて、粒子となって空気中に消えていく。

　爆発の規模は狭せまいが、威い力りよくは核かく爆発に匹ひつ敵てきする。

　こんなものをくらって生きていられるのは──

「バケモノが……！」

　隼人が唸うなり、腰こしを深く沈しずめ、爆発が収まると同時にホーンテッドがいた場所に突っ込む。

　同時に、ドロドロに溶けて沈んだ地面から──

「痛イじゃナいかぁあぁぁぁあぁあああぁあぁぁぁぁあああぁぁぁあああぁぁぁぁぁああぁああ！」

　狂くるったような怒ど声せいをあげて、ホーンテッドが溶よう岩がんの中からどぷんと飛び出してきた。

　空中でホーンテッドの剣と隼人の銃じゆうがぶつかり合う。

　超ちよう人じんとバケモノの戦いは、まだこれからだった。
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　魔導遺産の魂の発はつ露ろはまだ解明できていないが、魔力の生じた物質にのみ希まれに魂が宿り、人格を持つと言われている。

　そのメカニズムを知る者はいない。魔導遺産達自身にもわからない。

　だが魔導遺産が自害という形で己おのが魂たましいを魔力へ変へん換かんしたという記録は、多くはないが残されている。

　ヴラドの魂を対価にして得た魔力は、想像を絶する量だった。

《吸血鬼ドラキユリア》を執しつ行こうし、桜おう花かは血の匂においを追って仲間達の位置を捜し当てた。

　地下一〇〇メートル付近、それぞれ別の場所にいる仲間達を一人ずつ結界で包み、地上へと再び舞まい戻もどったのである。

　失った相棒の代わりに得たのは、仲間の命だった。

　捕とらわれていた仲間達も、百ひやつ鬼き夜行との繫つながりがあったおかげで桜花とキセキに何があったのか全て把は握あくしていた。桜花の想おもいを受け取った衝しよう撃げきで、キセキの感情が全ての百鬼夜行に伝でん播ぱしたおかげだった。

　手を差し伸のべる桜花は笑顔でもなければ、怒ってもいない。

　ただ真しん剣けんにキセキを見つめている。

　キセキは怯おびえたような表情のまま後ずさった。

「……キセキを守るなんて……そんなの、噓うそだよ……」

「噓ではない。君はもう、私を知っているはずだ」

「……信じない……」

「信じろ。私は愚おろかで浅はかな人間かもしれないが、君の気持ちを裏切るようなことは絶対にしない。私はもう、君のことを知っているからだ」

　キセキにだって、もうわかっていた。

　桜花の気持ちに噓はない。桜花の中には、キセキに対する恨うらみもなければ、嫌けん悪お感だって少しもなかった。

　彼女にあるのは共感と同情と、救いたいという想いだけだ。

　なおも怯えるキセキを見て、マリはジト目を桜花へ送った。

「愚かで浅はかで、しかも直情的だけどね」

「……こんな時に茶化すんじゃない」

　真剣だった桜花の表情が、少し引きつる。

「堅かた物ぶつで頑がん固こで空気が読めないも付け足しておいてくださいまし」

「西さい園おん寺じまで……やめないか」

　便乗してきたうさぎをたしなめるように桜花が言う。

　さらには横で考え込むように顎あごに手を当てていた斑鳩いかるがも、

「…………あんパン大好き？」

「──そこは欠点ではないだろう、なんなんだお前達は！」

　いつもの調子に戻って、桜花は仲間を怒ど鳴なりつける。

　人がせっかく説得しようとしているのに邪魔をするなと怒る桜花を他所よそに、斑鳩が一歩前へ出た。

「言っとくけど、私はあんたのことが大だい嫌きらいなままよ。守ってやろうとも思わない」

　斑鳩は目を細めて、キセキを睨む。

　キセキは目を逸そらしてうつむいた。

「あんたのしたことは許せない。おかげで世界もめちゃくちゃだし、私達があんたのために用意したものもめちゃくちゃ。正直世界中から恨まれて当然の人間だと思う」

「……っ」

　斑鳩は前髪をかき上げながら、口に棒付きのミントキャンディーをくわえて、小さく息を吐はく。

「……でも……まあ……鼻で笑うのだけは勘かん弁べんしてあげるわ。あんたの味わってきた苦痛は、正直キツかった。あれを一五年間も続けられていたら、私には絶対に耐たえられないもの」

「…………」

「……今のあんたみたいになるのはしょうがないのかもね」

　右みぎ腕うでをさすりながら、斑鳩はキセキから目を逸らす。

　夢の世界で斑鳩が味わったキセキの経験は想像を絶するものだったのだろう。斑鳩は謝りはしなかったが、彼女の苦痛を認めた。

「杉波は不器用なだけなんですのよ。きっと夢の中でキセキさんを煽あおったんでしょうけれど、本当はあなたのことを知りたかっただけなんですの」

「いや、それは無いわよ」

「照れないでもいいんですのよ～」

　うさぎにほっぺたをつんつん突つつかれて、斑鳩は仕返しにうさぎの両りよう頰ほおを両手で押しつぶす。

　こんな時でもじゃれ合う二人を他所に、マリは桜花の横に立ち、彼女の脇わき腹ばらを軽く肘ひじで突いた。

「たまにはいいことするじゃん」

「何様なんだお前は……」

　ジト目をしてくる桜花を無視して、マリはキセキに優やさしく微笑ほほえむ。

「……あたしらこんなんだし、頼たよりないかもしんないけど、世界がどんなにキセキちゃんを憎にくんでも、絶対に裏切ったりしないよ。たぶんキセキちゃんにとってはタケルが一番なんだろうし、あたしらも……まあタケルのことは好きよ。大好き」

　正直に言って照れくさそうに笑うマリを、桜花は少し羨うらやましそうに見ながら、彼女の本音を止めようとはしなかった。

「でもそれはそれ、これはこれでしょ。桜花が言ってたみたいに、人間って恋こいとか愛だけじゃないんだよ。他ほかにも楽しいこと、いっぱいあるんだ。同じくらい辛つらいこともあるけど、絶対に辛いことばっかりじゃない」

「…………」

「だからまずはさ……そのぅ……」

　マリはぽりぽりと頰を搔かきながら、自分の胸に手を当てた。

「……あたしと、友達になってよ」

　薄うすく頰を染めながら、マリはしっかりとキセキを見ながら言った。

　キセキの肩かたが、少し震ふるえる。

「……友達……？」

「そ、友達っ。まだいないでしょ？　友達になって、いっぱい話そう！　一いつ緒しよにたくさんいろんなことしようよ！　あたしもっとキセキちゃんのこと知りたい！」

　真まっ直すぐなマリの言葉に、キセキは何か言おうと唇くちびるを震わせた。

　しかしすぐに、口を横一文字に結んでしまう。

「……こんな身体のキセキを？　無理だよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　普ふ通つうの身体に戻れる方法は絶対にあるから！」

「いっぱい人を殺したキセキが、普通の生活を送れるわけない……世界をこんなにしちゃったのに……」

「──それでも！　友達にはなれるんだよ！」

　少し声を荒あららげて、マリは言った。

　瞳ひとみを揺ゆらしながら、キセキに自分の想いを伝える。

「キセキちゃんも、あたしのこと知ってるでしょ。あたしは自分のせいで多くの人を犠ぎ牲せいにしてしまった。それでも、今こうしてみんなと一緒にいられてる……死んだ人はあたしのことを許してくれないだろうけど、それでも、自分の力を人を救うことに使えるように努力してる……」

「…………」

「死ねば許されるわけじゃないんだよ。全部壊こわしても、無かったことになんてならないんだよ。確かにキセキちゃんは酷ひどいことをした。でもそれにはちゃんと理由がある。だから……だから、独りぼっちじゃなくなるくらい、いいじゃない」

「…………」

「……世界中がキセキちゃんが幸せになることを許さなくても、あたしが許すよ」

　キセキと自分の罪を重ねながら、マリは想いの丈たけをはき出す。

　ずっと黙だまっていたキセキの頰に、涙なみだの筋が流れる。

　過去に罪を犯したことのあるマリが言うからこそ、その言葉はキセキに届いたのだろう。兄以外の人がそばにいてくれることを保証してくれたことが、嬉うれしかったのだ。

　キセキの涙を見て感極きわまりそうになったマリの横に、うさぎがぴょこんと顔を出す。

「キセキさんが友達になってくれるのでしたら、わたくしお料理を教えてさしあげてもよろしくってよ？　キセキさん、草薙の好きな食べ物をご存じ？」

「……知らない……です」

「じゃ～、友達になってくれたら教えてあげますっ。一緒に草薙に手料理を振ふる舞ってあげましょう！」

　両手を合わせて提案しながら、うさぎはにっこりと笑った。

　下を向いたままだったが、キセキは肩を抱だく手にぎゅっと力を込めた。

　ずっとキセキから目を逸らしていた斑鳩も、同じように皆みなと並ぶ。

「……身体のことなら心配ないわ。普通の人間に戻すこともできるし、他にもっといい方法もある。あんたが今みたいに百鬼夜行を制せい御ぎよし続けられればの話、だけどね」

　斑鳩の言葉に、キセキがわずかに顔を上げる。

　斑鳩は真っ直ぐにキセキを見て、棒付きキャンディーを手でくるくる回しながら、口元に笑えみを作った。

「この私を誰だれだと思っているの？　杉波で一番優ゆう秀しゆうな斑鳩様を信じなさい。必ず世界を納なつ得とくさせてやるわ」

　これほどまでに頼たのもしい斑鳩を見たのは小隊メンバーも初めてだった。

　斑鳩がキセキを受け入れたことで、震えが止まる。

　桜花は今一度前へ出て、キセキの目の前で再び手を差し出した。

「──君はもう、一人なんかじゃない。私達がついている」

「……………」

「絶対に、君を孤こ独どくにはしないと約束する」

　──だからこの手を取ってくれ。

　差し出された桜花の手は、白くて温かくて、柔やわらかそうだった。




　　　　＊＊＊




　キセキは自分の掌てのひらを見つめながら、大おお粒つぶの涙を流していた。

　世界中に広がった百鬼夜行の活動は、すでに停止していた。

　街にそびえ立つ鬼おにの大樹も葉先から灰となり、枯かれ始めていた。

　その灰はまるで雪のように街を包む。

「…………っ」

　キセキは灰の降る空を見上げた。

　初めて、世界を見た。

　タケルだけを注視していた視界が、少しだけ広がったような気がした。タケル以外の人々が、手を差し伸べてくれている。キセキという異形を受け入れてくれている。

　嬉しかった。とてもとても嬉しかった。

　何故なぜもっと早くに気づけなかったのだろう。

　何故もっと早く、彼女達のことを知ろうとしなかったのだろう。

　タケルだけを見つめて、タケルだけを求めて、世界をここまで追い込んでしまった。

　もっと周りを見ればよかった。

　もっともっと、世界を知ろうとすればよかった。

　この世界は──残ざん酷こくなだけではないのだ。

　なんて愚かだったのだろうと、キセキは自分を笑う。

　目の前に差し出された桜花の手を見つめながら、キセキは──

　キセキは桜花から離はなれた。

「キセキ？」

　桜花が怪け訝げんそうにキセキを見る。

　キセキは顔を上げて、涙に濡ぬれた笑顔を桜花達に向けた。

「……ありがとう……でも」

　瞬しゆん間かん、キセキの足あし下もとに百ひやつ鬼き夜行が一気に集束した。

　桜花は戸と惑まどいながらも集まり始めた百鬼夜行から距きよ離りを取る。

　何をしようとしているのかを桜花の視線が問うと、キセキは、

「やっぱりキセキは……生きられないです……生きてちゃダメです」

　桜花は戦せん慄りつして、ヴラドの銃じゆう口こうを──集まり始めた百鬼夜行へ向けた。

　そして躊ちゆう躇ちよなく引き金を絞しぼる。

　しかし杭くいは高密度に濃のう縮しゆくされた百鬼夜行の触しよく手しゆに阻はばまれ、砕くだけ散ってしまう。

　いくら防がれようとも、桜花は射しや撃げきを止めなかった。

　桜花以外のメンバーも、キセキが何をしようとしているのか気づいた。

　集まった百鬼夜行は、キセキの周りをぐるぐると回り、やがて触手を鋭するどく尖とがらせて──その全すべてをキセキ自身へ向けた。

　キセキは、自らの死を望んだのだ。

　今までどれだけ辛い目に遭おうとも、兄からもたらされる死以外は受け入れなかったキセキが、自らの手で死ぬことを望んだのだ。

　百鬼夜行は、その願いを叶かなえてしまう。

「これが一番いいんです……もうこれ以上、誰も傷つかないんです……」

　誰も。そんなのが綺き麗れい事ごとだということを、キセキはわかっている。

「誰も」ではなく、「自分が」なのだ。

　マリの言う通り世界は辛いことだけではないかもしれない。辛くてもそばにいてくれる人がいれば、罪の重さに耐たえられるかもしれない。

　でもキセキは、マリとは違ちがう。

　この惨さん状じようは全て、自分で望んだことだ。望まぬ死を与あたえてしまったマリと、望む死を与えたキセキとでは決定的な違いがある。

　罪の重さに違いがありすぎる。

　生きていくのが辛すぎる。いろいろなことに耐えてきて、いろいろなものを諦あきらめて、斬きり捨てて、最後にもう一度耐えるチャンスを与えてくれた仲間達には、キセキも感謝していた。

　でももう、耐えられない。

　これはキセキの、罪からの逃とう走そうだった。

「……っ、あんたねぇ……！」

　それを一番よく理解し、激げき怒どしたのは斑鳩だった。

　斑鳩は肩を怒いからせ、キセキに詰つめ寄ろうとした。

　その肩を、桜花が摑つかんで止めた。

　桜花は首を横に振りながら、斑鳩を見つめる。

「もうやめよう。私達ができるのはここまでだ」

「いまさら何よ！　このままあのガキ死なせたら──」

「──違う。あとは任せようと、私は言っているのだ」

　そう言って、桜花は空を見上げた。

　釣つられて斑鳩達も上を見る。

　桜花は苦く笑しようしながら、空の上からやってきた者を出で迎むかえる。

　黄昏たそがれ色の魔ま力りよくで、虹にじのように空を彩いろどりながら、騒さわがしくやってきた者を出迎える。

「まったく……いつも来るのが遅おそい」

　その男は空から降ってきた。

　急いで飛んできたのだろう。魔力を吹ふき荒あらし、我が武む者しや羅らに腕うでを振り上げ、最大限の力をため込みながら、男は──




「キセキ─────────────ッッ!!」




　ようやくキセキの前に飛来した。




　──ゴ……ッ！




　男はキセキの目の前に、そのままの勢いで着地する。

　それは解放の魔法だった。

　着地と同時に、男を中心とした魔力の炎ほのおが街を包む。

《神殺しの付与ラグナロク・エンチヤント》により放たれた炎は、一瞬で周囲の百鬼夜行を吸収し、消し飛ばした。

　一瞬だった。

　一瞬で何もかも、タケルはキセキの周りを浄じよう化かした。

　それはまるで、キセキの罪を全て消し去ったかのような、晴れ晴れとした威い力りよくだった。

　あまりに一瞬で、キセキは啞あ然ぜんとしながら来訪者を見ることしかできなかった。

　一瞬で全てを奪うばわれ、一瞬で何もかも無かったことにされたようで、頭の中が真っ白になる。

　黄昏色の炎を纏まとい、男は剣けんを地面に突つき刺さしたまま、ゆっくりと立ち上がる。

「……おにい……ちゃん……？」

　装そう甲こうに覆おおわれて素顔が見えず、キセキは恐おそれを抱きつつも彼を呼ぶ。

　次の瞬間、背後に立っていた桜花が杭を放ち、装甲騎き士しの鎧よろいを強制的に解除させた。

　そこに立っていたのは紛まぎれもなく、草薙タケル。

　キセキの、兄だった。

　兄は身体からだを起こすと、キセキの前に立つ。

「──悪い、遅くなった」

　そして、タケルは真剣な顔でキセキに謝った。

　いつもそうだ。面会の時に、「遅くなってごめん」と彼は謝るのだ。

　そんな状じよう況きようじゃないのに、今の今まで自害しようとしていたのに、

　キセキはその言葉を聞いただけで……ほっとしてしまうのだ。

　タケルは謝った後、すぐに怒ったような顔でキセキを見下ろした。

「何しようとしてたのかしらねぇけど、喧けん嘩かの途と中ちゆうでいなくなるんじゃねぇよ。俺はまだお前に全部伝えてねぇんだから」

「…………」

「……まだ答えてもらってもいねぇし、逃にげるんじゃねぇよ、バカ」

　そして、頭をぺこっと叩たたかれる。

　痛くはなかったが、呆ほうけてしまったキセキは、自然と頭を手で摩さすってしまう。

　何か言おうとしても、言葉が出てこなかった。今はもう、キセキの心を反映させる百鬼夜行も周りにいなくなってしまった。

　キセキの頭の中は真っ白だった。

　何も考えられない。

　ただ呆けたまま、タケルの顔を見上げることしかできない。

　寝ね起おきのようにぼぅっとするばかりで何も言わないキセキを前に、怒った顔をしていたタケルも眉まゆをひそめて、表情はやがて苦笑に変わった。

　腰こしを曲げて、目線をキセキに合わせながら、タケルは顔を近づける。

「なあキセキ──お前まだ、俺のこと好きか？」

「…………ぇ……？」

「兄貴としてじゃなくていい。『タケル君』として、俺のこと好きか？」

　その問いが何を意味するのか、最初キセキにはわからなかった。

　それなのに何故か胸は苦しかった。

　苦しくて苦しくてたまらなかった。

　キセキは背を丸めて、胸を握にぎりしめるように拳こぶしを当てながら、涙なみだを堪こらえながら答える。

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………好き……大好き……」

　答えを聞いて、タケルは静かに目を細めた。

　笑いもせず、照れもせず、少しだけ悲しそうに目を細めた。

「そっか……でも、ごめんな……お前の知ってる『タケル君』は、もうどこにもいねぇんだ」

　それは決して拒きよ絶ぜつではなかった。

　しかしキセキの気持ちを受け入れたわけでもなかった。

　キセキはようやく理解する。

　タケルが、何を伝えようとしているのかを。

「ここにいるのはお前の兄ちゃんなんだ。昔は『タケル君』だったかもしれないけど、今はお前の兄ちゃんなんだ」

「……っ……お兄……ちゃん……？」

「ああ、そうだ。さっきも呼んでくれたよな。お兄ちゃんって」

　その優やさしい顔が、キセキには悲しくてしょうがなかった。

　拒絶ではない。受け入れたわけでもない。

　これは──振られたのだ。

「俺はもう──お前だけの『タケル君』にはなれないよ」

　ぽろぽろと、キセキの瞳ひとみから涙がこぼれる。

　キセキは涙をぽろぽろ流しながら、胸から手をどけて、下した唇くちびるを嚙かみ、膝ひざの辺りで両手で拳を作りながら、悲しみに耐える。

「タケル君は……もういないんだよね……キセキのことが、好きじゃないんだよね……」

「……………」

「キセキのこと……嫌きらいになっちゃったんだよね……？」

　子供みたいに泣きじゃくりながら、キセキは言った。

　タケルに憎まれるきらわれるのは自分で望んだことなのに、いまさらこんなことを言う馬ば鹿かな自分を無様に思いながら、キセキは言った。

　キセキが大好きだった『タケル君』はもういない。

　もう二度と戻もどってこない。

　自じ業ごう自得だ。わかっている。

　わかっているのにわかりたくない自分がいて、聞かずにはいられなかった。

「もういないからわかんないけど、ただ一つ言えることがある」

　キセキは顔を上げると、驚おどろいて目を見張った。

　タケルも静かに涙を流していたからだ。

　過去の自分を思い出しながら、失われてしまったその気持ちに涙していたからだ。

「昔の俺は……お前のことが大好きだった。一人の女の子として大好きだった。これだけは間ま違ちがいない………俺の初はつ恋こいは……お前なんだよ、キセキ」

　初恋。

　キセキにとっても、タケルは初恋だった。子供だったタケルは、それがどんなものか理解していなかっただろう。

　成長することでタケルはキセキが初恋だということに気づいたのだ。

　気持ちが同じだったことが、キセキは心の底から嬉うれしかった。

　タケルはキセキに手を伸のばし、彼女の濡ぬれた頰ほおに当てた。

　タケルの手はとても温かくて、優しかった。

「前に……俺がお前の兄貴で、お前が俺の妹だって知った時に嬉しかったかどうか聞いたことがあったろ？」

「…………うん」

「俺はあの時嬉しかった。でも悲しくもあったんだ。お前と血で結ばれていたことが嬉しくて、同じくらいに悲しかったよ」

　キセキには、タケルの気持ちが痛いほどわかった。

　タケルから兄妹きようだいであると聞かされた時は、キセキの中には悲しみしか無かった。その悲しみも共有できていたことを知り、キセキの瞳からますます涙がこぼれる。

「気づくのが遅くてごめんな」

「…………」

「……遅すぎたよな……だけど俺はもう、お前の『お兄ちゃん』だ」

「…………」

「今の俺は『お兄ちゃん』として──お前のことを、愛してるんだ」

　タケルの涙が止めどなく溢あふれていた。

　これが、タケルのキセキに対する想おもいの全すべてだった。

　妹として愛している。

　愛なんてものがどんなものかわからないのかもしれないけど、キセキに対する感情は、少なくともこれ以外に言葉にできなかった。

　愛を語るには一いつ緒しよにいた時間が少なすぎるかもしれない。愛に時間はいらないなんて、そんなものは詭き弁べんだ。親子だって、兄妹だって、共に過ごした時間が全てだ。

　でも──

　──この絆きずなを守りたいという自分の想いを、愛と呼ぶ以外の表現をタケルは知らない。

「ごめんなキセキ……喧嘩だからって兄ちゃん噓うそついちまった。お前が何をしても……お前を殺すことなんて……俺にはできないよ」

「……っ」

「お前を嫌いになれるわけないんだ。世界を壊こわされたって、仲間を殺されたって、たった一人の大切な家族を嫌いになんかなれない」

　タケルはキセキの頰を撫なでながら、顔をくしゃくしゃにして涙を流す。

「だからお願いだキセキ……俺の『妹』をやめないでくれ」

　タケルは自分の想いを、キセキへはき出す。

「死なないでくれ……殺さないでくれ……どこにもいかないでくれ……！」

　願うことしかできない自分の想いを、全てキセキへぶつける。




「──ずっとそばにいてくれ……お前がいないと俺は生きていけないんだ……！」




　それが全てだった。

　どこまでもわがままで、自分勝手で、押しつけがましいタケルの願いだった。

　タケルは最後まで自分の願いをキセキに押しつけた。

　何度拒絶されても、同じことを願い続けてきた。

　変わるのはキセキの方だと、マリは言った。そのためにタケルができることは、やはり願い続けるしかなかった。押しつけ続けるしかなかった。

　これがタケルの喧嘩のやり方なのだ。殴なぐられようが、嫌われようが、拒絶されようが、押しつけ続けることしかできない。願い続けることしかできない。

　キセキが望むのが過去の自分であり、過去の自分と共に死ぬことだとわかっていても、タケルはキセキに『妹』であることを強要する。

『妹』であることを願う。

　生きていることを願う。

　綺き麗れい事ごとを言うならば──大切で大好きな家族だからだ。

　それ以外に理由なんて無かった。

　そしてその願いは──

「おに……い……」

　その願いは、ようやく。

「お兄……ちゃ……」

　ようやく──キセキに届いた。

「──お兄ちゃん……っ」

　キセキはタケルを、『タケル君』ではなく、兄として受け入れた。

　もう戻れないと思っていた関係を取り戻すために。

　胸に飛び込んでくるキセキの身体からだを、タケルは抱だきしめるために手を広げる。
















　願いが報われる瞬しゆん間かんを嚙み締しめながら、涙を流しながらキセキを受け止めようとする。

　だがその時、タケル達は破は滅めつの声を耳にする。

　そこにいるわけでもないのに、耳元で囁ささやかれているような声を。




　──さあ、狩かりを始めようか、インノケンティウス。




　遥はるか上空。鬼おにの大樹の枝葉に、白い影かげが、白い銃じゆうを構えて立っている。

　戦せん慄りつする間もない。その影はまるで空気が初めからそこにあるがごとく、いつの間にか立っていたのだから。

　白き銃口から放たれるのは、目に見えぬ破は魔まの弾だん丸がん。

　魂たましいを掌しよう握あくする、忌いまわしき凶きよう弾だんだった。

　タケルはキセキを抱きとめると同時に、弾丸へ背を向けてキセキを守ろうとした。

　目に見えぬ弾丸はタケルの身体をすり抜ぬけ、

「────は……ぁッ！」

　キセキの胸を貫つらぬいた。

「キセキ！」

　背を仰のけ反らせて、キセキは胸を抱くように蹲うずくまる。

　タケルはキセキの身体を横たえようと、彼女の背に触ふれた。

「──ッ！」

　奇き襲しゆうをしてきた白い男のことなど差し置いて、キセキの身体を抱きながらゆっくりと横たえさせる。

　身体の冷たさが常じよう軌きを逸いつしていた。

　まるで氷のようだ。

「キセキ！　目を開けろ……キセキ！」

　身体を揺ゆらしても一いつ切さい反応が無い。抜け殻がらのように動かなかった。

「噓だ……」

　キセキを腕うでに抱いたまま、タケルは呆ぼう然ぜんとする。

　死なないはずのキセキが息をしていないという事実に、タケルの思考が停止した。
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　困こん惑わくするタケルの代わりに、桜花が動いた。

「──西園寺と杉波は二人を守れ！　二に階かい堂どう！」

「──わぁってるッ！」

　桜花は翼つばさを広げ、マリは飛行輪りんを足に出現させて一気に空へ舞まい上がる。

　敵は白い影──鳳おおとり颯そう月げつだ。

　涼すずしい顔で全てを見み据すえる元げん凶きようだ。

　颯月はレリックイーター『インノケンティウス』を肩かたに担かつぎながら、世界を眺ながめる。

　風に白はく髪はつを遊ばせながら、颯月が顎あごに手を当てた。

「ふむ。少々予定は狂くるったが、間に合ったようで何よりだ。しかしなんだな、私が留守の場合はやはりこうなったか。草薙君はキセキちゃんを殺さず、神かみ狩がりにもならない」

　肩を銃身でトントン叩たたきながら、颯月は眉み間けんに皺しわを寄せ、猫ねこのように口元を裂さけさせた。

「──それじゃあダメだ。困るんだよ、君達」

　颯月はその時、初めて上昇してくる桜花とマリを見た。

　桜花は肘ひじを引き、右腕に魔力を貯めて射しや突とつ機き巧こうを出現させる。

　マリは両腕に魔力を貯め、思い切り身体を仰け反らせた。

「《伯爵の牙ヴアンパイア》！」

「《極光の砲弾アウローラ・カノン》！」

　二人は特とつ攻こうしながら魔法を放つ。

　颯月は迫せまり来る二人の攻こう撃げきを避よけようとも受けようともせず、ただ涼やかに立っているだけだった。

　二人の魔法が直撃する。爆ばく風ふうと衝しよう撃げき波はは鬼の大樹の枝ごと颯月を吹ふき飛ばし、周囲一帯に破片をまき散らした。

　桜花とマリは攻撃の爆心点を睨にらみながら、爆ばく煙えんが晴れるのを待つ。

　手応え、直撃──意味が無いのはわかっている。

　鳳颯月の正体を知る二人には、倒たおせていないという確信があった。

　予想通り、煙の中で颯月は何事も無かったように浮ふ遊ゆうしていた。

　傷一つ無い状態で。

「いやはや、すごいな。私の正体を知っているのに全力で殺しに来るとは。もし間違って死んでしまったらどうするつもりだい？」

　肩を竦すくめて颯月が苦く笑しようする。

　桜花とマリは戦せん闘とう態勢を取ったまま、颯月と対たい峙じした。

　目の前にいるのに、現実感が無い。ずっと前からそうだった。存在感はあるのに、そこにいるというのはわかるのに、それが噓のように感じられる。

　存在感が噓染みている。

　鳳颯月とは、前々からそういう空気を醸かもし出していた。

「安心したまえ。私はこの世界の魔導では殺せない。かといって物理でも殺せない。つまり君達には殺せない」

「「…………っ」」

「君達の奮ふん闘とうはたいしたものだと誉ほめてやりたいが……ところで桜花、お前、ヴラドはどうした？」

　颯月が怪け訝げんそうに尋たずねてくる。

　桜花は答えず、魔力を噴ふん射しやさせて颯月に襲おそいかかった。

　拳こぶしを振ふり上げ、《伯爵の牙ヴアンパイア》をお見み舞まいする。両手両足に射突機巧を装着し、問答無用のラッシュを仕し掛かけた。

　回復させる暇ひまを与あたえないつもりで、穴だらけにするつもりで攻撃を加えたが、しかし颯月には傷一つつかないどころか、攻撃による衝撃すら受けていなかった。

　というより──攻撃による影えい響きようを全く受けていない。

「そうか、なるほど。お前はヴラドの魂を燃料に使ったわけか」

「──ッッ！」

　桜花の顔が怒いかりに歪ゆがみ、ラッシュのスピードが上がる。

　しかし無む駄だ。何一つ影響を与えられない。

　やがて颯月は桜花の拳を手で軽々と受け止めた。

　ラッシュが止まり、桜花の動きが停止する。

「いや、悪いとは言っていない。むしろよくやった。あれは私の力により生み出された代しろ物ものだが……魔導遺産に他ほかならないからね。契けい約やく者の影響を受けて魂なんてものを発生させてしまった。私が作り出した力を他者に与えたら、他者の影響で勝手に動くようになった……レリックイーターとはそういうものだ」

　桜花の拳を押し返しながら、颯月は目を閉じる。

「あれらは元々、私の力の一部なのだよ。アルケミストが用意した銃の素体に力の一部を付ふ与よさせただけの代物だ。だから、全すべてのレリックイーターの本質的な主導権は私にある。ミスティルテイン以外はね」

「くそっ……！」

「だから勝手に魂なんてものを宿されてうんざりしていたんだ。特にヴラドは扱あつかいづらかった。桜花、消してくれて助かったよ。父さんが誉めてあげよう」

「──黙だまれ！　貴様が私の相棒を語るなッ！」

　右足で颯月の側頭部に蹴けりを入れるが、まるで露つゆでも払はらうように腕を振るっただけで止められてしまう。

　目を細めて、颯月は桜花をあざ笑う。

「相棒……アレとそこまで絆きずなを深めたか。血は繫つながっていないのに本当に峰みね城しろにそっくりだな」

「貴様が殺した！　父も、ヴラドも！」

「おいおい、私はヴラドは殺しちゃいないよ？」

「同じことだッ！」

　全ての悲劇の原因は、この男に起結する。

　この男がどういう理由で世界を滅ほろぼしたいかなど見当もつかないし、興味もない。殺せないのもわかっている。

　だが戦いの中でわかることもあるはずだ。今判明したのはレリックイーターの性能は全てこの男の力の一部であるということ。

　レリックイーターのプロトタイプであるインノケンティウスがどういう性能を持っているか、見み極きわめる必要がある。

　そこにキセキを救う手立てがあるはずだ。

　右腕と右足を拘こう束そくされた桜花は、マリへ視線を向ける。

「──二階堂！　銃を狙ねらえ！」

　本人を殺すわけにはいかずとも、レリックイーターは不ふ滅めつの存在ではない。

　桜花の攻撃中、ずっとチャンスを窺うかがっていたマリが、指先に魔力を集束させる。

「《極光の鏃アウローラ・バレツト》！」

　一点集中の魔力収集砲ほう。攻撃範はん囲いは狭せまくとも、貫かん通つう力ならばどんな魔法にも到とう達たつできない域に達している。

　放たれた極限の光による矢は、真まっ直すぐに颯月のレリックイーターへ。

　──狙いは外していなかったはずなのに、そこにいたはずの颯月も、レリックイーターも、瞬まばたきをする間もなく消えていた。

「消えた!?」

「──後ろだ！」

　桜花の叫さけび声と共に、マリが後ろを振り返る。

　振り返った先に、チェシャ猫のように笑う颯月の顔があった。

「──！」

「インノケンティウスは不滅じゃない。狙いはよかった……が、君達は私という存在を誤解している」

　マリは即そく座ざに魔力を両手に貯めて追撃しようとした。

　しかし、

「私はこの世界のどこにもいないし、どこにでもいる。神とはそういうものだ」

「はっ──うっ！」

「なんてな？」

　胸にインノケンティウスの銃じゆう口こうが食い込み、マリの身体からだがくの字に折れる。

　そして、銃口が火花を散らすこともなく、マリの身体を不可視の弾だん丸がんが貫いた。

　電流が走ったかのようにマリの身体が震ふるえ、がくりと落ちる。

「二階堂──ッ！」

　桜花が全速力でマリの元へと飛ひ翔しようする。

　だが──進んだ先には、空気のように現れた颯月が待ち構えていた。

　急停止しながら、身体を仰のけ反らせる。

　どこにもいなくて、どこにでもいる。

　この世界にいる限り、行く手も逃にげ場もどこにもない。

「死んじゃいない。キセキちゃんもマリ君も無事さ」

「……貴様……！」

「インノケンティウスの性能は──魂への命令。この命令からは、人間の魂を持つ限り、何者も逃のがれることはできない」

　腰こしを曲げ、桜花の顔をのぞき込む。

「自害しろとは命令していない。安心したまえ」

「……っ」

「彼女の魂に下した命令は──」

　桜花の前から、颯月が姿を消す。

　颯月が消えた向こう側に、脱だつ力りよくしたマリが身体を起こすのが見えた。

　しかしその動きには生気が感じられなくて、桜花はマリに呼びかけようとした。

　耳元で、颯月が囁ささやく。

「──君を殺せ、だよ」

　背後から、すぐさま颯月の気配が消える。

　身体を伸のばしたマリが、桜花に振り返る。

　マリは無表情だった。まるで能面のような顔で、桜花を見ていた。

「……二階堂……」

　無事だったことに安あん堵どなどできなかった。

　どういう命令が下されたかわかっているのに、行動できない。

　先に動いたのはマリの方だった。

　足の飛行輪を回転させながら、信じられないような高速で桜花へ突つっ込んでくる。

「──！」

　桜花は慌あわてて両手をクロスさせてガードを行う。

「《極光の付与アウローラ・エンチヤント》」

　マリは拳に魔法を纏まとわせ、ガードの上へ思い切り拳を放つ。

　ヴラドは防ぼう御ぎよ面において特筆すべき性能は無いが、今の桜花は吸きゆう血けつ鬼きの真祖と同等の生命力と身体強度を持っている。並なみ大たい抵ていの攻撃では傷一つつかないはずだった。

　マリの拳は、桜花の両手の射突機巧ごと砕くだき、クロスさせていた桜花の腕うでを解ほどかせるだけの威い力りよくがあった。

　身体能力において勝る部分が皆かい無むなはずのマリが、桜花を殴なぐり飛ばす。全て付ふ与よ魔法の威力によるものだ。それだけマリの魔法は強きよう烈れつだった。

　桜花を殴り飛ばしたマリはすぐに距きよ離りを詰つめ、両手に魔力を貯める。

「やめろ二階堂！　正気に戻もどれ！」

　説得の声など届かない。魂への命令というものがどういった原理なのかわからないが、声が届くことは決してないだろう。

　能面のような顔を桜花へ向けながら、懐ふところに極光の魔力が集束する。

「《極光の砲弾アウローラ・カノン》」

　淡たん々たんと魔法名を口にして、マリは桜花の腹部へ零ゼロ距離から魔法を放とうとする。

　魔法であれば桜花のヴラドは貫つらぬける。

　貫くことで威力を拡散して──

（……ヴラド……っ！）

　ここにきてヴラドの存在が大きかったことを思い知る。桜花が魔法を貫通させるには、相手の魔法の術式を知っていなければならない。

　極光魔法の術式は複雑だが、桜花の頭の中に入っている。

　しかし、頭の中にある術式を反転させることが最も重要となる。反転させるのはヴラドの仕事だった。

　桜花は高速で術式を構築、それをさらに反転させる。

　桜花はマリがため込んだ魔力へ向けて銃を放った。

　間かん一いつ髪ぱつで、マリの魔砲弾が消し飛ばされる。発動前であれば集束した魔力に杭くいを直ちよく撃げきさせて魔法を止めることも可能だ。

　ギリギリ間に合ったはいいが、術式構築速度は圧あつ倒とう的にマリの方が上である。

「《月食の剣エクリプス・ブレイド》《白夜の剣ヘリオス・ブレイド》」

　この魔法の術式を──桜花は知らない。

　文ぶん献けんに残されたデータだけは知っている。おとぎ話のような存在である、『月』と『太陽』の属性魔法だ。

　マリは両手を振ふり上げ、魔力で構築した剣を振るってくる。

　桜花は両腕の射しや突とつ機き巧こうを再構築させて、射突口から杭を突き出させたまま、マリの剣を受け止めた。

「──っ、ぐ、ぅぅ……！」

　凄すさまじい威力に桜花が押される。

　極光魔法以外の古代魔法を使用している以上貫通などできない。魔力量が十分であろうと、魔法の質は圧倒的にマリの方が上だ。その上《伯爵の牙ヴアンパイア》は継けい続ぞくして出現させることにはとんと向いていない。

《伯爵の牙ヴアンパイア》に罅ひびが入り、砕け散る寸前まで追い込まれる。

「っ、許せ！」

　桜花は苦肉の策として、マリの腹を思い切り蹴り飛ばした。殺さぬように威力は抑おさえたが、肋ろつ骨こつの数本は折れてしまっただろう。

　よろめきながらマリが桜花から離はなれ、腹部を手で押さえている。

　痛みに悲鳴を上げてもいいはずなのに、マリは無表情だった。

（どうすればいい……！　逃げようにも二階堂は私を追ってくる……自分が死ぬまで、私を殺そうとするはずだ……！）

　颯月のレリックイーターを破は壊かいしようにも、あの男の居場所を捜している間にこちらがやられてしまう。

　地上のタケル達やキセキも心配だが……しかし、今はマリに対処する方が先だ。

　桜花は一度固く目を閉じて、心を決めた瞬しゆん間かんに見開いた。

　そして再び腕をクロスさせて、射突機巧に杭を出現させる。

（効果時間は無限ではないはずだ……いくら魂に命令を下したとしても、気絶させることさえできれば……！）

　桜花は──マリと戦う決意をした。

「できればこんな形で戦いたくはなかったが……」

　やるせなさに顔をしかめて、桜花は臨戦態勢に入る。

　マリは背後に大量の魔法陣じんを出現させて、迎むかえ撃うつ構えを取った。

「絶対に──お前に私を殺させはしない！」

　人を殺さないことを信念にしていたマリを守るために、桜花はマリへと挑いどむ。
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　マリの魂に命令を下した後、颯月は鬼おにの大樹の枝に座りながら、タケル達を見下ろしていた。

　インノケンティウスを軽く手で撫なでながら、颯月は苦く笑しようする。

「なかなかいい破は滅めつだったが……まさか草薙君がキセキちゃんの説得に成功するとはね」

　とことん思い通りにいかない少年だ、と颯月はため息を吐つく。

「もう少し右往左往する君達を眺ながめていたかったが、このゲームもそろそろ仕し舞まいにしよう」

　颯月にとって、戦争は趣味だった。

　魔導……というより、神を根絶することが颯月の生まれた理由だった。

　半人半神、現あら人ひと神がみ。

　ロキ。

　様々な呼び方をされてきたが、この世界が再構築される前は神殺しこそが彼の存在意義だった。

　ただの兵器であればそれでよかったのだろう。颯月は神々を死し滅めつさせて、人間の勝利で前の世界は存続していたのかもしれない。

　彼が自らの存在意義を「破滅」とするようになったのは、偏ひとえに彼の身体の半分が神のそれだったからだ。神が滅ほろびるのであれば人もまた滅びなければ道理ではない。

　感情がそう結論づけさせたわけではなかった。

　颯月という存在を構成するもの全すべてが、そうあるべきだと確信していたからだ。

　前の世界において颯月は神々を死滅させたが、同時に人間も滅ぶように仕向けた。

　結果、人間の世界と神々の世界は衝しよう突とつし、今のこの世界が生まれたのである。

　滅びることなく存続し、あまつさえ神々と人間の「世界観」が混在したこの世界を見て──颯月は生まれて初めて歓かん喜きした。

　また滅ぼすことができる、と。

「うん。楽しかったな」

　颯月は立ち上がり、枝の上から世界を見下ろす。

　地平線の向こうまで赤く染まった世界は、とても美しく彼の瞳ひとみに映った。

　ずいぶんと回り道をしながら、颯月は破滅へとたどり着いた。

　ここまで回りくどく破滅の道を歩んできたのは楽しむためだった。

　世界の衝突により神々の力が拡散すると同時に、颯月の神としての力もまた世界中に散らばった。




　──それがこの世界の『魔導』だ。




　力が拡散してしまった颯月も万能ではない。死なないだけのただの魔法使い程度の存在になってしまった。レリックイーターは颯月の神としての力の残ざん滓し、出で涸がらしと言っていい。だからタケルの魂にインノケンティウスで直接命令を下すことはできない。彼の魂は人ではないからだ。神としての力にも制約が付きまとった。

　故ゆえに破滅へ追い込むべきは草薙タケルではなく、その周りの人間達だった。

　彼が大切に想っている人間を颯月の手で奪うばい去ることで、草薙タケルは颯月へ殺意を向ける。

　そのためにわざわざ彼に仲間を作り、様々な苦楽を共にさせてきた。

　しかし、タケルを神かみ狩がりへと昇しよう華かさせて自分を殺させるのであれば、初めからインノケンティウスでキセキに世界を滅ぼさせ、仲間を殺すようにさせれば済む話だった。タケルがキセキを殺さざるを得ない状じよう況きように追い込み、全ての元げん凶きようが颯月にあると知れば、彼は颯月を殺すだろう。

　人間がそこまで単純な生き物ではないということも、颯月は知っている。

　半分人間だから知っている。

「ドラマがないとねぇ……人間は動かない。できればこういう無ぶ粋すいな方法は取りたくはなかった」

　これは制限だらけの神としての力を行使し、世界を破滅へ導くための颯月の壮そう大だいなゲームだった。颯月は自分が作ったわけでもないこの世界のルールを大いに楽しんだ。

　できればずっと続けていたかったが、そういうわけにもいかない。

　颯月は世界の蓋ふたを閉じるべく、前まえ髪がみを搔かき上げる。

「滅びを楽しむならば、滅びなければ意味がない」

　世界の滅びも、混こん沌とんも、存分に味わった。

　あとは完かん膚ぷなきまでに消し去ることだけが、颯月に残された楽しみだった。

　即すなわち──破滅である。

「さあ二代目神狩り君、躊ちゆう躇ちよなく初代わたしを殺せるように──君の魂を整えてやろう」

　颯月はいつものように、猫ねこのように口を裂さけさせて笑いながら、今一度インノケンティウスの引き金を絞しぼった。

　颯月がキセキの魂に下した命令は──世界を喰くらえ、だった。
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　氷のように冷たいキセキの身体からだを横たえさせた後、タケルはキセキの心臓に耳を当てた。

　音がしない。息もしていない。

　タケルは血の気が引いていくのを感じながら、無心でキセキの心臓を押そうとした。

　横から斑鳩が走ってきて、タケルの肩かたを摑つかむ。

　呆ぼう然ぜんとして顔を上げるタケルの頰ほおに、斑鳩は平手打ちをした。

「しっかりしなさい。周りを見て。百ひやつ鬼き夜行はまだ消えてない。ちゃんとこの子は生きてる。万が一死んでいるとしても蘇そ生せいするわよ」

「……っ、でも、息をしてねぇ……！」

「レリックイーターのせいでしょ。今あんたがやることは、あのゲスのレリックイーターを破壊することよ」

　斑鳩の冷静な叱しつ咤たに、タケルも冷静さを取り戻もどしていく。

「どういう力が働いているかはわからないけど、レリックイーターを破壊すればきっと元に戻る。呆ほうけてる暇ひまなんてないのよ。やるべきことをやってきなさい」

　タケルの頰を両手で包み、斑鳩は彼の額と自分の額を合わせる。

「あのゲス野や郎ろうを相手にどうすればいいかなんてわからない……でも、今やることは決まったんだから行動よ。いいわね？」

　睨にらみつけるような斑鳩の視線に、タケルは震ふるえていた唇くちびるを引き締しめる。

「キセキさんのことはわたくし達に任せてくださいまし！　草薙は今すぐ鳳と二階堂のところへ！」

　うさぎも銃を胸に抱だきながら、タケルのそばにやってくる。

（そうだ……まだ何も終わっちゃいねぇ……！）

　タケルは立ち上がり、二人に強く頷うなずいてみせる。

「……ラピス！」

「ここに」

　呼びかけに応えて、ラピスがふわりと真横に姿を現す。

「あの野郎のレリックイーターの性能はわかるか？」

「申し訳ありません。インノケンティウスの性能、及および人格がどういうものであるかは不明です」

「桜花とマリは？」

「……どうやら二階堂マリ様がインノケンティウスの影えい響きようを受け、現在桜花様と戦せん闘とう中のようです」

　タケルは顔を強こわ張ばらせ、空を見上げた。

　確かに上空で赤い光と虹にじ色いろの光がぶつかり合っているのが見えた。

　ラピスは言われるまでもなく桜花とタケルを魔力通信でつなげた。

《桜花！》

《草薙か……！　二階堂がレリックイーターの干かん渉しようを受けた……！　戦闘中だ！》

《どうなってる……!?》

《インノケンティウスの性能は、魂に直接命令を下すというものだ……！　二階堂の魂は、私を殺すよう命令された……！》

　それを聞いて、タケルはすぐに桜花の救きゆう援えんへ向かおうとした。

　が、

《二階堂は私に任せておけ！　草薙は鳳颯月のレリックイーターを──！》

　上空で虹色の大だい爆ばく発はつが起こり、通信が途と切ぎれる。

「……………っ！」

　タケルは今すぐにでも桜花の元へ行きたい気持ちを、ぐっと抑おさえ込んだ。

　桜花が任せろと言ったのだ。今やるべきことはレリックイーターの破壊。

　やるべきことをやれ！　皆みなでそう決めたのだから！

「ラピス！　行くぞ！」

　タケルが意を決し、ラピスに呼びかける。

　しかし、

「──草薙！　キ、キセキさんが！」

　タケルはうさぎに呼ばれて後ろを振ふり返った。

　そこには──まるで重力に逆らうように浮うき上がるキセキがいた。浮き上がると同時に身体をこちらへ向けて、ゆっくりと目を開く。

　魂に直接命令を下すと、桜花は言っていた。

　つまり、あのキセキは──

「みんな逃────」

　タケルが叫さけぶよりも早く、耳を劈つんざくようなキセキの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

　瞬しゆん間かん、キセキの身体のいたるところから百鬼夜行が溢あふれ出す。

　タケルが見たのは、近くにいた斑鳩がうさぎを庇かばうように覆おおい被かぶさった姿と、こちらに向かって手を伸のばすラピスの姿だった。

　──宿主！

　ラピスの声が百鬼夜行に飲み込まれてかき消えたのと同時に、タケルも鬼おにの波に飲み込まれていった。








エピローグ
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　百鬼夜行は、一瞬にして再び全すべてを飲み込んだ。

　魂そのものを掌しよう握あくされた者は、躊躇もなければ余よ韻いんもない。肉体は魂に下された命令を実行するだけの道具となる。

　草くさ薙なぎキセキの周辺にはびこっていた百鬼夜行は一時的に《神殺しの付与ラグナロク・エンチヤント》により消し飛ばされたが、体内に蓄ちく積せきしたものは依い然ぜんとして際限なく増え続けていた。

　放出は世界を喰らい尽つくすまで止まらない。キセキはただ愚ぐ直ちよくに百鬼夜行でこの星を侵しん食しよくし尽くすだけだった。

　百鬼夜行の海の中で──ラピス・ラズリはタケルの居場所を探っていた。

　キセキの中からあふれ出した鬼に吞のまれた時に離はなればなれになってしまった。

　いつもなら契けい約やくの絆きずなによっていつでもどこでもそばにいられたのに、百鬼夜行に覆われてしまっているため、届かなかった。

《────宿主》

　魔ま力りよく通信を試みても届かない。探査向けではないが居場所を探ろうとＦＭビットを出現させるが、百鬼夜行に食われてしまう。

　今ラピスが無事でいられるのは、颯そう月げつにとって必要な存在だからだ。

　恐おそらくタケルも無事ではあるのだろう。

　問題は、斑鳩いかるがとうさぎだ。

　ラピス単体ではどうすることもできない以上、タケルを優先する。

　まだ終わってなどいない。最後に受け取ったタケルの気持ちを思い出しながら、ラピスも自分に言い聞かせる。

（まだ終わってなどいません……皆みなさんも、きっと無事です……）

　根こん拠きよなどないが、無事を祈いのってタケルを捜すしかない。

　どうにかする方法を探さなければならない。ラピス単体では百鬼夜行を退けることは不可能。身体を粒りゆう子し化させて移動しようとしたが、高密度すぎる百鬼夜行はたとえ身体を極ごく小しようの粒つぶに変えても通り抜ぬけられない。剣けんの状態では自立して動くことはできないし、ヒューマノイドモードである今の状態で対処するしかない。

　一生懸けん命めい身体を捩よじらせてみても、百鬼夜行はびくともしない。不定形特有の粘ねばりけの中で足あ搔がいても底なし沼ぬまのように沈しずんでいく。

　こんな状じよう況きようで……果たしてうさぎと斑鳩は生きているのだろうか？

　ラピスは侵食の影響を受けていないが、あの二人は……。

（──ダメです。考えるよりも行動しなければ）

　ラピスは足搔く。タケルのために。

　あの二人が死ねば、タケルは絶望してしまうだろう。タケルにとって、大切な人間に大きいも小さいもないことをラピスはよく知っていた。

　ラピスにだって独どく占せん欲よくがある。独占したいからこそ、神かみ狩がり化による魂の融ゆう合ごうを望んでしまう自分がいる。無意識のうちにタケルの記き憶おくから仲間たちの思い出を消して、神狩り化を促うながそうとしていたこともあった。

　神器としての性さがなのだから仕方のないことではあるが、ラピス自身、そんなやり方でタケルを強ごう奪だつするようなことはしたくなかった。

　だから神器である自分の性質に抗あらがってきた。

　タケルの仲間達も手伝ってくれている。

　三五試験小隊……。

「…………」

　不意に動きを止めて、ラピスはタケルだけでなく、小隊のことを考えた。

　ラピスと試験小隊との関係性は薄うすい。ラピスも仲間達に興味がなかったし、仲間達もラピスをタケルの武器として捉とらえていた。

　ラピスはいつもタケルのそばで見ているだけだった。気づけばそこにいる存在として、まるで空気のように受け入れられていたと言っていい。

　寂さびしいと感じたことは今の今まで一度もない。

　ラピスにはタケルがいればそれでよかったからだ。

　最初は彼らがいつも一いつ緒しよに騒さわいでいるのが不思議でしょうがなかった。ポイント取得のために悪戦苦く闘とうしながら、笑い合ったり、怒ど鳴なり合ったり……タケルと再契約を結ぶまでは、そんな彼らのことをくだらないとすら思っていた。

　だけど、彼女らと一緒にいるタケルを見るのがラピスは好きだった。いつも心底幸せそうにメンバーと話をする彼の横顔を見るのが好きだった。

　今でも一枚絵のように記憶に残っている風景がある。

　放課後の小隊活動時間、対魔導学園の廊ろう下かで夕陽を浴びながら歩く、三五小隊の後ろ姿。

　まだ人になっていない頃ころのラピスにも、彼らのことをいつまでも眺ながめていたいと思った瞬間があった。

　思えば、人としての心を持つきっかけは、あの時だったのかもしれない。

　ラピスはその時の風景を思い出しながら、再び身体からだを動かす。

（私は……宿主を、あの場所に帰すのです……それが私の使命です）

　夕焼けに染まる廊下を、もう一度取り戻もどすために。

（一人も欠けてはいけません……欠けさせはしません）

　あの一枚絵を、もう一度見るために。

（彼女達は必要です……宿主にとっても、私にとっても……）

　見捨てることなどできない。

　全ては宿主のために。

　否、全ては自分のために。

（粒子化と再構築を繰くり返しながらであれば、少しずつ動けるかもしれません……やってみましょう）

　ラピスは諦あきらめずに脱だつ出しゆつを試みようとした。




《──随ずい分ぶんと人間くさくなったものですね、ミスティルテイン》




　百ひやつ鬼き夜行で埋うもれた視界の向こう側から、いやに澄すんだ声が聞こえた。

　鬼の海をかき分けようとしていたラピスが顔を上げた直後、目の前に突とつ如じよとして空間ができあがった。

　結界により強制的に空間を作ったというのが正しい。

　空間の中心には、一振りのひび割れた剣が浮かんでいた。

　その剣に重なるようにして、白い女の幻げん影えいが現れる。

「……グングニル……」

　ラピスがその名を呼ぶ。

　オロチとの戦いの後行方知れずとなっていたもう一つの神器が、ラピスの目の前に現れた。

　契約者を失っても自立して戦せん闘とう力を有しているのは、知る限りではグングニルだけだ。

　しかしひび割れているのを見る限り、レーヴァテイン同様半はん壊かいしていると見て間ま違ちがいないだろう。

　もう魔力以外のほとんどの性能を失っているはずだった。

　どういう意図で現れたのかがわからない以上、ラピスが警けい戒かいを解くことはない。邪じや魔まをしてくるのであればなけなしの魔力を放出して抵てい抗こうしてみせる。

　しかしグングニルはラピスのそばまで幻影と共に近づくと、静かに目を閉じた。

《オロチはこの時のために……あなたと草薙タケルの絆を深めさせたのかもしれませんね》

　意味深なことを言われて、ラピスは首を傾かしげる。

　グングニルは目を閉じたまま、話を続けた。

《状況は切せつ迫ぱくしています。私に残された時間も、もはや残りわずか》

「……？」

《無む駄だな問答は不要。必要なことだけを貴方あなたに伝えます》

　グングニルが言葉を句切り、薄く瞳ひとみを開いてラピスを見た。

《私は、あなたに託たくそうと思うのです》

　瑠る璃り色の少女は問う。

　いったい、何を？

　その問いに、白き魔女は答えた。




《──世界を救うための力を》

　ミスティルテインは──言葉をそのままの意味で受け取った。








あとがき









　第一二回空気読めない人合がつ戦せん、いかがでしたでしょうか。

　お久しぶりです。柳やなぎ実み冬とう貴きです。

　本作もいよいよクライマックスに突とつ入にゆうし、今回はキセキとの戦いになったわけですが、戦せん闘とうは控ひかえめになっています。

　ここまできて戦闘少ないとか何してんの、とか思っているそこのあなた！

　ごめんなさい、いろいろ溜ため込んでいたものを、次でバァーンとね。いろいろやるつもりなのでお許しください。




　さて、一二巻。

　世界崩ほう壊かい真っ最中に愛だの恋こいだのでしたね。

　草くさ薙なぎキセキという少女の内面は今までも細々とではありますが描えがいてきたわけですが、ここまでがっつり描びよう写しやしたのは初めてだと思います。

　一巻で桜おう花か、二巻でマリ、三巻で斑鳩いかるが、四巻でうさぎ、五巻でタケル、六巻でラピスと、メインキャラクター一人一人に焦しよう点てんを当てていた頃ころを思い出しますね。七、八、九、一〇、一一とサブキャラやメインストーリーを追っかけつつ、一二巻にきてようやくキセキに焦点が当たった感じですね。

　長いことキセキや百ひやつ鬼き夜行を重要なファクターとしてシリーズの中心に置いてきましたし、ラスボスの風格すら出てきた彼女でしたが、中身はあくまで世間知らずな普ふ通つうの女の子のつもりでずっと書いてきました。

　タケルの方がよっぽど壊こわれているんじゃないかと思っているくらいに、キセキは普通なつもりです。草薙の人間特有の頑がん固こさや融ゆう通ずうが利きかないところや一直線なところは、兄妹きようだいだから似ているんですけれど、タケルの方が病的という感じがします。

　あと今回、なにげに初めてタケルの「愛とか恋とか」を書いた、というか彼の口で直接言わせたかもしれませんね。このシリーズ、いわゆるラブコメ要素も少なくはなかったはずなんですが、女子達のそういう部分は結構書いていたものの、タケルの心情に関してはあまり触ふれてきませんでした。

　意外な……いやよく考えると意外でもなんでもないな。まあそうだろう、という感じの初恋の相手でした。

　僕自身、今まで恋れん愛あい部分をなるべく避さけて（あまり得意じゃないというのもありますが一応作風に合わせるために）書いてきましたし、前シリーズも前々シリーズもこうしてはっきりと書いたことはありませんでした。

　だからまあ、僕としても今回初ですね。

　主人公が女の子の気持ちをちゃんと受けて、答えを出したシーンを書いたのは初めてです。

　キセキのお話となるとどうしてもそういう形になります。なんか今回は、キセキとタケルが対たい峙じするシーンで何度も筆が止まりました。

　かなり恥はずかしいシーンとかも今まで書いてきたはずだし、散々クサいことをキャラクター達に言わせてきたんですけど、タケルのキセキに対する想いを暴ばく露ろしたシーンが何故かとてつもなく恥ずかしかったんですよね。

　人それぞれだと思いますが、自分は物語を書く時になるべくキャラクターに「自己投とう影えい」をしないように心がけていました。読む場合はしますが、書く時はしません。理由はキャラを自己投影しながら書くと、たぶん登場人物がクソ野や郎ろうしかいなくなるからです。

　一番自分に近い人間が天てん明みよう路じ礼れい真まだと思っているくらいですから、タケルや桜花なんかは自分とはほど遠い人間です。ただ、一種の理想や、自分の持っていない部分をキャラクターに詰つめ込こみはするんですよね。

　でも、「これもよく考えたら自己投影なんじゃね？」って最近気づいたのです。自分の子供に自分と同じ人間にならないように躾しつけをする親っているじゃないですか。確かそれも自己投影って言うんですよね。だからなんでしょうね……妙みように恥ずかしくなっちゃって。思春期の時に「自分、中二病なんだ」って気づいた時と似た心境でした。

　あと兄妹だしね。やっぱそこでしょう。なんかこう、こっぱずかしかったですね。よく妹モノで萌もえてるのは妹がいない人だけ、とか言うじゃないですか。あれ、僕はその通りだと思うんですよね。アニメの関係者さん達も、妹がいる方が多かったんで、妹への萌え方がわからねぇ、みたいな話をしたんですよ。

　もし自分が妹に恋愛感情を……とか、考えたこともない人がほとんどでしょう。僕も背徳感は好きだけど、現実となると、ねえ？　現実の妹とアニメやラノベなどに出てくる妹は、基本的に掠かすりもしないわけで。

　いやどうなんだろう。可愛かったり仲よかったらそういうこともありえるのか？　こうして自分も妹と兄の禁断のうんたらみたいのを曲がりなりにも書いているわけだし、自己投影しているのだとしたら、もしかして自分の中にも、妹に対するそういう感情があるのやも……あわわ、リアルの妹とそういう関係になっているのを想像しちゃったやべーどうしよう変な気分になってきたもう妹の顔見れないじゃんドキドキするじゃん世間体ていとかまずいんじゃねーのとか思ったけど僕に妹はいないのにこんなことを書いている事実が一番世間体が危あやういことに──今気づいた。

　頭の中にしかいねーよ妹。

　はい、今日は別路線で気持ち悪く攻せめてみました。

　おっぱい？　最近のトレンドは肩けん甲こう骨こつですよ。この作品で一番いい乳してるキャラは甲こう乙おつつけがたいけど、一番いい肩甲骨してんのはキセキです。

　──俺が言うから間ま違ちがいない。

　今回、あとがき九ページもあるそうですから、気合い入れて無む駄だな話をしてしまいました。







　さて、本作もいよいよクライマックスとなりました。

　次で最終巻になります。まあ、もう一巻短編集が出る予定ですので、実質あと二巻あるわけですが、物語としては次で最後ですね。

　昨今、ライトノベルもシリーズ物を安定して続けるのがなかなか厳きびしくなってきています。といっても本に関わる人々は昔から厳しくなっていると言い続けていますので、僕が言ってもいまさらな感は否いなめませんが、やっぱり昔に比べると厳しくなっています。

　そんな中で、この『対魔ま導どう学園35試験小隊』はとても恵めぐまれていた作品だと言えます。優ゆう秀しゆうな担当さん達や、素晴らしいイラストレーターさん、コミカライズ、そしてアニメ化までさせていただきました。

　八巻あたりで「この作品でやらなくちゃいけないことは、あとこれだけだ」という、完結するにあたっての準備のようなものができました。

　アニメ化の企き画かく進行中から結構な時間が空いて、読者の皆みなさんに「やるの？　やらないの？」とやきもきさせた時期が続いたと思います。まあ紆う余よ曲きよく折せつがあり予定よりも延びたのは事実です。お待たせして申し訳ありませんでした。

　ただ、アニメ化が延びたことで、原作でも予定の変へん更こうがありました。

　というのも、本当ならこのシリーズは十巻でカチッと完結の予定でした。アニメ化進行中のあたりで、自分の中でこのシリーズは十巻で完結と決めながら進めていましたし、タイミング的にも丁度よかったからです。

　しかしアニメ化が延びたこともあり、もう少し続けてほしいと言われました。作家にとって続けてほしいと言われるのは、かなり嬉うれしいことなのです。

　そして一〇巻以降も続けることになって、「この作品でやらなくちゃいけないこと」ではなく「この作品で出来ること」に変わっていきました。余よ裕ゆうをもって続けられるって、このご時世だとなかなか味わえません。「何をしようかな」と考える日々は楽しいものでした。

　本当に恵まれた作品です。かなり運もよかったです。

　何よりこうして続けられているのも、ここまでついてきてくださった読者の皆さんのおかげです。

　いつもあとがきの謝辞の時に恒こう例れいとして仕方なく書いているように思われているかもしれないけれど、断じてそんなことはありません。だいたいの作家さんがあとがきの最後に読者さん達への感謝を書き記しますが、皆さんも最後の謝辞だけは心を込めて書いているはずです。関係者に贈おくる謝辞は人によってはわかんねーけど（笑）、読者さんに贈る感謝だけはどんな作家さんであろうとガチですから。

　本当にありがとうございます。

　そしてできれば、『対魔導学園35試験小隊』……長いね、タイトルも連れん載さいも長かったけど、最後まで付き合ってくれると嬉しいです。

　あと短編集もね。後日談とかもたぶん書くので、楽しみに待っていてくれると！

　まだ終わりじゃないけど、せっかく長いあとがきなので先に皆さんへのお礼を書きました。最終巻はキャラについてのあとがきを書けるといいな～。でもそういう時に限ってあとがき二ページとかなんですよね。

　さあ次で最終巻。ラスボスどうすんの？　キセキどうなるの？　三五小隊のみんなは無事なの？　ホーンテッド死ね、といった感じの実にわちゃわちゃした一二巻でしたが、たぶん最後までわちゃわちゃしながら決着がつくでしょう！

　最後までお楽しみに！







　それでは謝辞を。

　いつもご迷めい惑わくかけっぱなしの担当Ｋ様、Ｓ様。

　お忙いそがしい中頑がん張ばって素敵なイラストを描かいてくださっている切きつ符ぷ先生。

　コミカライズで大変お世話になった安やす村むら洋よう平へい先生。

　ファンタジア文庫編集部の皆みな様さま。

　時間が無い中精せい一いつ杯ぱい戦ってくれたアニメスタッフ、シルバーリンクの皆様。

　それぞれのキャラクターを大事に、完かん璧ぺきに演じてくださったキャストの皆様。

　そしてこのシリーズを手にとってくださった全ての読者の方々に、真心込めて感謝を贈ります。

　いよいよ最終巻（何回言ってんだ）！　タケル達の行く手に待ち受けているものとは──！

　乞こうご期待です！　ではまた、最終巻でお会いしましょう！
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●やなぎみとうき



デビュー作『量産型はダテじゃない！』。

12巻。僕が言うのもなんですが、よくここまで書いたなと。

「ここまでの話は最初から全部想定通りさ！」なんて口が裂けてもいえませんけど、ここまでのおっぱいは最初から全部僕の想定通りなのは間違いないです。っておい、12巻おっぱい皆無じゃねーか。どうなってんだよアニメであんだけ揺らしておいて原作は12巻ですよろしくお願いします。
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対たい魔ま導どう学がく園えん35試し験けん小しよう隊たい




12. 黄昏たそがれの呼よび声ごえ
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